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プロローグ




「やっと着いたな」

　ダンジョン奥地にある一つの宝箱を前にして、パーティーのリーダー・ヴァノンは満足げな表情でそう口にした。

「これで一いっ攫かく千せん金きんだなァ」

　続いてパーティーの近接戦闘要員である剣士・エヴィスも、ニヤニヤとした表情を浮かべながら呟つぶやく。

「ここまで来た甲か斐いがあったな」

「まったく、その通りね」

　そして弓使いのウィルド及び回復師のフーラも、それぞれ続いてそう言った。

　だが俺――クロノには、彼らがいったいなぜこうも満足げなのか、まったく理解できなかった。

　というのも、この宝箱はどう見ても、サクリファイスチェストなのだ。

　サクリファイスチェストとは、ダンジョンで見つかる通常の宝箱に比べて豪華な宝物が入っている代わりに、開けた者が犠牲になるという性質を持つ宝箱。

　あまりにも非人道的であることから、サクリファイスチェストはギルドの規定で開けてはならないとされているのだ。もし誰かに無理やり開けさせた場合、開封を強要した者は最悪死刑、良くても終身刑に問われることになる。

　そんな宝箱を発見したからといって、何がそんなに嬉うれしいのか。

　俺には不思議でしょうがなかった。

　が、次の瞬間、ヴァノンがとんでもないことを言い出した。

「というわけで、だ。クロノ、お前がこの宝箱を開けろ」

「……え？」

　俺は頭が真っ白になった。

　この宝箱を……開けろ？

　いったい何のメリットがあって、そんな命令を下すというのか。

「こ、これサクリファイスチェストですよ？　ほら、箱の上部にでっかい髑髏どくろが刻まれているじゃないですか」

「だからどうした」

「だからどうしたって……これ開けたら俺、死んじゃいますよ」

「それで？」

「そ、それでって……。これを開けるのを強要したら重罪に問われるのは、ヴァノンさんだってご存じですよね」

「ふん、そんなことか」

　そんなことかって、どういうことだよ。それ以上に重要なことが何かあるのか？

　見下すような視線を俺に向けるヴァノンにただただ困惑していると、何を思ったか彼はこう尋ねてきた。

「お前は荷物持ちとして、俺たち『イモータルプロキオン』に同行している非力な少年だ。そうだろ？」

「そ、そうですけど……」

　これに関しては、彼の言うことは間違っていない。

　俺はヴァノン率いるＢランク冒険者パーティー・イモータルプロキオンに荷物持ちとしてついていくことを志願した、戦闘能力皆無の一般人だ。

　冒険者とは、冒険者ギルドに登録したフリーランスの戦闘員のことを指すのだが……今の俺は冒険者ではない。

　なぜなら冒険者になるには、十五歳で成人した瞬間に手に入るジョブを持っていて、かつそれが戦闘職（支援職含む）であることが必須だからだ。

　十五歳未満のジョブを持たない者や、魔道具師などの非戦闘職のジョブを持つ人間は、冒険者ギルドに登録することができない。

　現在十二歳でまだジョブを持っていない俺もまた、冒険者ギルドに登録できない側の人間の一人だ。

　ではなぜ、そんな俺が冒険者についてダンジョン探索を行っているのか。

　それは……冒険者でなくとも、荷物持ちとしてなら冒険者に同行する形で冒険者活動を行うことができるからだ。

　――俺には両親がいない。

　物心がついた時から、孤児院で育てられてきた。

　そんな俺には……一人、憧れの人物がいる。

「魔法神」の二つ名を持つＳランク冒険者、サンディス様だ。

　理由は二つ。

　サンディス様の圧倒的な強さへの憧れと……そして何より、彼こそが孤児院設立の際に巨額の支援をしてくれた人物であること。

　サンディス様は外国出身で、今は祖国で活動しているらしいが、いつかは会ってみたいと思っている。

　将来はサンディス様のような強くて立派な冒険者になって、王都や外国でも大活躍し、育ててくれた孤児院に多額の寄付をして恩返しできるような人になりたい。

　そんな思いを持っていた俺は正式な冒険者になるまでに少しでも経験を積むため、そして王都に移住して冒険者活動をする資金を貯めるために、荷物持ちとして下積みをすることに決めた。

　必死に筋力や持久力のトレーニングをし、足手まといにならない程度の体力を身につけ、昨日冒険者ギルドにて荷物持ちとしての登録を申請した。

　そして今日、初めての就労をしているわけである。

　トレーニングをしている以上、一般的な十二歳に比べれば多少力に自信はあるが、それでも現役のＢランクパーティーの人たちからすれば、俺など確かにただの非力な少年に過ぎないだろう。

　しかし、それがこの宝箱とどう関わってくるのか。

　疑問に思っていると、ヴァノンは今日イチ衝撃的なことを口走った。

「つまりお前は、不慮の事故で運悪く殉職しても不自然ではないわけだ。お前にこの宝箱を開けさせたからといって……それを揉もみ消すことができないとでも？」

「……[image: ]？」

　その言葉に眩暈めまいがし、危うく俺はその場に倒れてしまいそうになった。

　まさか、荷物持ちとしてじゃなくて、最初からサクリファイスチェストを開けさせるために俺を雇った、計画的犯行だったというのか？

　その事実に急に目の前が真っ暗になったかのように感じた。

「ま、別に無理に開けろとは言わないがな。開けないと言うなら……お前をここに放置するまでだ」

　そんな俺に、ヴァノンは更に追い打ちをかける。

　無理に開けろとは言わないなどと言いつつ、これは事実上の強制一択だ。

　俺たちの現在地は、ダンジョンのかなり奥深く。このパーティーに置き去りにされれば、まず間違いなく俺はこのダンジョンから生還することはできない。

　……魔物に一回もエンカウントせず入り口に辿たどり着きでもしない限りは。

「さあ、どうする？」

　ヴァノンはそう煽あおりつつ口角を上げる。

　その表情を見て、俺はふと全てが馬鹿馬鹿しくなった。

　直後、沸々と腹の底から怒りが湧き上がってくる。

「分かりましたよ。俺は……何にも会わず地上に辿り着ける方に賭けます」

　そう言って、俺は来た道を戻る方向に歩みを進め始める。

「もし生きて戻れたら、絶対にあなたたちを訴えますからね！」

　そして自分に出せる限り最大の声量で言い捨てた。

　が――それからすぐ、曲がり角を曲がった瞬間のこと。

　俺の一いち縷るの望みは、あっさり絶たれてしまった。曲がり角の先に、巨大な蛇の魔物がいたのだ。

「うわあああ！　へ、蛇だあ！」

　思わず俺は、全速力で走って逃げる。

　そして、イモータルプロキオンの面々のいるところに帰ってきてしまった。

「ぎゃはははは！　こんなにもすぐ夢破れるとはなあ！」

「おそらくフルオロバイパーね。噛かまれたら最後、二十四時間ほど動けなくなり全身に耐え難い苦痛を負って、最終的に死ぬことになるわ」

　ヴァノンが笑う中、回復師のフーラは曲がり角から顔を覗かせる蛇に目を向けながら冷静に解説する。

「一方で、サクリファイスチェストでの死に方はそこまで凄せい惨さんじゃないらしいけど。確か脳天を高エネルギーの光線が貫いて即死するのが最多のケースだったわよね」

　……サクリファイスチェストでの死を選ぶよう、遠まわしに誘導ってか。

「俺たちなら、あんな蛇見つかってからでも逃げられるんだよなあ。とはいえ、エンカウントしてからなら倒す方が楽だし……クロノが宝箱を開けたらその後でやっつけるとするか」

　フルオロバイパーに対して杖を向けた姿勢で、ヴァノンはそう口にする。

　悔しいけどコイツらに一矢報いるためとはいえ、地獄のような苦しみを味わうのは流石に御免だ。

「クソッ……あ、開けてやるよ」

　震える手で、俺は宝箱の蓋の部分に手をかけた。

　ただ、強い冒険者になりたかっただけなのに。

　ただ、ちょっと下積み経験を積んでおきたかっただけなのに。

　そのために、これまで必死に努力してきたのに。

　なんでこんな目に――。

　失意の中、宝箱を開けると……一瞬目の前に闇の渦みたいなものが見え、直後俺の視界は暗転した。










第一章　宝箱の奇跡




　再び目を覚ました時、俺がいたのはだだっ広い草原のど真ん中だった。

　地平線までずっと緑の平地が続く、現実とは思えないような空間。

　……あれ、俺死んだはずでは。なんでまた意識が戻ったんだ？

　とはいえ、ダンジョンの中じゃないし……となるとここは、天国か地獄かなんかだろうか。どちらにしても中途半端な空間な気がするが。

　というか……ここに生えている草、見覚えがあるな。

　確かアリフレ草とかいう、ほぼ雑草みたいな扱いの薬草だったはずだ。

　ただ煮込むだけで、『プラセボ』という名前の最下級ポーションができるんだったか。

　擦り傷の痛みが五分間半減する程度の効果しかないことから、「そんなの思い込みとほぼ変わらないではないか」という皮肉を込めプラセボって名前がついたって聞いたことがある。

　誰が言ってたかは覚えていないが。

　ぐるっと後ろを見回すと……この広大な草原にただ一軒、小ぶりの小屋がポツンと建っているのが目に入った。

　ここに住めってか？　いったい全体ここは何のために作られた空間なんだ。

　……などと思っていると。

「おい、そこのキミ」

　不意に、小屋とは反対の方角から誰かの声が聞こえてきた。

　この草原に他に人なんていなかったはずだが。

　いろいろありすぎて、メンタルがやられて幻聴でも聞こえてるのだろうか？

「キミだよキミ、聞こえてぅぉ――？」

　と思うも耳を塞いでみると、その声量は確かに小さくなった。

　幻聴なら、耳を塞いだところで意味はないと思うのだが。

　本当に、ここに誰かいるのだろうか。

　声のした方向を凝視してみると、辺り一面の緑に紛れて一匹、変な生き物がいることに気がついた。

　猿のような見た目をした、全長一メートル半くらいの大きさの半透明の生き物だ。

　猿と言っても顔が猿っぽいというだけで、どっちかと言えば二頭身の不思議な生物という感じが強いが。

　うわ、完全に同化してて気づかなかった。なんだコイツ。

「なんで耳を塞ぐんだよ」

「ごめんごめん、一瞬幻聴かと思って……」

「幻聴とは失礼な。ボクはずっとここにいたんだぞ」

　話している間に、その生き物は空中へと浮かび上がった。

　この生物、浮けるのかよ。

　だったら初めからそうしといてくれれば簡単に見つけられたものを。

「君は……誰？」

　とりあえず、俺はこの存在がいったい何者なのか聞いてみることにした。

　するとこの生物は、簡潔に答えた。

「ボクはこの空間を管理する精霊さ。これからよろしくな」

　俺と同じくサクリファイスチェストで連れてこられたわけじゃないのか。

　しかし、それならむしろ好都合だ。

　今俺の身に何が起きているのか、少しは情報が掴つかめそうだからな。

「ここは……どこ？　天国？　それとも地獄？」

　まず俺は、一番気になっていることから質問してみた。

「天国はまだしも地獄なわけがないだろう。というかキミ、死後の世界なんて信じているのかね？　ボクはそんなものないと思っているが……」

　すると精霊は、若干不機嫌になりながらそう答える。

「ごめんよ。じゃあ、俺はまだ生きてるんだ」

「ああ、そうだ。キミの元いた場所を便宜的に『現実世界』と呼ぶとすれば、ここは現実世界ではない異次元空間ではあるがね」

「なるほど」

　それで、こんな現実離れしたような空間になってるわけか。

　考えを整理していると、次は精霊の方から質問をしてきた。

「というか、なんでキミは自分が死んでると思ったんだ？」

「それはだって……サクリファイスチェストを開けたから……」

　この精霊がサクリファイスチェストを知っているかどうかは定かではないが、とりあえずそう答えてみる。

「サクリファイス……ああ、あのギミックか。なるほど、なんで唐突に人間なんかがこの空間に来たのかと思いきや、そういうわけか」

　どうやらご存じだったようだ。

「あのギミックは、必ずしも開けた者を殺す仕組みではないぞ。まあ９９・９９％の確率で死ぬギミックが発動するから、そう勘違いするのも無理はないけどね」

　この精霊の言うことが正しいなら、俺は０・０１％の不幸中の幸いを引いたらしい。

　……いや、この空間で生きられることが不幸中の幸いかはちょっと怪しいが。

「でもここって、アリフレ草しかないよね？　あと申し訳程度の小屋と」

「ああ、そうだな」

「じゃあ、そんなところで生きる意味なんて……」

「あのギミックを発動しておいて、まったく辛い目に遭わないわけがないだろう？　生きてるだけ感謝すべきだよ」

　うん、やはりこれは不幸中の幸いとは言い難い状況のようだ。

「それに、キミはここで一億年過ごしたら現実世界に戻れるんだ。長く感じるかもしれないが、悪くはないだろう」

　更に精霊は、あたかも希望を与えるかのような口ぶりでそう続ける。

　い、一億年!?

　単位も桁数も無茶苦茶じゃないか……。

　俺はこのまま、ここで孤児院のみんなにも忘れ去られて生きていくことになるのか。

　そんな……。

　というか、だ。

　それ、実質出られないって意味なんだよな。

　この精霊はもしかしたら知らないのかもしれないが、人間の寿命はせいぜい百年。

　幽閉期間の百万分の一もすれば死んでしまうわけだ。

　というかそんな長期間だったら、ドラゴンでさえ寿命が尽きて死んでしまうわな。

　なーにが「必ずしも開けた者を殺す仕組みではない」だ。

　この状況、死と何が違うんだ。

「ここでキミができることはせいぜい、アリフレ草からポーションを作ることくらいだがな。まあそれで気晴らしでもしてくれ」

「それ気晴らしって言うの？」

「ボクは時間を計っておくとするよ。気まぐれで元の姿に戻るから、その時はまた話そう」

　絶望している中、精霊はそれだけ言い残すと、光る文字列の姿に変化してしまった。

　そこには「あと100,000,000年」と書いてある。

「え、もう話せないの……おーい、おーい！」

　話しかけても返事はない。

　どうやら俺はこれからとんでもない期間、退屈に苦しめられることになりそうだ。




◇




　それから十年が経過した。

　正直、俺はここまで生きていられるとは思っていなかった。

　精霊が文字列になってしまった直後、ふと冷静になった俺は、「よく考えたら百年どころか一年経つ前に餓死するのでは？」と気づいたのだ。

　小屋の中に井戸があったので水には困らないし、アリフレ草も毒があるわけではないので空腹凌しのぎくらいにはなるだろうが……そんな究極の偏食みたいなことをしていれば、すぐに栄養失調になること必至。

　そう思い、あの時は何もかもがどうでもよく思えたものだった。

　だが……そうでないことには、三日くらい経った頃に気づいた。

　というのも、マズいので空腹に耐えられなくなるまではアリフレ草を食べまいと思っていたのだが、そもそもまったくもって空腹を感じなかったのだ。

　それだけでなく、水を飲まなくても喉の渇きすら感じない始末。

　なぜなのかは不明だが、異次元空間では飲み食いが不要なようになっているのだろう。

　そう結論づけてからは……俺はただひたすら、虚無になって空を見つめるだけの生活をしていた。

　十年経ったことに気づいたのは、ふと精霊の方を見たら表示が「あと99,999,990年」となっていたからというだけだ。

　俺の寿命が百歳だとして、あと八倍くらいの期間、この状況が続くってか。

　もうなんか、だからどうとも思わなくなってしまったな。

　と、その時。

「うわっ！」

　文字列が急に変化しだして、思わず俺は声をあげてしまった。

　驚いている間に、文字列は元の精霊の姿に。

　……なんか懐かしいな、この姿見るの。

　十年ぶりなわけだからそりゃそうか。

「なあ。こんだけアリフレ草があるんだから、ちょっとはポーション作るなりしたらどうなんだ？」

　開口一番、精霊が口にしたのはそんな言葉だった。

「十年の間で、小屋に入ったこと自体初期に水汲くみに行った二、三回だけじゃないか」

　この精霊、確かポーション作りは気晴らしにでもしてくれとか言ってたよな。

　そういう気分にならなかったからやってないというだけなのだが。

　というのともう一つ、実は俺がポーションを作ってこなかったのにはもっと原理的な理由がある。

「できないよ。俺、『錬金術師』じゃないもん。というかジョブ自体持ってないし」

　そう。そもそも今の俺には、ポーションを作る能力がないのである。

　ポーションを作ることができるのは、錬金術師というジョブを持つ者のみ。

　だが俺は十五歳になる前にこの空間に来てしまったので、ジョブを持っていない。

　そしてジョブは、年齢条件を満たした後、教会で儀式を執り行うことで覚醒するものなのだ。

　今の俺は二十二歳になるはずだが、教会に行けていない以上、ジョブはまだ持っていないままだ。

　おそらく精霊は人間のジョブ制度のことなど知らず、誰しもがプラセボ程度なら錬金できると思い込んでいるのだろう。

　――と、思いきや。

「それなんだが……キミ、錬金術師のジョブなら得ているよ。言い忘れてたんだけど、十五歳以下の人間がこの空間に来るとその瞬間、本来開花するはずだったジョブを無視して強制的に錬金術師が覚醒するんだ。子どもが来るなんてまず想定してなかったからすっかり抜けていた」

　精霊はバツが悪そうな表情をしつつ、そう説明した。

「ふーん」

　それを聞いて俺は複雑な気分になった。

　普通に十五歳になって教会で儀式を受けて錬金術師が覚醒したら、それなりにゲンナリしてたことだろう。

　なぜならよほど対魔物毒に特化した錬金魔法でも習得していかない限り、錬金術師は冒険者になれないからだ。

　仮にそれでなれたとしても、俺がなりたかった冒険者の姿とはかけ離れたものになるしな。

　だが今となっては、そもそも大前提としてもっと絶望的な状況なのでそれすらどうでもいいのだ。

　というわけで、俺は素っ気ない返事をしてしまった。

「どうだ？　暇つぶしくらいにはなるぞ？」

　そんな俺に、精霊は尚もポーション作りを勧めてくる。

　……ま、そこまで言われちゃあ、気分転換がてら一回やってみてもいいか。

　重い腰を上げ、俺は小屋に向かった。

　まずはポーションの溶媒を得るため、井戸で水を汲もうとする。

　が、その時――驚きの事実が判明した。

　自分の外見が、十二歳の時と一向に変わっていないのだ。

　ストレートの黒髪は耳あたりまでの長さから一向に変わってないし、羽織っているマントにもここに来る前以上の経年劣化の痕跡は一切ない。

　まさかこの異次元空間、歳を取らない仕様なのか？

　いやよく考えれば、空腹にならない時点でその可能性を考慮すべきだったか。

　……そんなことはないな。普通「空腹にならない→体内時間が進まない→歳も取らない」などといった論理の飛躍、思いつかなくて当然だろう。

　こういう大事なことは最初に説明しておいてほしかったものだ。

　ジョブのことといい、あの精霊、ちょくちょく説明に抜けがあるな。

　というかもう一つ、やっと分かったことがあるぞ。

　サクリファイスチェストは「必ずしも開けた者を殺す仕組みではない」って、もしかしてそういうことか。

　この空間にいる限り永遠に歳を取らないのだとしたら、確かに俺は一億年間ここで生きて過ごすことになる。

　今まで余命だと思っていた期間の百万倍以上がかかりこそすれ、俺は現実世界に生きて帰ることができるのだ。

　となると……本格的にこの状況、不幸中の幸いなのかもしれないな。

　そう思いつつ、井戸から汲み上げた水を、薬液を煮る用の釜に移す。

　しかし――そんな最中に俺はもう一つ、重大な恐ろしい事実を思い出した。

　……現実世界に帰ることができるといってもだ。

　ダンジョンのあの位置に戻されるのだとしたら、結局詰みなのでは？

　このことに思い至った瞬間、俺の脳裏にフルオロバイパーの姿がちらついた。

　状況を整理すると、俺は一億年もの虚無の時間を過ごした挙げ句、最後は凄惨な死に方をする羽目になるのか。

　あの蛇の毒で苦しみながら死ぬのが嫌で、サクリファイスチェストを開けたというのに……結局最後は、同じ末路に至ってしまうと。

　不幸中の幸いどころか、不幸中の不幸もいいところなのでは。

　……嫌だ。そんなの認めたくない。もう何も考えたくない。

　――凄惨な未来予想から現実逃避すべく。

　一億年後の未来について考える隙を、一瞬たりとも自分に与えないようにすべく。

　俺はただひたすら一心不乱に、プラセボを延々と作りまくることにした。

　手さえ忙しく動かしていれば、余計な思考が頭をよぎることがないからだ。
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　その時間はひたすら続くかのように思われた。

　――が、変化は思わぬタイミングで訪れた。

　ある日のこと。いつものように、まったく手を止めることなくプラセボを作り続けていると、突如俺は全身が熱くなるのを感じた。

「な……何だ？」

　今までそんなこと一度も起きたことがないので、不思議に思いつつもとりあえず水でも浴びてみようと思い、井戸に直行する。

　すると不思議な光景を目にする。

　水面に、全身から虹色のオーラが噴き出ている俺の姿が映ったのだ。

「は……は!?」

　あまりの光景に頭が混乱し、言葉が出てこない。

　かと思いきや、そのオーラは五分もすると収まり、やがて体感温度も通常に戻った。

「何だったんだろ」

　不思議な現象に首をかしげつつも、考えても無駄だと俺はポーション作りに戻ろうとする。

　が……その時。急に小屋のドアがバタンと開いたかと思うと、いつの間にか元の姿に戻っていた精霊が、興奮も冷めやらぬ表情で入ってきた。

「な……何、何何!?」

　あまりの勢いに、若干気け圧おされてしまう。

　精霊は開口一番、聞いたこともない言葉を口にした。

「キミ、凄すごいじゃないか。『究極錬金術師』のジョブを覚醒させるとはね」

「究極……錬金術師？」

　俺はただそうオウム返しするしかできなかった。

　すると精霊はそのジョブについて、解説を始めた。

「究極錬金術師は文字通り、錬金術師の極みのようなジョブのことさ。具体的には、このジョブの持ち主はアリフレ草さえあればあらゆるポーションを作ることができる」

「……へ？」

　一瞬、理解が追いつかなかった。

　あらゆるポーションが……？　あの雑草と薬草の境目とか言われてるアリフレ草から？

　あまりに常識から外れすぎてて、困惑してしまった。

　そもそも一種類の薬草から何でも作れるってどうなってんだよ。

　錬金術の原理から逸脱しすぎでは。

「流石にそんなことは……」

「そう思うなら、実際試してみるがいい」

　精霊はそう言うと、一個の魔法陣を浮かべた。

「いつも作っているようにポーションを煮詰めながら、頭にこの魔法陣を思い浮かべるんだ」

　わけが分からないが、とりあえず言われた通りにやってみる。

　すると……不思議な現象が起きた。

　魔法陣を思い浮かべた瞬間、その魔法陣が液面に顕現し、一瞬ののちに液体が真っ赤に変色したのだ。

「……うまくいったようだな。飲んでみろ」

　できあがった液体に目をやりつつ、精霊は満足そうな表情で促す。

　こんな得体の知れない液を飲んでみろって、そんな怖いこと言われても。

　だがそう思うと同時に、自分の勘が「飲んでみる価値がある」と告げている気がした。

　恐る恐る、口に運ぶ。

　すると身体が軽くなるような感覚を覚えた。

　び、びっくりした。

　これは何だ……もしかして、浮遊とか飛行とかそういった系統のポーションか!?

　検証すべく、とりあえず俺は小屋の外に出てジャンプしてみる。

　するとそのまま俺は、空に浮かび続けることに成功した。

「こ、これは」

「飛行ポーションさ。これで信じる気になったか？」

　信じる気になるも何も、事実浮いているのだから現実を受け止めるしかない。

「こ、こんなことができるようになるなんて……」

「それだけキミが頑張ったからさ。このジョブの覚醒なんて、ほんとよくやり遂げたと思うよ」

　依然、実感が湧かない俺とは対照的に、精霊は感慨深そうにそう口にした。

　と、そこで。

　褒められること自体は嬉しいのだが、同時に俺は精霊の口ぶりに一つ違和感を覚えた。

「もしかして君、究極錬金術師の覚醒条件を知ってたの？」

　もしそうなら、なんで最初から教えてくれなかったのだろう。

　ところどころ抜けのある性格ではあるとはいえ、そんな重要なことを伝えずにいたのは、ちょっと不親切なのでは？

　精霊はこの質問に対し、ちょっと歯は痒がゆそうな表情でこう答えた。

「それなんだが……このジョブの覚醒条件、二つあってね。一つ目は、一定の回数とめどなくアリフレ草のポーションを作り続けることなんだけどね。もう一つは、『ボクがこのジョブの存在を前もって教えていないこと』なんだ」

　どうやらジレンマがあったようだ。

「なるほど……」

　そんな条件があるならしょうがないな。まあ言われてみれば、こんなとんでもない性能のジョブともなれば、覚醒条件がそれくらい厳しいのもうなずけるか。

　というか一個目の条件、そんなだったんだな。

「とめどなくって、途中でちょっとでも休んだらダメなの？」

「ああ。一回作り終えてから三分以内に次のを作り始めないと、一からやり直しになる」

　そう説明を続けるのを聞いて、ようやく俺は精霊があんなにも感慨深そうにしていた真意を理解した。

　そんな奇抜な条件、知らずにクリアするなんてまずありえないもんな。

　俺の場合、嫌な現実から目をそむけるために寝る間も惜しんで（というかこの空間の特性上一度も眠くならなかっただけだが）作り続けたからたまたま達成できたけど、そうでなかったらどこかで飽きてたろうし。

　というか俺も、飽きてたといえば飽きてた。

　途中からはほぼ惰性で作り続けていた感じだ。

「あのまま一億年が経過してたらフルオロバイパーに噛み殺される末路を辿る」という逼ひっ迫ぱくした状況にあったのが、まさに怪我の功名となったってわけだ。

　というか、だ。

　ここまで来ると、もう一つ今のうちに絶対に聞いておきたいことがある。

「ところで……君は全ポーションの魔法陣を知っているの？」

　急な話題転換ではあるが、俺は精霊に質問を投げかけた。

　ジョブの特性上作る能力があったとしても、魔法陣を知らないことにはどうしようもないからな。

　飛行ポーションの魔法陣を知っている以上、ある程度ポーションの魔法陣に関する知識があるのはほぼ確定なので、他に知っているものを可能な限り聞き出そうと思ったのである。

　精霊の元の姿への変化のスパンは不規則なので、今文字列に戻られて聞く機会を逸したら、残りの異次元空間滞在期間の間にもう一度チャンスが巡ってくる保証はないし。

　ジョブが宝の持ち腐れとなってしまわないよう、また文字列に戻ってしまう前にサッサと聞いてしまおうというわけだ。

「ああ、もちろん。記念にキミにはこれをプレゼントするよ」

　精霊は自慢げにそう言いつつ、どこからともなく本を一冊取り出した。

　本は千ページあり、一ページに一個、魔法陣が書いてある。

「全種類分の魔法陣だ。いろんなポーションを作るにあたって参考にしてくれ」

　それだけ言い終えると精霊は文字列に戻ってしまった。

　ほんと滑り込みセーフだったな。

　一瞬聞くのが遅れてたら、最悪飛行ポーションの作り方しか知らないままダンジョン奥地に放り出される羽目になってたとこだったぞ。

　そして肝心の経過時間の方は「あと99,900,103年」か。

　俺、約十万年もプラセボを作り続けてこのジョブを手に入れたんだな。

　……聞いたことないジョブだったのも当然だ。

　こんなもん、この空間でなきゃ覚醒するわけがない。

　しばらくの間、俺は飛行ポーションを用いて、空中からの景色を眺めることにした。

　といっても、目に入ったのはただただずっと続くアリフレ草の草原のみだったが。

　てかよく見るとこの空間の地平線、まったくカーブしてないんだよな。

　どうやら俺がいるのは球体の惑星ではなく、無限に続く平地の上のようだ。

　いったいこの空間、重力とかどうなってることやら。

　……残りの約99,900,000年間をかけて考えても結論は出なさそうだな。

　ポーションの効果時間が切れると、俺は地上に戻り、再びポーション作りにいそしむことに決めた。今の俺にできることは、可能な限りたくさんのポーションの在庫を作ることのみだ。

　それをやっておけば、もしかしたら現実世界に戻された際、それらを駆使して無傷で地上に出られる可能性も見えてくるだろう。

　――と、そこまで考えたところで。

　俺の脳内に、もう一つとんでもない仮説が浮かび上がった。

　よく考えたら十万×千って、ちょうど一億なんだよな。

　もしかして……今までプラセボを作ったのと同じ回数、精霊からもらった冊子にある全種類のポーションを作ったら、また何か覚醒する可能性があるのでは？

　流石に成功体験に囚われすぎというか、冷静に考えて徒労に終わる可能性の方がデカい仮説なんだろうが、どうせこの空間でできることなんてポーション作りしかないんだし。

　試す価値は大いにあるぞ。
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　――仮説はなんと、間違ってはいなかった。

　この空間に来てから究極錬金術師のジョブが覚醒するまでの期間より、更にずっと途方もない時間、全種類のポーションを休まず作り続けた後。

　とうとう俺は、二度目の身体が熱くなる現象を体感することとなったのだ。

　次のポーション作りのためアリフレ草を刈っている最中だったが、そんなものはほっぽり出して井戸に直行する。

　水面に映る自分を目にすると……確かに全身から虹色のオーラが吹き出しているのが確認できた。

　間違いない。これは確実に新たなジョブが覚醒した証拠だろう。

　期待こそそこまでしていなかったものの、今までの努力が水の泡にならなかったことに、俺は喜びを覚えた。

　肝心なのは、何が覚醒したのかだよな。

　おそらくはまた精霊が元の姿に戻って教えに来てくれるのだろうが。

　いろいろ考えていると、やはりというべきか、ドアがバタンと開いて慌てた様子の精霊が入ってきた。

「ねえ、俺また新しいジョブが覚醒したんだよね。今度は何が？」

　もう二度目ということもあり、今回は自分の方から尋ねる。

　すると精霊はこう答えた。

「キミ、まさかここまで到達してしまうとはね……。今回覚醒したジョブは『賢者』だよ」

「へ……？」

　予想と違った答えが帰ってきて、俺は困惑から変な声を出してしまった。

　俺としては、「究極錬金術師の上位互換である『〇〇錬金術師』が覚醒した！」みたいな答えを予想してたんだがな。

　賢者って……いったい何だ……？

　なんか似たような単語を聞いたことがあるような気もするが、少なくともそんなジョブがあった覚えはないぞ。

　これもまたかつて人生で聞いたことがないジョブであるのは間違いない。

「け……賢者って何？」

　首をかしげながら、俺は素直にそう質問した。

「賢者というのは、ありとあらゆる魔法が使える職業のことだ。それとあと、賢者の石からあらゆるアイテムを作ることができるな」

　精霊の答えを聞いて、頭の中であることが繋つながった。

　そうだ、賢者の石だ。それなら聞いたことがある。

　確かあれは、錬金術師が使った場合、若返りの薬かエリクサー（あらゆる傷病を全治しつつ寿命も延ばす奇跡の薬）に変換することができて、『鍛冶師』が使った場合は若返りの薬か竜殺しの剣に変換できる特殊な宝石、だったっけな。

　その他のジョブの持ち主の場合は、若返りの薬しか作ることができなかったはずだ。

　それが……何だって。あらゆるアイテムを……作ることができる？

「あらゆるアイテムって、たとえばどんなの？」

「思いつく限り何でもだ。強いて言うなら、何が作れるかは、賢者の想像力次第ってところだな」

　精霊が言うには、マジで何でもありということらしかった。

「その気になれば、太陽とかも？」

「まあな。それだけは絶対にやらないことを強く推奨するが」

　本当に「何でも」なのか、試しに作れなさそうなものの代表格を挙げてみると精霊はそう答える。

　もちろん、実行する気は皆無なんだがな。

　本当にそのレベルで際限がないとなると……これはかなり夢が膨らむぞ。

　ポーション作りは慣れると何も考えなくなるので、ずっと空想に耽ふけってた結果、いろいろ変わったアイテムも思いついたことだし。

　ここぞといった場面では、そういったアイテムも作って活かしてみたいものだ。

　的確に活用できるよう、今からでも頭を柔軟に使う訓練でもしとかないと。

　約一億年（正確には覚えていないが、最後に計時を見た時は残り年数が四桁になってたはずだ）かけて得られる対価とはいえ、このジョブは反則的すぎる性能だ。

　どっちかといえば、賢者の石を手に入れるまでの過程の方が苦労しそうだな。

　あれ、高難易度ダンジョンの奥地の宝箱とかじゃないとまず手に入らないっていうし。

　仮に市場に出回っている分を買おうとすれば、一個あたり男爵クラスの屋敷くらいの値が必要だったはずだ。

　しかしまあ……せっかく『あらゆる魔法が使えるジョブ』なんてものを手に入れてしまったわけだしな。

　現実世界に戻ったら冒険者として当初の夢を叶えつつ、一個は自力で発見してみたいものだ。

　と――思ったのだが。

　そんな矢先、精霊はこんな補足を付け加えた。

「ちなみにだが。究極錬金術師と賢者双方のジョブを併せ持つ者の場合、十トンのアリフレ草から賢者の石を一個作ることができるぞ」

「え……ええええ!?」

　それには思わず驚きすぎて、叫び声をあげてしまった。

　おいおいおいおいおい。

　賢者の石の入手条件までもありえないくらい緩和されてしまったんだが。

　アリフレ草なんて、ほんと名前の通りどんな地域にもありふれた草なんだぞ。

　十トンというとてつもない量が必要とはいえ……それでも賢者の石を手に入れるには、通常のルートとは比較にならないくらい緩い条件だ。

　しかも今の俺の場合、アリフレ草を入手するのがどこよりも容易な状況にある。

　現実世界に戻るまでに、メチャクチャな量の賢者の石を作りためることすらできてしまうではないか。いやいや。この相乗効果はエグすぎだろ。

　一億年もかける以上は、究極錬金術師よりもっと凄いジョブが開花してほしいとは願っていたが……まさかここまでとは。

「じゃ、言いたいことはそれくらいだ。あとはこれを置いていく。もうこの姿で会うことはないだろう……さらばだ」

　ジョブのとてつもない効果に実感が湧かないでいる間にも、精霊は一冊の本を置くと、そう言って時間を表す文字列に戻ってしまった。




　それから数時間、俺は放心状態だった。

　そりゃこんなとんでもないジョブの組み合わせを得てしまったら、そうなるのも無理はないだろう。

　そしてようやく冷静さを取り戻せた頃、改めて精霊の文字列を見てみると……残り時間は、1,359年となっていた。まだまだ人間の寿命の十倍以上あるが、それでも今まで過ごしてきた期間を思えば刹那のような残り時間だ。

　問題は、これからのわずかな時間で何をするかだが……またとない機会なんだし。

　この空間にいられるうちに、可能な限り賢者の石を作りためておくとするか。

　まずは、精霊が残していった本の中身の確認から。

　案の定、内容は全魔法の術式が乗った便覧だった。

　早速発動訓練を……といきたいところだが、優先順位としては今すべきなのは賢者の石作りの方。

　というわけで、俺は一個だけ魔法を確認してアリフレ草収穫作業に入ることに決めた。

　その魔法とは――ウィンドカッター。

　今までポーションを作る時は手作業でアリフレ草を根元からちぎっていたが、十トンもそれをやり続けるのは非効率的すぎる。

　そこで、せっかく魔法も使えるようになったのだし、風魔法で草刈りを効率化できないかと考えたのだ。

「ウィンドカッター」

　頭の中で本に書いてあった魔法陣を思い浮かべつつ、一面のアリフレ草の前でそう唱える。

　すると……半径十メートル、六十度の扇状の面積のアリフレ草が一斉に茎の根元から宙を舞った。

「……早い」

　これは革命的な効率だ。我ながら良い魔法を選んだぞ、と思いながら、刈り飛ばしたアリフレ草を一箇所にまとめる。

　俺はただひたすらこの作業を繰り返すことにした。

　なりたての賢者だからか、魔力はすぐ尽きてしまうのだが……幸いにも、魔力回復ポーションの在庫なら最高級のがほぼ無尽蔵にある。

　魔法発動→一箇所にまとめる→時々ポーションを飲む……そのサイクルを、俺は延々と繰り返していった。




　それから、何時間経ったか分からない頃。

　ある程度のアリフレ草の山ができたところで「計量」という魔法を発動すると、全部で十トンと三百キロほど集まっているのが確認できた。

　とりあえず、まずは一個目の賢者の石分が確保できたってわけだ。

　そういえば、アリフレ草を賢者の石に変換する魔法もこの便覧に書いてあるのだろうか。

　確認すると、最後の「番外編」と書かれたページに、その魔法は存在した。

　試しに発動してみると――。

「できた！」

　俺の目の前に、アリフレ草の山と引き換えに光沢のある真っ赤な手のひらサイズの石が出現した。

　念のため鑑定魔法で確かめてみても、ちゃんと「賢者の石」と表示される。

　本当に、この程度の手順で作れてしまったぞ。

　俺もう賢者の石の製造だけで一生食いっぱぐれないのでは？

　……これだけのジョブを手に入れておいて、そんなもったいない人生の過ごし方をする気は皆無だが。

　じゃ、引き続き二個目の賢者の石を目指して収穫開始だ。

　――と、思ったのだが、俺はここでとある名案を思いついた。

　こんなにも簡単に賢者の石を手に入れられるわけなんだし。

　この賢者の石を使って、より収穫を効率化することを考えるべきなのでは？

　精霊だって、「何が作れるかは、賢者の想像力次第」と言っていたんだしな。

　今こそ、柔軟な発想でのイノベーションが求められている場面ではないか。

　しばらく考えた後、俺は賢者の石で何を作るかを決めた。
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　――重機だ。

　賢者の石まで使っといて重機かよ、と思わなくもないが、少なくとも今の俺の状況で最も役立つ物なのは間違いない。今後手に入れる個数を考えると、一個くらいこういう使い方をしたって、無駄遣いではないだろう。

　早速俺は軽く設計を考えると、賢者の石に向かって変換を念じた。

　すると……数秒後。

　目の前に、俺が想像した通りの重機が出現した。

　アリフレ草を刈るのに最適なサイズの刃が夥おびただしい枚数ついた刈り取り部。十トン分のアリフレ草を収納できる後部タンク。そして、運転席には重機の作動時間を計測できるタイマーも。

　想定した機能が全部搭載された、アリフレ草草原での刈りに特化した重機の完成だ。

　ちなみにタイマーは、どれくらいの時間で賢者の石一個が作れるのか計りたいという個人的興味から設置することにした。

　早速乗って、エンジンをかけてみる。

　すると――。

「うおおおお……」

　走りながら、みるみるうちにとんでもない勢いでアリフレ草が収穫されていくのが見て取れた。

　ウィンドカッター一回分の面積なんて、半秒も立たずに刈れてしまうぞ。

　しかも、魔力回復がまったく必要ないときた。

　とりあえず、十トン分のアリフレ草が収穫できるまでは、ひたすらまっすぐ進むことに決めた。

　どうせこの草原はどこまでも続いているのだしな。

　である以上は、折り返す回数を極力減らした方が効率的だと思ったのだ。

　しばらく何も考えず重機を走らせていると……後部タンクの満タンの合図が鳴り、エンジンが自動停止した。

　ここまでにかかった時間は、なんと四十八分二十四秒。まさかの一時間を切ってしまった。

　やっぱり重機、作って正解だったな。

　なんと言っても、従来の収穫法より何倍も効率が上がったのだから。もしあの一個の賢者の石をケチってたら、万単位の機会費用を払わされる羽目になってたってわけだ。

　重機の後部タンクのハッチを開けると、例の魔法をかけて中身を賢者の石に変換する。

　今度はそれでマジックバッグを作ることにした。

　試しに容量無制限と念じて作ってみると……鑑定した結果、本当に際限なくものを収納できるマジックバッグができているのが確認できた。

　確か世界最高峰のマジックバッグの容量でさえ屋敷十個分とかだったはずなので、どエライものができてしまったものだ。

　ちなみにこのバッグにはタッチパネルの画面をつけ、中に入れたものの種類や個数の管理、及びマジックバッグ間の内容物転送ができるようにしてある。

　在庫確認を簡単にするのと、目的のものをすぐに取り出せるようにするのと、あとはもし今後マジックバッグの内容物を何かしらの目的で別のマジックバッグに分けたくなった時、転送を容易にするためだ。

　更には何かを取り出す時には指紋センサーに指を当てなければならない、生体認証機能付きだ。

　誤認証を十回以上連続で繰り返した後なら、俺が「爆破」と唱えればどこにあろうと中身を全消去しつつ、半径百メートルを更地にする爆発も起こすことができる。

　管理には万全を期すつもりだが、何かの拍子に悪い奴に盗まれてしまう恐れがゼロとは言い切れないからな。

　俺にしか使えないよう、セキュリティも抜かりなくしておくというわけだ。

　復路を辿って小屋の前に戻ったら、今までに作ったポーションも全部収納しておくとするか。

　そんなことを考えながら、俺はエンジンを再度かけて重機を運転し始めた。




◇




　それから、1,358年後。

　残り一年となったところで、改めて俺は容量無制限マジックバッグ内の賢者の石の個数を確かめてみた。

　結果、これまでに作ったのは……２、４８７、３５０個。

　どう考えても一生のうちに使い切らないような個数ができてしまっていた。

　ちなみにポーション類に関しては、全種類桁を数えるのも面倒なほどの個数持っている。

　気が遠くなるほど長かった一億年も……いよいよあと一年か。

　結果だけ見ると、むしろこの空間に来られたことはラッキー以外の何物でもなかったな。

　ま、９９・９９％の確率で即死ギミックが発動していた以上、サクリファイスチェストを開けるよう強要したイモナントカプロキオンの面々に感謝する義理はないのだが。

　皮肉を込めてありがとうと言ってやるくらいはアリかもしれないがな。

　……ってかもう本格的に正式名称思い出せないな。まあいいや。

　そんなことより、今は今後のことを考えないと。

　せっかくこんなにも賢者の石を作ったのに、うっかりダンジョンの魔物に殺されては元も子もないからな。

　今から考えつく限りの対策アイテムは作っておこう。

　マジックバッグから賢者の石を五個取り出すと、俺は何を作るか考え始めた。

　まずは何より、結界系の魔道具だな。

　それさえあれば、とりあえず帰還した地点でいきなり魔物に鉢合わせても対応することができる。

　性能は……フルオロバイパーの毒に対する完全な耐性と、隕いん石せきと衝突したら隕石の方が砕け散るくらいの耐衝撃性と、ダメージを十倍にして返す自動反撃性くらいあればいいか。

　賢者というジョブを持つ以上、もっとえげつない反撃性能――たとえば一兆倍とかもやろうと思えば作れるのかもしれないが。

　そこまでやると、場合によっては余波で世界が大惨事になるかもしれないので、ひとまずは十倍と控えめにしておく感じだ。

　あとは……そもそも魔物には鉢合わせないのが一番だからな。

　魔物を探知して位置を表示する、階層マップ表示モニターでも作っておくとしよう。

　五個も取り出したけど、なんかこの二つでどうとでもなりそうだな。

　少なくとも、結界魔道具さえあれば敵を目前に対策を練る時間が得られるのだ。

　今はこのくらいにしておいて、いざ現実世界に戻ってから必要なものを思いついたら、あとは都度作るとするか。

　というわけで、俺は残り三つの賢者の石を予備の結界魔道具に変えておくことにした。

　そしたらあとは……残り一年、何をするか。

　少し考えた挙げ句、俺はアリフレ草の備蓄を作ることに決めた。

　賢者の石ではない。原料のアリフレ草の状態でだ。

　原料の状態で取っておけば、賢者の石にすることもポーションにすることも、どっちもできるからな。

　自由度という面を考慮して、少しはこういう形態の備蓄をしておく意味もあるのではないかと思ったのだ。

　ポーションの在庫は死ぬほどあるので、これが役立つ日が来るとは思えないが。

　いざという時の備えは、思いつく限りやっておいて損はないだろうというわけだ。

　ちなみにこれから収穫する分のアリフレ草は、マジックバッグをもう一個作って収納した上で、そのマジックバッグ自体、有事以外は収納魔法から取り出さないことにしておくか。

　そうすれば、バックアップという意味でも完璧だ。

　そんなわけで……またひたすら重機を走らせ、一年間アリフレ草を刈り続ける。

　アリフレ草の備蓄は、十万九千トン作ることができた。

　そして、精霊の文字列の表示が「あと０年」に切り替わった瞬間。

　再び、俺の視界は暗転した。










第二章　決別と出会い




　再び目が覚めると、俺はダンジョン内の元いた場所に戻ってきていた。

　目の前には、あの忌々しいサクリファイスチェストがある。

　そういえば……サクリファイスチェストのギミックって、個体によって何が発動するか予め決まっているのだろうか。

　それとも、開けた瞬間に何のギミックが発動するか確定する仕組みなのだろうか。

「鑑定」

　これで判明するかは分からないが、とりあえず鑑定してみることに。

　すると鑑定文の中に、こんな文言があった。

『この宝箱を開けると、99％の確率で即死貫通光線が発射され、０・９９％の確率で寿命圧縮凶暴化呪じゅ詛そが発動し、０・０１％の確率で次元幽閉が発動する』

　どうやら「一万個の宝箱のうちこれだけが異次元空間に繋がっている」というわけではなく、それぞれの宝箱が確率機となっているようだ。

　それを見て、俺はある決心をするとともに、マジックバッグから賢者の石を一個取り出した。

　――こんな宝箱は封印した方がいい。

　もしかしたら、法律で表面上は縛ってこそいるものの、水面下では俺がやられたような「殉職の偽装」が横行しているのかもしれない。

　中には俺みたいに運良くジョブを得て戻れる者も出るのかもしれないが、一人そういう人が出る間には、９９９９人が犠牲となる計算だ。

　しかも運良く異次元空間に行けた人だって、休む間もなくプラセボを作り続けなければ、究極錬金術師のジョブは覚醒しないのだ。

　その条件が言い渡されない以上、確率としては「異次元空間に行ったものの、徒労に終わる」ケースの方が大多数を占めるだろう。

　それらを加味すると、この宝箱は「存在しない方がいい」と言わざるを得ない。

　とはいえ、破壊しようとして万が一蓋が開いちゃったりしたら、俺が命を失いかねない。

　その危険を冒すのは、割に合わないだろう。

　一方、開かないように外部からがんじがらめにするのであれば、そのリスクは負わずに済む。

　よって、封印しておこうというわけだ。

　俺は賢者の石を、封印具に変換するよう念じた。

　封印具はマジックバッグになっていて、中にサクリファイスチェストを収納することができる。

　サクリファイスチェストを収納した封印具を壁に投げつけると壁と同化し、見た目ではダンジョンの壁と見分けがつかなくなった。

　これで宝箱があった痕跡すらなくなったな。

　もう次の犠牲者は出ないだろう。

　さて……じゃあいよいよ、俺もダンジョン脱出だ。

　まずは階層マップ表示液晶を起動し、現状を確認すると、今の階層にいる敵の位置が完璧に分かった。

　じゃ、あとはこれを見ながら何とも遭遇しないルートを辿るだけだな。

　と、思ったが……そこで一個、俺は懸念を抱いた。

　ちょっと待てよ。よく考えたら、魔物の中には人を気配で追う習性の奴もいるんじゃないか？

　だとしたら、たとえ魔物と鉢合わせない――すなわち魔物に視認されないルートを選ぼうとも、魔物の近くを通るルートを選ぶこと自体危険ということになるぞ。

　しかも各階層の魔物の探知能力（＝探知可能半径）なんて、知る由もない。

　魔物と一定以上距離を詰めないルート探しなんて困難を極めそうだし、何よりその一定距離を勘で決めるなど、自殺行為でしかないよな。

　これは困った。

　しばらく悩んだが、いい感じの対策を思いついた。

　別にこんなの、アイテムで自分の気配を遮断してしまえば済む話じゃないか。

　魔力とか足音とかが外に漏れ出さないようなアイテムを作れば、俺が近くを素通りしようとも魔物側は探知のしようがない。

　こういうところで、賢者の石を惜しみなく使っていかないとな。

　俺は賢者の石を二個取り出し、アイテムを二つ作った。

　一つは魔力などの気配を完全に遮断するマント、もう一つは足音を完全に消すブーツだ。

　作ったものを装備すると、俺は地上に向けて移動を開始した。

　――結果、俺は一度として魔物に遭遇せず、地上まで出ることができたのだった。




　ダンジョンから出て街の光景が目に入ると、俺は一億年ぶりに見る景色に懐かしさを覚えた。

　いかにも郊外といった感じの、タイル張りの壁に三角屋根の建物が低密度にポツリポツリと立ち並ぶ風景は、ダンジョンに入る前に見た光景そのままだ。

　と同時に俺の中に、一つ疑問が浮かんだ。

　あれ。よく考えたら、なんでこの街は一億年前のまんまの状態なんだ？

　冷静に考えてみると……一億年も経っていたら、この世界の地理など根本から変わってしまっていてもおかしくはない。

　というか、人類が存続できていること自体、奇跡といってもいいような期間だ。

　それなのに、文明が存在するどころか様子が昔と変わらないというのは、いったいどういうことなのか。

　不思議に思いながら頭を巡らせていると一つの仮説が浮かんだ。

　それは、「異次元空間の時間軸と現実世界の時間軸は同一ではない」という仮説だ。

　たとえば、異次元空間の一年は現実世界の一秒に相当する……みたいなことだ。

　俺自身、異次元空間内ではまったく歳を取らなかったわけだし。

　そんな仕組みになっていたとしても、驚くことではないだろう。

　というか、それくらいしか目の前の現象を説明する道筋が思い浮かばない。

　しかしそうなると問題は、実際その具体的な比率がどうなっているのか、だよな。

　俺が異次元空間にいた間に、現実世界では一日経ってたのか、一か月経ってたのか、それとも一年経ってたのか。まずそこを調べる必要があると感じた。

　どうやって調べるかだが、街の内部が前とさほど変わってないなら冒険者ギルドに行けばいいだろうな。

　当時からまだ働いてる職員がいれば、「〇〇〇〇ぶりじゃないですか！」みたいな反応から一発で分かる可能性だってある。

　そうでなくとも、「インモラルプロキオンがクロノという荷物持ちを連れてダンジョンに潜ったのはいつですか？」とでも聞けば、答えを調べてもらえるはずだ。

　……元パーティー、そんな名前だったっけな。

　まあ語感はだいたい間違ってないだろう。

　考えをまとめつつ、ギルドが存在する街の中心部へと向かう。

　やはり街の内部も大きく変わるほどの年月は経ってないらしく、俺は昔の土地勘をもとに迷うことなく街の中心部を目指していけた。

　段々と密度を増す建物の数。ちらほら現れ始める活況の屋台。かつて冒険者を夢見てウィンドウショッピングをしていた武器屋。

　見る景色全てが懐かしさの塊だ。

　このまま行けば、あと五分くらいでギルドに着くな。

　俺は地元民にしか絶対分からないような狭い路地も活用しながら最短ルートを突き進んだ。

　が……ある曲がり角を曲がろうとしたところで、俺は思わず一旦足を止めてしまった。

　――曲がり角の先で、俺を犠牲にしようとした（そして微妙に名前が思い出せてない気がする）例のＢランクパーティー四人組が屯たむろしているのだ。

　心なしか、俺が最後に見た時より少し羽振りが良さげな気がする。

　おおかた、サクリファイスチェストに入っていたものが高く売れたとかそんなところだろう。

　そんなことを思いながら、俺はどう立ち回るか少し頭を巡らせた。

　別にこっちが先に気づいたのだから、迂う回かいしてギルドを目指す手だってある。

　この道を塞がれたところで、迂回ルートなどいくらでも存在するからだ。

　だが今の俺は、かつてのしがない荷物持ちだった自分とは違う。

　悪いのはあいつらなのに、コソコソと陰に隠れて行動するのもなんか納得がいかないな。

　というわけで、事前にいくつか準備をすることにした。

　まずはマジックバッグからダメージ反転ポーションを一瓶取り出し、飲み干しておく。

　これは文字通り、他者から受けたダメージをそっくりそのまま相手に返すことができるポーションだ。もちろん自分はダメージを受けない。

　俺が目の前に現れたら、誰かが逆ギレして暴力を振るってきたりするかもしれないからな。

　その際の正当防衛として飲んでおこうというわけだ。

　それから俺はもう一つ、いい案を思いついた。

　――奴らの発言の録音だ。

　もしあいつらがキレて、口論になりでもしたら……その際にうっかりと、「テメエはサクリファイスチェストで死んだはずじゃ!?」などと口をすべらすかもしれない。

　仮にそうなったら、ありがたく証拠を録音させてもらおうってわけである。

　そんな発言でも引き出せれば、もはや俺は奴らの生殺与奪の権を握ったも同然だ。

　なにせサクリファイスチェスト開封の強要は、下でも無期懲役級の罪なのだからな。

　音声を記録する装置なんて、発明されてるのかすら不明だが……賢者の石とジョブにかかれば、着想さえあれば作るのは簡単なこと。

　マジックバッグから賢者の石を一個取り出し、それを録音装置に変換した。

　そしてその装置を服のポケットの中に忍ばせる。

　準備が万端にできたところで、俺は曲がり角を曲がって堂々と道を歩いていった。

　ま、こんだけ準備しても、そもそも気づかれないならそれはそれでいいのだが。

　逃げも隠れもしたくないってだけであって、積極的に何か仕掛けたいってほど恨んでるわけでもないからな。結果的には。

　何食わぬ顔で、俺は四人組のそばを素通りしようとする。

　が……案の定、奴らは俺に気づいた。

「あれ……お、おおおおおお前は!?」

　四人組のリーダーだった奴（確か名前は「バーロー」かなんかだったか？）は俺と目が合うと驚いたような不気味がるような表情でそう口にした。

「久しぶりですね」

　一応丁寧語は保ったまま、しかしぶっきらぼうに俺は返す。

「な、なんでお前がここにいるんだ!?　サクリファイスチェストを開いた時、闇の渦に飲み込まれて死んだはずだろ！」

　すると早くもリーダーは、俺が誘導などするまでもなく自ずからサクリファイスチェストのことを白状した。

　はい、証拠確保完了。まさかこんな簡単だとはな。

　とはいえ……これだけではまだ、いざとなったら「クロノが勝手に開けたんだ！　俺たちは指示していない！」などと言い逃れすることもできてしまうだろう。

　念のため、あとひと押し誘導しよう。

「あなたたちこそ、サクリファイスチェストを人に開けさせといて、なんでこんなところでノウノウとしているんですかね。どうやって脱獄したんです？」

　俺のことは揉み消す作戦だというのは聞くまでもなく知っていることだが、あえて質問する。

「捕まってねえよ！　だいたいなあテメエ一人くらい、殉職扱いにして揉み消す程度簡単にできるんだよ！」

　それがうまく功を奏し、俺はリーダーに計画を再度喋しゃべらせることに成功した。

　あ、本当にこれでうまくいくんだ……。

　録音したい内容はバッチリ取れたので、俺は録音装置を壊されないようマジックバッグにしまっておくことにした。

　するとその際の俺の手の動きが気に障ったのだろうか。

「何ゴソゴソやってんだよ！　人の話聞いてんのか！」

　リーダーは鬼の形相で俺の顔面に殴りかかってきた。

　当然、俺は避けようとしない。

　リーダーの拳は俺の左頬にクリーンヒットした。が……もちろん、痛みはない。

　代わりに――。

「ぐああぁぁ！」

　リーダーが左頬を押さえ、のたうち回り始めた。

　実際に見ると、何とも違和感のある絵面だな。

　試す機会がなかったので、反転効果がどう出るのかはこれが初見なわけだが。

「何ィ!?　どうなってやがる！」

「目にも留まらぬ反撃か？　いやまさか、荷物持ち風情がそんな……」

「ヴァノン、どうしちゃったのよ！」

　リーダーの悶もん絶ぜつを見て、残り三人は心配する素振りを見せる。

　リーダーの名前、バーローじゃなくてヴァノンだったか。まあどっちでも良いが。

「じゃあ、俺はこれからギルドに行くんで」

　これ以上構うのも億おっ劫くうなので、俺はそう言って去ろうとした。

「お……おい。ちょっと待てよ」

　しかし、数歩歩いたところで後ろからそんな声が聞こえてきた。

　振り返ると、ヴァノンがフラフラと立ち上がりながら続けた。

「こ……こんなことしといてタダで済むと思うなよ。俺たちもギルドについていって、今されたことを報告してやる」

　……どの立場から言ってるんだ。

「お好きにどうぞ」

　自分で自分の首を絞めるのはコイツらの勝手だ。

　俺は意に介せず、彼らのやりたいようにやらせる方針にした。




　ギルドに着く頃には、ヴァノンは見るに堪えないほどボロボロになっていた。

　というのも、「おい、テメエが先頭を歩くな」とかいちいちいちゃもんつけてくるのをシカトしてたら、殴ったり蹴ったりしてきたのだ。

　そしてそのダメージが、そっくりそのままヴァノンに入っていた。

　ダメージ反転ポーションを知らないにしても、「なんかダメージが返ってくるから暴力はやめとこう」とか普通考えないものだろうか。

　心の中の疑問はさておき、ギルドのドアを開けて受付に向かう。

　受付に立っていたのは、見覚えのある受付嬢だった。

「いらっしゃいま――って、く、クロノさん!?」

　受付嬢は俺を見るなり、心底驚いた様子でそう叫ぶ。
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　この驚きようってことは、現実世界の経過時間は一日、二日とかそんなスケールではないんだろうな。かといって、パッと顔を見て俺を思い出せるあたり、十年以上とかそんな期間が経っているわけでもなさそうだ。

　といった感じの推理をしてみた直後、受付嬢は答えを言った。

「よ、よくご無事で……！　イモータルプロキオンさんからはぐれてしまったと報告を受けてから一週間も経っているので、もう帰ってこないものかと！」

　一週間か。ほんと全然経ってないんだな。

　しかしまあそれなら、異空間に飛ばされる前の常識で十分生きていける。

　数年とか経ってたら、国王が代替わりしてて法律もガラリと変わってて……みたいな可能性も考慮する必要があったが。

　社会について情報収集するところから始める必要がないのはありがたい。

　あとこのパーティーの正式名称、イモータルプロキオンだったか。

「いったいどうやって戻ってこられたのですか？　イモータルプロキオンさんとはぐれた場所は、かなりダンジョンの奥深くと聞いているのですが……」

　そんなことを考えていると、一旦落ち着きを取り戻した受付嬢が、これまでのいきさつを尋ねてくる。

　報告しようと俺が口を開くより先に、ヴァノンが割って入ってくる。

「そんなことより聞いてくれよ」

「ヴァノンさんじゃないですか。どうしたんですか？　そんなにボロボロになって」

「ダンジョンから帰ってきたコイツにやられたんだよ。はぐれたのは不可抗力なのに、コイツが逆恨みしてさ」

　そして、罪をなすりつけようとしてきた。

　が、その言葉に受付嬢は違和感を覚えたようだった。

「そんなにボコボコにされたんですか？　クロノさんに？」

「おい、ボコボコとか言うな。けどまあ……そうだよ」

「Ｂランク冒険者のリーダーほどの人間が、ただの荷物持ちにこんな目に遭わされた、と？」

　……うん。言われてみればもっともだ。

　一億年の修行の末に、究極錬金術師と賢者のジョブを獲得したわけだが、それを知るのは俺だけ。

　受付嬢からすれば、「ジョブもない非力な少年が、一線で活躍する冒険者に一方的に暴行を加えた」など信じろという方が難しいだろう。

「これですよ」

　俺は説明のためにマジックバッグからダメージ反転ポーションを取り出し、受付嬢に見せた。

「それは……？」

「一定レベル以下までのダメージなら、飲んだ人を攻撃した人にダメージが返ってくるという効果を持つポーションです」

　そう言って、一瓶飲み干す。

「軽くつねってみてください」

「え、ええ……。痛っ」

　左手の甲を差し出して受付嬢につねってもらうと、受付嬢は痛がった。

　と同時に受付嬢は事の経緯を悟ったようだ。

「てことは……」

「ええ。ヴァノンさんに殴られたダメージが、本人に返っただけです」

「じゃあ、逆恨みどころか手を出したのはヴァノンさんの方じゃないですか。いったいどういうことでしょうか、これ？」

　受付嬢は冷ややかな目でヴァノンを見据える。

「えっと……」

　一方ヴァノンの顔には、目に見えて焦りが出ていた。

　まさか俺の反撃手段から、自分が危害を加えようとした側だとバレるなど考えもしなかったのだろう。

「こ、こんなポーションを飲んでるのに言わないコイツが悪い！」

　ヴァノンも形勢を逆転しようと口を開いたものの、よほど動揺しているのか、反論が反論になっていなかった。

「どこが悪いんですか？　あなた自身が手を出さなければ済んだ話でしょう」

「そ、それは……コイツが俺を煽ったんだ」

「煽った、ですか。確かにクロノさんだって、はぐれたことに多少は文句を言ったのかもしれませんけどね。あなたたちはＢランクにもなる冒険者なのですから、『怖い目に遭わせてごめんな』って言うくらいの器の広さがあって良いんじゃないんですかね？」

「うっ……」

　どう抗議しても正論で返され、ヴァノンは何も言い返せなくなる。

「……まあ、一応クロノさんにもどういう経緯で殴られるに至ったか聞きましょうか」

　ここへ来て、受付嬢は今度は俺に話すよう促した。

　――今度こそ、ダンジョンでの出来事を全部話すターンだな。

「煽った……と言えばそうかもしれませんね。どうやって脱獄したのか、って質問しましたから」

　まずはそう言いつつ、マジックバッグから録音アイテムを取り出す。

「まあ、一部始終の会話は記録してあるんで。これを聞いて、どちらが悪いか判断していただければと」

　そう続け、再生ボタンを押そうとした。

　が――その時、ヴァノンが聞いてきた。

「お、おいおいおい……一部始終の会話を記録って、嘘うそ……だよな？」

　何が記録されているかを悟ったからだろう。その表情は、真っ青になっていた。

「嘘じゃないですよ」

「ま、待て、それは流す――」

　慌てるヴァノンを遮り、再生ボタンを押す。

『な、なんでお前がここにいるんだ!?　サクリファイスチェストを開いた時、闇の渦に飲み込まれて死んだはずだろ！』

『あなたたちこそ、サクリファイスチェストを人に開けさせといて、なんでこんなところでノウノウとしているんですかね。どうやって脱獄したんです？』

『捕まってねえよ！　だいたいなあテメエ一人くらい、殉職扱いにして揉み消す程度簡単にできるんだよ！』

　先ほどの会話が、ギルド全体に鳴り響いた。

　……ちょっと音量が大きすぎたかもしれない。

　待合室に居合わせた冒険者たちの冷ややかな視線がパーティーの四人に突き刺さっている。

　再生がストップした後、束の間の静寂が流れた。

「これが煽りだと言われたら、まあ仕方ありませんね。この人たちが俺にサクリファイスチェストを開けるよう強要した証拠を引き出すためなので、やむを得なかったのですが」

　俺はそう締めくくった。

　受付嬢は呆あきれたように大きなため息をついた後、ヴァノンに問いかける。

「いったいこれはどういうことでしょうか？」

「そ、それはその……こ、こんなの捏ねつ造ぞうだ！」

　ヴァノンは尚も悪あがきしようとした。

　しかしそこに、受付嬢の容赦なき追撃が走る。

「捏造？　ヴァノンさんの声に似せた音声を一から作ったとでも？」

「そ……そうだ！　だいたい、会話を記録する装置なんて作れるはずないだろう！　そんな高等技術がこの世に存在するはずが……」

「その理論でいくなら、一から人の声を再現する方がよっぽど難しいと思うのですが」

「ぐっ……」

　論理の破綻を指摘され、ヴァノンは唇を噛み締める。

　しかしその瞳は、まだ証拠隠滅を諦めていないかのような気迫が籠もっていた。

　が――それも虚しく。

「はぁ……正直に言いますとね、私たち最初っからずっと疑問に思っていたんですよ。特に戦闘力が突出しているわけでもないしがないＢランクパーティーが、いったいダンジョンのどこから賢者の石など持ち帰ったのかと」

　受付嬢が触れたのは、先週コイツらが持ち帰ったであろう戦利品についてだった。

　サクリファイスチェストからの出土品、賢者の石だったんだ。奇遇だな。

「本来、あなた方の実力で探索可能な範囲から賢者の石など見つかるはずがないんですよ。『奇跡的に見つけたんだ』と言い張っておられましたが……実態は、サクリファイスチェストをクロノさんに開けさせた。そういうことだったんですね」

　怒りと失望が半々ずつ混じったような声で、受付嬢はそう続けた。

「え……あ……あ……」

　あまりに動揺しすぎて、口をパクパクさせるしかできなくなるヴァノン。

　助けを求めるように、彼はパーティーメンバー三人に順番に目配せしていった。

　が――なんとそのうち一人は、ヴァノンを助けるどころかトドメを刺しにいく。

「認めるわ。確かに私たちのパーティーは、クロノくんにサクリファイスチェストを開けさせようとした」

　そう言ったのは、確かパーティーの中では回復役だった人。

　あまりにも意外な発言に、残り三人は口をあんぐりと開けた。そんな中、彼女は続けた。

「私は反対した。でもヴァノンの決定を覆すことはできなかったわ。それで私は……せめて彼のためにできることがあればと、サクリファイスチェストを開けている時に密かに回復魔法をかけ続けたの。その証拠に、開けた者が犠牲になる宝箱を開けたにも拘かかわらず、彼は生きているでしょう？」

　それを聞き、俺は彼女の思惑を悟った。

　隠し通すのには無理があると思い、自分だけ減刑される方を選んだか。

「ふ、ふざけるな！　テメエ何のつもりでこんな奴の肩を――」

「信じてちょうだい。今まで黙っていたのも……ヴァノンに口裏を合わせるよう、強く言われてたからなの。でも、彼が生還したのを知って、それじゃダメだと思うようになった」

　ヴァノンの反論を遮り、彼女は涙ながらに受付嬢に訴えかける。

　……両者、実に醜い。

　呆れた俺はあるものを受付嬢に渡すことにした。

「まあ何にせよ、彼ら全員一回取り調べは受けますよね。その際はこれを使ってください」

　俺が渡したのは、四本の自白強要ポーション。

　まさかこんなものまで使うことになるなんて思っていなかったんだけどな。

　残念だが、仲間割れして自分以外をスケープゴートにし、罪から逃れようとする人が出てくるようでは仕方がない。

「一人だけ助かろうとする奴を含め、全員の嘘を暴いていただければと」

　回復役の奴の方を見遣りながら、俺はそう続ける。

「これって……まさか自白強要ポーション？　そんな貴重なもの、いいんですか!?」

「貴重……なんですか？」

「貴重どころか、貴重の一言で済ませてはいけないレベルの代物ですよ！　材料調達も調薬も難易度が高すぎて、国家反逆罪クラスの容疑者相手にしか使われないくらいだというのに……」

「そ、そんなにですか……。まあ、俺の在庫はあり余ってるので何なりとご活用ください」

　受付嬢は遠慮がちな様子だったが、俺は念押しした。

　まさかそのレベルのレアなポーションだったとは。

　なんかアリフレ草で作れちゃうとそのへんの感覚が狂うな。

　ちなみにふと回復役の方を見ると顔面蒼そう白はくになっていた。

　……人ってほんと切羽詰まると本性が出るよなあ。

　救いようのないものを見てしまい、ゲンナリしていると、受付嬢は、何やら魔道具を取り出して起動した。

　魔道具は警報装置だったようで、鳴ると共に警備員らしき人が入ってきた。

「この四人を捕えよ」

　受付嬢のかけ声と共に、イモータルプロキオンの面々は全員しょっぴかれていった。

「彼ら……どうなるんでしょうかね？」

　四人が警備員たちに引きずり出されていった後、俺は受付嬢にそう聞いてみた。

　自白強要ポーションを使ってもらう以上、サクリファイスチェストの開封強要による有罪判決は間違いないだろうが、その量刑には終身刑から死刑まで幅がある。

　あの四人がどちらになりそうか、ふと疑問に思ったのだ。

　考えられるラインだとリーダーのヴァノンは死刑で残り三人は終身刑、といったあたりだろうか。

　と、思ったのだが――。

「まあ、まず全員死刑でしょうね」

　受付嬢は、そう断言した。

「そうなんですか!?」

「終身刑とかになるのは、よほど情状酌量の余地がある場合だけですから。たとえば、『サクリファイスチェストの中のアイテムに賭けるくらいしか、助かる余地のない危機が迫っていた』みたいな。彼らの場合、犯行動機が悪質極まりないので、終身刑に留める理由がありませんね」

　なぜそこまで自信満々なのかと思ったら、どうやらそういう判断基準があったようだ。

　勉強になるな、と思っていると、今度は受付嬢の方から質問が飛んできた。

「ところで、さっきまではそれどころじゃなかったので聞くに聞けてない、ずーっと気になってしょうがなかったことがいくつかあるんですけど。まずは、そもそもクロノさん、サクリファイスチェストを開けておいて、どうやって生き長らえることができたんですか？　あと、さっきから矢継ぎ早に出てくる謎の魔道具や高級ポーションはいったい……」

　受付嬢は、いつになく早口でそう口にする。

　まあ、そりゃそうなるか。

　受付嬢側からすれば、「奇跡的にダンジョンから生還したただの荷物持ちがなぜか当然のように謎アイテムの数々を披露した」って状況だもんな。

　むしろ、イモータルプロキオンとの決着がつくまで話の腰を折らないでいてくれたことに感謝すべきなくらいだ。

　いっぺんにいくつも聞かれても困るが、とりあえず時系列順に話していくとするか。

「それなんですが、まずそもそもサクリファイスチェストは、開けても絶対に死ぬわけじゃないんです。死亡するギミックの発動率は９９・９９％、一万分の一は生還できます」

　と、そんな感じで、俺は前提の部分から話していくことにした。

「９９・９９％……うーん、なんか『絶対に死ぬわけじゃない』とはいえって感じの確率ですね。現に目の前に生還者がいる前で言うのもアレですが」

「まあ、それは……」

　そりゃこの話を聞いて「よし、じゃあ俺が開けるぞ！」となる人はいないだろうな。

「ともかく見ての通り、俺はその『生還できるギミック』を引いたわけですが。それが結構曲者だったんですよね」

「ほう……」

　と……ここで。

　俺はふと考えつき、賢者の石を一個マジックバッグから取り出した。

　ここから先の話は、守秘義務のあるギルド職員に聞かせるのはいいんだが、待合室にいる他の冒険者から噂が広がるのは防ぎたいな。

　今のタイミングで悪い奴に噂うわさが広まって、拉致されそうになったりしても困るし。

　いつかは知れ渡ってしまうことだとしても、せめてアイテム抜きで賢者のステータスだけで自己防衛できる程度の強さを得るまでは、噂の伝でん播ぱの時間稼ぎをしたいところだ。

「え、それってもしかして賢者のい――あれ？」

　俺は賢者の石を防音装置に変換した。

　目の前で賢者の石が想定外の物体に変わったからか、受付嬢は困惑したような表情を見せる。

「これについては後で話します。まずはギミックの内容ですが『一億年間、異次元空間に幽閉される』というものでした。異次元空間と現実世界の時間は流れる速さが違うのか、こちらでは一週間しか経ってませんが、とにかくその中で歳を取ることもなく一億年過ごしました。その空間は、アリフレ草だけが無限に生えている場所だったのですが……そこでプラセボを作りまくってたら、究極錬金術師と賢者の二つのジョブが覚醒しました」

　要点だけをかいつまんで、俺は簡潔に異次元空間内の出来事を話した。

「きゅ、究極錬金術師……？　け、賢者……？」

　やはり両方とも聞いたことのないジョブだからだろう。

　受付嬢は首をかしげながら、ジョブ名を復唱する。

「究極錬金術師は、アリフレ草からあらゆるポーションを作れるジョブです。また賢者は、あらゆる魔法が使えてかつ賢者の石からどんなアイテムも作れます。ポーション類や録音装置はその能力で作りました。あとこれも」

　ジョブの詳細を説明すると、受付嬢は目を白黒させだした。

「[image: ]!?　じゃ、じゃあさっきのダメージ反転ポーションや自白強要ポーションは、アリフレ草から……？」

「そうですよ」

「何なんですかそのデタラメな便利さは！」

　あまりの驚きに、受付嬢は大声で叫んだ。

　危ない危ない。予め防音をしておいたおかげで待合室の人たちがびっくりせずに済んだな。

「で、でも……賢者の石で何でも作れるって言ったって、肝心の賢者の石がないとどうにもなりませんよね？　今見ただけでも、クロノさんは賢者の石を二個消費してた計算になると思うのですが……それらはどこから？」

「あ、言い忘れてましたけど、究極錬金術師と賢者双方のジョブを持っていればアリフレ草から賢者の石を作れるんですよ。十トンで一個の生成レートですけどね」

「だとしても凄すぎますよ……。アリフレ草から賢者の石なんて、もうわけが分からないです……」

　つっても、一億年の努力の結晶だからなあ。

　そういう意味では、自分の中ではあまり特別感もないのだが。

　とか考えていると、受付嬢はポンと手を叩たたき、こんなことを提案しだした。

「アリフレ草を集める依頼でも出しましょうか？　そういうことなら、弊ギルドでできる協力なら何でもします！」

　流石、なんというかギルド職員らしい着眼点だ。

　けど、その必要はないんだよな。

「いえ、先ほども言った通り、俺が飛ばされた異次元空間はアリフレ草が無限に生えた空間でしたから。大量に収穫してきたんで、アリフレ草も賢者の石も備蓄はそこそこあります」

「そこそこって、どれくらいですか？」

「賢者の石は、二百四十万個ほど」

「あー……もうなんか賢者の石で世界をもう一個作れそうな個数ですね。何がどうなってるのやら……」

　それは流石にやるつもりないけどな。

　何というか、既存の世界の方が押しのけられて支離滅裂になってしまいそうでちょっと怖い。

「しかし……ごめんなさい。流石に二百四十万個もの賢者の石はちょっと買い取れないです。弊ギルドの財力的に難しく……」

　受付嬢は申し訳なさそうにそう言って、頭を下げた。

「あの、気にしないでください。もともと賢者の石は自分で使う用のつもりですから」

「そ、それならいいんですが……。でも良かったら、二、三個でいいんで売ってもらえませんか？」

「石のまま売ったところで、エリクサーか竜殺しの剣しか作れないと思うのですが」

「そのエリクサーが重要なんですよ。備蓄分の石があるとかなり重宝されるというか……！」

　そういうことなら、エリクサーも桁を数えられないほどの個数あるんだけどな。

「良かったら、エリクサーを売りましょうか？　まずは千個程度からでも」

「まずはの桁じゃないですよそれ！　というか……エリクサーなら、薬師ギルドの方で直に売っていただければと思います。賢者の石の形態でなら、弊ギルドから卸す形となるんですがね」

「なるほど、管轄の違いですか」

「そうですね……。まあ、じゃあ何か売りたいものがあったらその時言ってください。無理にとは言いませんけど、お願いされたら全力で買い取ります！」

　受付嬢は若干寂しそうに、最終的にそう締めくくった。

　うーむ。なんか納品するのを期待してくれてたなら、何も売らないというのもちょっと可哀想になってきたな。それに俺も、当座のお金は欲しいし。

　――そうだ。

「あ、じゃあ、これとかいかがですか？」

　そう言って俺が取り出したのは、ダンジョンを抜け出す際に必要かと思って作った結界魔道具。

　結局、気配遮断装備と探知アイテムが優秀だったので、一個も消費せずに済んでいたのだ。

　賢者の石→アイテムの変換をすると、不可逆だからな。

　一旦作ったはいいものの必要なくなったものは、売ればいいだろう。

　もちろん、ギルドにとって価値のあるものであればの話だが。

「これは……なんでしょうか？」

「結界魔道具です。スペックとしては、フルオロバイパーの毒に対する完全な耐性と、隕石と衝突したら隕石の方が砕け散るくらいの耐衝撃性、及びダメージを十倍にして返す自動反撃性能があるといったところです」

　説明しつつ鑑定魔法と鑑定共有魔法を使い、受付嬢にも鑑定内容が分かるようにしてスペックに嘘偽りがないのを証明する。

「こ、これは……」

　すると、受付嬢の目の色が変わった。

「メチャクチャ高性能じゃないですか！　結界魔道具でここまでの防御能力を誇るものなんて、初めて見ますよ！」

「そんなに優秀なんですか？」

「ええ、それはもう！　これならＡランク冒険者でも緊急時用に欲しがるスペックです！」

　そこまでとはな。

　特に反撃倍率に関しては加減が分からず、割と控えめに作ったので、せいぜい（フルオロバイパー相手に通用するという意味で）Ｂランク級かと思っていたが。

「こちらでしたら、一個あたり二十万リブルで買い取りいたします。何個くらい売られますか？」

「じゃあ、三つ」

　一個あたり二十万リブルか。

　結構良い値がついたので、俺は自分の緊急時用を除いて三つ売ることにした。

　ちなみにリブルがどのくらいの貨幣価値かというと、単身世帯の一か月の食費がだいたい三～四万リブル。

　二個も売れば、このアイテム代だけで一年は食いっぱぐれない計算だ。

　もちろん、賢者の石をそのまま売るのに比べればちっぽけな額ではあるのだろうが……使い道が制限された状態にしては、悪くない条件ではなかろうか。

　身も蓋もないことを言えば、富豪になりたければ「金百億トンに変換！」とかしちゃえば済む話だし、世の中の高級アイテムはたいてい賢者の石で再現できるわけだからな。

　俺の場合、お金は衣食住の分くらいあれば十分なのだ。

「ではこちら、六十万リブルです」

「ありがとうございます」

　受付嬢がカウンターに置いた金貨の山を、マジックバッグに収納する。

「いやでもほんとにクロノさんが無事で良かったです。これからの活躍、期待しています！」

　見送られる中、俺はギルドを後にしたのだった。




　ギルドを出ると、俺は孤児院に直帰した。

　物心ついた頃には施設に入れられていた俺にとっては、実家みたいな場所だ。

　経営状態は決して芳かんばしくなさそうではあるのだが、スタッフは皆優しく、環境は割と良かった。

　ということもあり、俺自身はそこそこ幸せな幼少期を過ごせた方なんじゃないかと思う。

　まずは帰還の挨拶をしに、院長室に向かう。

　なんせ一週間も帰ってこなかったんだからな。心配をかけてしまっていることだろう。

「ただいま帰りました」

「君は……く、クロノか!?」

　ドアを開けて挨拶すると、院長は俺の姿を見るなり、椅子からガタリと立ち上がった。

　ちなみに彼の名はサイエンだ。

「い……生きていたのか？」

「はい。一週間かかりましたが、なんとかダンジョンから生還できました」

　報告を聞いたサイエン院長は、嬉しそうに安あん堵どの息をつく。

「何よりだ。ギルドから遭難の話を聞いていたので、もう戻ってこないかと覚悟していたのだがな。……良かったら、話を聞かせてくれ」

　あの受付嬢、サイエン院長にわざわざ報告に来てくれていたのか。

「もちろんです」

　俺はサイエン院長にこれまでの出来事を話すことにした。

「なるほどな……。Ｂランクパーティーに、そこまでモラルに欠ける奴らがいたとは……」

　三十分ほど話した後、サイエン院長は頭を抱えながらそんな感想を口にした。

「しかしまあ、無事証拠を集めて逮捕に至ったなら何よりだ。相応の罰を下されるといいな」

「自白強要ポーションを渡しているので、逃げられはしないかと」

「それもそうか、特殊な職業が二つも覚醒してるんだもんな。まったく、信じがたい話だが」

　ま、サイエン院長からするとまだ十二歳だもんな、俺。

　ジョブがあること自体、不思議に思えるのも致し方ないか。

　俺からしたらもはや、実年齢で何歳とかどうでもいいような感覚なんだが。

「とにかく、お疲れさん……で、いいのかな。まあこれでも飲んで休憩してくれ」

　サイエン院長はそう言って、カフェラテを注いでくれた。

　それを飲んでいる中――俺は、あることを思いついた。

「そういえば、サイエンさん」

　飲み終えると、俺はマジックバッグから賢者の石を二個取り出した。

「確か以前、人手不足と経営難で困っていると仰ってましたよね？」

「な……なぜそれを!?」

　話を切り出すとサイエン院長は、驚いて目を丸くした。

「い、いやその、事実そうではあるが……子どもたちには悟られまいと気をつけていたはずなんだがな……」

　彼は申し訳なさそうな表情で続ける。

　どうやら、孤児院の運営状態の苦しさを感づかれていたのが意外だったようだ。

　まあ確かに、ここのスタッフはサイエン院長を始め、聖人君子みたいな人ばかりだもんな。

　財政的に厳しく、それゆえに人手も満足に集められないで労働環境はブラック気味にも拘らず、子どもたちにはそんな一面は見せまいと優しくしてくれていたのだ。

　だが、俺がこのことを知っているのには明確な理由がある。

「トイレに行きたくて夜起きた時にたまたま聞いてしまったんです」

　そう、不可抗力なのだ。だからあまり気に病まないでほしい。

　それに、大人たちがどんなに精一杯明るく振る舞ってくれていても、成人が近くなってくるとなんとなく大変な状況に察しがつくものでもある。

　もちろん、今この話題に切り込むのは、俺にその状況を解決する術があるからだ。

「そこで、もし良かったらこちらを提供しようかと思うのですが……いかがですか？」

　俺は机上に出した賢者の石のうち一つを魔力で作られる人造人間、いわゆるホムンクルスに変換した。

　――それもただのホムンクルスではない。腕が八本ついている。

　服のポケット（マジックバッグ同様、内部は拡張空間となっている）には全種類のポーションを、それぞれ千本ずつくらい入れておく。

　まさか転送機能が本当に役に立つ場面が出てくるとはな。

　無駄かと思いながらも一応つけておいて正解だった。

「こちらの性能は次のようになっております。まずは俺が知りうる全ての献立のプリセットと、料理工程を観察し、自身で調理できるようになる学習機能を備えた炊事能力。次に、いくらでも伸ばせる腕とその先についた浄化魔法を放てる手を用いた掃除能力。更には怪我・病気を診断し、適切なポーションを処方する保健能力。そして必要に応じロケットパンチを放ったり催涙ブレスを吹いたりできる警備能力。以上４点を備えた、八本腕のホムンクルスを作ってみたのですが……いかがでしょう？」

「な……え、え？」

　作ったホムンクルスについて軽く説明してみたものの、サイエン院長は目を白黒させるばかりで伝わっているのかいないのか。

　――そんな中。

「過敏性腸症候群ヲ検知シマシタ。ストレス低減効果ノアルポーションヲ処方シマス」

　早速ホムンクルスはそう言って、ポケットからポーションを一個取り出した。

　過敏性腸症候群か。なんか改めて、心配かけてすまなかったな。

「あ、お、おう……」

　言われるがまま、サイエン院長はポーションを飲み干す。

「む、確かにお腹が楽になったな」

　サイエン院長はお腹をさすりながら、ポーションの感想を口にした。

「ええとそれで、だ。いきなり人造人間が目の前で作られるわあまりにも多機能すぎるわで、全然説明が頭に入ってこなかった。すまないが、一旦書き出してもらえるか？」

　そして案の定、サイエン院長は説明に理解が追いついていなかったようだ。

「分かりました」

　まあ確かに説明書はあった方がいいだろうと思い、俺は近くにあった白紙に機能を箇条書きにした。それを渡すと……。

「うーむ、改めて見てもとんでもない性能だな。まるでこの世のものとは思えないほどに。これが賢者の力、か……」

　サイエン院長は舌を巻いた。

「お役に立ちそうですか？」

「役に立つとか、その程度の次元じゃないよな。仕事の大部分がこれだけで完結する勢いではないか」

　どうやらサイエン院長には、ホムンクルスを気に入ってもらえたようだ。

　これでとりあえず、人手不足の方は解決だな。

　労働環境的な意味合いでのブラックさは、少しは緩和されるだろう。

　あとは、予算の確保の面を強化できるといいか。

「じゃあ、あとは」

　俺はもう一つの賢者の石で、土壌を金に変換する装置を作った。

「金錬成装置を作りました。性能としては、まず錬成量は年あたり二キログラムとなっております。院の予算の拡充をと思い作ったものなので、過剰生産で金が価格崩壊し金の購買力が落ちては本末転倒だと思い、量は控えめにしました。あとは防犯のため、孤児院の敷地外では作動しないようにも設定しました。というかまあ、賢者の石をダイレクトに金そのものに変換しなかったのも、防犯上の理由からですね。この錬成速度と悪用防止措置の組み合わせなら、予算確保の役に立ちつつ悪人が狙う動機も薄まると思うのですが……どうでしょう？」

　要点をかいつまんで、こちらについても性能紹介をした。

　そんな中……ふと隣を見ると、ホムンクルスが俺の言ったことをメモしていた。

　こんな機能、付けた覚えはないんだがな。

　いや正確に言えば確かに、「自律的にこうすると役に立つ、みたいなことを学習し実行できる子になればいいなあ」とぼんやり考えながら変換はしたが。

　そんな曖昧な願望すら反映されてるとは、なかなかやるな。

「もしご希望ならもう少し錬成量の多いものを作り直してもいいですが。いかがでしょう？」

　念のため、そう付け加えてみる。

「いや、年に二キロでも十分、生産能力に全振りだとしても凄すぎる性能なんだがな。そこに防犯すら考慮してもらっているなど、もはやありがたすぎるくらいだよ。……いいのか、本当にこんなものまでもらってしまって」

　サイエン院長は、なぜかちょっと遠慮気味だ。

「もちろん、そのために作ったのですから。『孤児院の敷地外では作動しない』と設計した以上、俺が持ってても無用の長物にしかなりませんし」

「そ、それもそうか……」

　給与を増やすのに使うもよし、院の設備投資に使うもよし。

　これで金銭面でも、労働環境を改善することができて良かった。

「なんというか……面目ないな。まさかここまでクロノにおんぶに抱っこになる日が来ようとは……」

　改めて、サイエン院長はそう言って頭を下げた。

「せっかくいいジョブが開花しましたからね。今まで育てていただいたお礼にと思ったんです」

「ハハハ、確かに巣立った子から出世払いしてもらうことは多々あるがな。ここまで爆速で大規模なのは初めてだ」

　サイエン院長は、俺が人生で見る限り最も嬉しそうな笑顔を見せた。

　が、直後、彼は何かを悟ったかのように続ける。

「そういえば。クロノ、前に大人になったら王都で冒険者をしたいって言ってたよな。もしかして、ジョブを得たから今から行こう、なんて思ってたりするか？」

　あ、そっか。確かに俺、もう十五歳を待つ必要性がないのか。

　移住のための資金も十分あるというか、何なら移動は飛行ポーションでも使えば馬車代いらずなくらいだし。明日にでも王都に向かうって選択肢もあるんだよな。

「そうですね、そうしようかと。……今までお世話になりました」

「や、やはりそうか。せっかく帰ってきたと思ったら、もう行っちゃうんだな」

　肯定すると、サイエン院長は寂しそうな表情を見せた。

「とはいえ、子どもに良い将来を歩んでもらうのが当院の使命だからな。夢に向かうなら全力で応援するぞ」

　が、すぐに気持ちを切り替え、快く送り出してくれることとなった。

「ありがとうございます。あ、でも今日は疲れてるので、一泊してから行こうかと」

「必要なら何泊でもしてけ。それに……戻ってきた時はもちろん、いつでも歓迎するぞ」

　そんな話を最後に、俺は院長室を後にする。




　そして自分の部屋で一泊し、次の日の朝を迎えた。

　孤児院での最後の朝食を食べ終えると、早速俺は王都に向けて出発する。

「今までありがとうございました、サイエンさん」

「いやいや、昨日のことでお礼を言うべきなのはすっかりこっちになってしまった。ま、達者でな！」

　挨拶を済ませると、俺は飛行ポーションを一瓶飲み干す。

　馬車で移動してもいいんだが、飛行ポーションの方が圧倒的にスピードが出る上に、直線――すなわち最短経路で目的地に向かえるから。

　わざわざ遅い交通手段を用いる理由がどこにもないので、この方法で行くことにしたのである。

　ある程度の高度まで浮き上がると、俺は眼下の地形と地図を照らし合わせ、王都の方角を割り出した。その方向に向かって、可能なところまで加速する。

「……速いな」

　地上の景色が流れるように変わっていくのを見て、思わず呟いた。

　これなら数時間もすれば、王都に到着できるだろう。

　一応今朝、気配遮断アイテムは装備済みなので、飛行型の魔物に目をつけられることもないだろうし。お互い気づかず正面衝突、という事故にだけ気をつけておくとしよう。

　そして、一本目の飛行ポーションの効果が切れ、一旦地上に降りた時。

　二本目のポーションの蓋を開けようとした俺はふとあることを思いつき、手を止めた。

　確かにこの移動方法も十分速い部類ではあるのだが、実はもっと工夫の余地があるのではなかろうか？

　飛行ポーションとかいう移動にもってこいなポーションがあるとついつい、それに頼るのが最適解のように思えてしまうが、今の俺は賢者の石で何でも作れるのだ。

　そこを活かすのを忘れて固定観念に囚われるのは、早いうちに治すべき癖だと言えるだろう。

　いくら飛行ポーションで高速飛行ができるとはいえ、それがドラゴンの飛翔より速いかといえば、そんなことはないはず。

　それはつまり、賢者の石で乗り物としてドラゴンを作れば、今より速い交通手段が作れることを意味するのだ。

　ドラゴンなら頑丈なので、飛行時の事故についてもそこまで神経質にならなくて済むしな。

　速度面だけでなく安全面を考慮しても、これを作らない手はない。

　ここで大事なのは、別に俺は、既存の種のドラゴンを作る必要はどこにもないということだ。

「背中に座席があるドラゴン」みたいに思い浮かべれば、その通りのドラゴンが作れるんだからな。

　生物的に考えてありえないような便利機能も詰め込めるということを、忘れてはならないのだ。

　そんな留意点を念頭に置きつつ、俺はマジックバッグから賢者の石を一個取り出した。

　そして、一旦地面にドラゴンに組み込みたい仕様を全部書き出し、整理する。

「とりあえず、こんなもんでいいか」

　仕様が固まると、俺は実際に賢者の石をドラゴンに変換した。

　変換を念じた瞬間、一瞬だけ賢者の石が眩まばゆく輝き、次の瞬間には目の前に体長五メートルほどのドラゴンが現れる。背中に座席があることが見て取れる以外は、外見は普通のドラゴンと変わりない。

　そのドラゴンは俺と目が合うなり、こう言って頭を下げた。

「我を作り出してもらったこと、礼を言おう。主あるじよ」

　このドラゴンの仕様は、以下のような感じだ。

　まず、そもそも生物として生み出すと「なぜ我が人間風情も言うことなどを……」とか言って自分勝手に行動しだすと思い、機械竜とすることにした。

　ドラゴンは種全体の傾向として、プライドが非常に高いからな。

　次に、俺はこの機械竜の背中に最大七人乗りの後部座席を設けることにした。

　もちろん、飛行時の快適さのためだ。

　普通の竜の形状にすると、飛んでいる間は鱗うろこに掴まるなどする必要があり、若干しんどそうだからな。

　七個もの席を作ったのは、今後冒険者活動をするにあたって、その方が便利かと思ってのことである。

　パーティーで遠征したり、護衛依頼を受けたりする時に役に立つだろうという算段だ。

　……正直パーティーの方は、まだトラウマが抜けきってないのでしばらく組みたくはないのだが。

　ま、それは置いといてだ。

　他にも、まだまだいろんな便利機能を付けてある。

　たとえばさっきこのドラゴンが俺に話しかけたのも機能の一つだ。

　言葉が通じると、意思疎通が楽になるからな。

　人の言語を解するように設計したのである。

　あと特筆すべきは目から光線を放てること、くらいだろうか。

　何かと役に立つだろうと思い、申し訳程度に攻撃手段も組み込むことにしたのだ。

　……あとそうだ。もう一つ大事なのがあった。

　街中にペットのように持ち込めるよう、必要に応じて十分の一スケールに変身することもできるようにしてある。

「これからよろしくね」

　そんな風に挨拶すると、俺は機械竜の背中に登った。

　座席に座り、指で王都の方角を指しつつ、最初の指示を出した。

「あっちの方角に飛んで。加速は、自由落下の加速度を超えないくらいで」

「御意」

　端的に返事をすると機械竜は空に浮き上がり、俺の指示通りに加速し始めた。

　本来の飛行性能なら、もっとギュイーンと加速することも可能なんだがな。

　それをすると俺の身体の方が持たなそうなので、性能限界の加速度ではなく控えめに抑えてもらうことにしたのだ。

　ある程度強力な身体強化魔法でも使えるようになったら、加速度の制限とかつけなくてよくなるんだが。

　ま、それは消費魔力量の多い魔法をふんだんに使えるくらい強くなってからの話だ。

　これでもう、ポーションの飲み直しをしなくて良くなったし。

　次着陸するのは、王都到着のタイミングだな。




　と……思ったのだが。

　山を越え、街道の上空を飛んでいる最中のこと。

　何の気なしに、機械竜から身を乗り出して下を覗のぞいていたら、俺はとんでもない光景を目にすることになってしまった。

　――一台の馬車が、謎の集団に襲われているのだ。

　馬車の周辺では、護衛と思われる人々が、襲撃者から馬車を守るべく必死に応戦している。

「ちょっと、あの馬車の上でホバリングして」

「御意」

　かなりの速度が出ているので、急停止は不可能。

　そこで機械竜は、上空を旋回しつつ減速し、馬車の真上で静止した。

　再度、眼下の様子を冷静に観察する。

　戦況は……正直、あまり芳しくないようだった。

　拮きっ抗こうしているように見えなくもないのだが、よくよく見てみると時折馬車を守っている人たちが怪我を負わされているのだ。

　襲撃者の方が人数が多いからか、手練れだからか、はたまたその両方か。

「どうする？　主よ。助けに入れば良いのか？」

　状況を分析していると、機械竜が尋ねてきた。

　が、まだ一つしなければならないことがある。

　それは、どちらが助けるべき側なのかを確認することだ。

　襲撃されている方、不利な方が必ずしも悪とは限らない。

　万に一つくらいは、「麻薬の密輸業者を取り締まっている」みたいな現場である可能性がなきにしもあらずだ。

　まあ見るからに、盗賊とその襲撃を受ける旅人の構図ではあるのだが。

　早とちりはせず、そこをきちんと判定しないとな。

　問題は、そこをどうやって確認するかだが――。

「鑑定」

　まあ、賢者であるからにはコレが一番手っ取り早いだろう。

　鑑定すると、襲撃者が盗賊であることがはっきりと確認できた。

　そうと分かれば、早速救出だ。

「鑑定共有。……盗賊をやっつけてくれ」

　俺は機械竜に指示を出した。

「御意」

　そう言うや否や、機械竜は目から無数の光線を放つ。

　地上の様子は、土煙で一旦何も見えなくなった。

　……いや、威力よ。

　オーバーキルとかそういう次元じゃなかったぞ、今の。

「……本当にちゃんと敵だけ狙い撃ちした？」

「当然だ。我のエイムは寸分の狂いもあろうはずがない」

　なんか乱射の流れ弾に護衛まで巻き込まれてそうで心配だったのだが、機械竜曰いわく、狙撃の腕には自信があるようだ。

　実際のところは、土煙が収まってみないと何とも言えないのだが。

　二分ほど経って、土煙が落ち着いてくるとようやく、機械竜の言う通りだったのが見て取れた。

　護衛たちは安堵と困惑が混じったような表情で、辺りをキョロキョロ見回していた。

　ちょっとびっくりさせちゃったかな。

　一件落着したようなのでこのまま去ってもいいのだが、流石に状況説明くらいはした方が親切か。

「一旦着陸してもらっていい？」

「御意」

　機械竜は一定の速度で、姿勢を一切変えず真下にゆっくりと降りた。

　翼の生えた生き物の挙動ではまったくないが、こういうこともできるのが賢者の石の醍だい醐ご味みだよな。

　そんな感想を抱いている中、地上が近づいてくるにつれて、何人かの護衛の声が耳に入った。

「ど、ドラゴンだ！」

「クソ……どうなってやがる！　盗賊が謎の攻撃で死んで命拾いしたかと思えば、今度はドラゴンって……」

　……あれ。なんか警戒されてないか俺たち？

　と思ったのも束の間、機械竜も同じことを思ったようで、すかさず弁明に入ってくれた。

「安心しろ、我はお主らの味方だ。その『謎の攻撃』こそ、我の光線射撃なのだからな」

「「しゃ……喋ったあぁぁ!?」」

　機械竜の声を聞いた、護衛たちの驚きの声がシンクロする。

「で、でも……確かにこれは味方なんじゃないか？　俺にも理解できたってことは、人語だったわけだし」

「確かに、竜語ではなかったよな。それに、さっきの謎の攻撃の主ってことは……」

　しかし弁明の甲斐あって、護衛たちは臨戦態勢の構えを解いてくれた。

　ここまで警戒が緩まれば、俺が出ていっても襲われるってことはないだろう。

　そう判断し、俺は機械竜の座席から飛び出して地面に降りる。

「たまたま空から下を見てたら、この現場が目に入ったんですよね。放っとけ――」

「「ひ、人が降りてきたあぁぁぁ――!?」」

　……その叫び声がシンクロするやつどうにかならんのか。いちいち鼓膜が痛いんだが。

「い、いやもちろんありがとう……ございます、なんだけどさ」

「ドラゴンに乗ってる人なんておとぎ話の竜騎士くらいしかいないと思ってたから……」

「ああ、これなら機械竜なんで。別に生きたドラゴンを手懐けてるわけじゃないですよ」

「「き……機械竜……？」」

　説明するも、二人ともキョトンとしてしまった。

「ところで、お怪我は大丈夫ですか？」

　ポーションならいくらでもあるんだし、必要そうなら一本ずつくらいあげよう。

　そう思いつつ、尋ねてみる。

　すると、二人は深刻そうな表情で口々にこう言った。

「俺たちはまあ、言ってもかすり傷みたいなもんなんだが……」

「レインザさんが俺を庇かばって、な……」

　二人の視線は、馬車の方を向いていた。

　馬車のそばには、ちょうど屋根で上空からは見えない位置に、深手を負った護衛が倒れていた。

　あの人がレインザさんって人か。まだ息はあるようだ。

　護衛二人は手遅れだと思っているようだが、別に死んでさえいなければポーションでどうとでもなる。

「えっと、あの傷なら……」

　俺はマジックバッグからハイパーリジェネというポーションを取り出した。

　四肢欠損を含め、外傷ならたいてい何でも治せる部位再生ポーションだ。

　盗賊が使っていたのが魔剣で、外傷に呪詛が乗っている……とかだとこのポーションでは力不足だが、その時はその時で別のポーションを試せばいいってことで。

　俺はハイパーリジェネをレインザさんの傷に振りかけた。

　すると傷はみるみるうちに塞がり、レインザさんは意識を取り戻した。

「う……うん？　あ、あれ……ここは死後の世界、か？」

　どうやらハイパーリジェネで十分治療できたようだ。

　もっとも本人は、一命を取り留めたとは気づいていないようだが。

「生きてますよ。ハイパーリジェネをかけたのでもう大丈夫です」

「う……え？　君は……誰？　というかその、聞いたこともないようなポーションはいったい……」

　レインザさんは今の展開に頭が追いついていない様子。

　ま、急ぎでもないし、落ち着くまで待ってればいいか。

　それを待っている最中、突如後ろから声がかかった。

「は、ハイパーリジェネですって!?」

　うお、びっくりした。誰だ。

　後ろを振り返ると、艷やかな金髪に澄んだ青い瞳を持つ、整った顔立ちの修道服姿の少女が馬車から出てこようとしていた。

　歳は俺と同じくらいだろうか。

「ちょっと……その瓶、見せてもらってもいいでしょうか？」

「あ、どうぞ」

　見てどうするのか。

　と思っていると少女は瓶を傾けて残ざん滓しを観察し、呟いた。

「た、確かにこの色はハイパーリジェネね。間違いないわ……」

　真剣な様子でハイパーリジェネを観察する少女に、レインザさんは質問をする。

「アステラ様。それ……もしかしてとんでもない高級ポーションだったりしませんか？　俺、内臓までザックリやられていたにも拘らず、今や傷一つないんですが……」

「高級どころの話じゃないわ。金で買おうとしたら五千万リブルはふっかけられてもおかしくない、最上級ポーションの一角よ」

　アステラと呼ばれた少女の返答を聞くや否や、レインザさんの表情は、途端に青ざめた。

「そ、そこまで……!?　参ったな、一生かかっても払える気がしないぞ。どうやって恩返しすればいいんだ……」

　そんなに凄いポーションだったのか。

　アリフレ草から作れる上に、数え切れないほど備蓄があるせいで全然実感がないんだが。

「それは心配しなくていいわ。任務中の出来事だし、この方へのお礼はなんとかするよう、私から陛下に進言しておくから」

「か、かたじけない……」

　アステラさんの一言で、レインザさんは安堵の息をついた。

　一方俺はその言葉に耳を疑った。

　……え？　この人、国王に進言とか当たり前のようにできちゃう人なの？

　なんか想像の数十倍大物の予感がするぞ。

「ええと……あなたはいったい？」

「申し遅れました。私、聖女見習いのアステラと申します。まずは私たちを救ってくださったこと、お礼申し上げます」

　困惑していると、アステラさんはそう自己紹介した。

　なるほど、聖女見習いときたか。

　残滓でポーションの種類を判別するなんて、随分と変わったやり方だなとは思ったものだが、確かにそれならそんな能力があってもおかしくはない。

　国王と直に話ができる立場というのも、納得だな。

「随分と貴重なポーションをお持ちのようですが……いったい何者なのでしょうか？」

　今度はアステラさんから質問が来た。

　そういう立場の人なら、正直に言っても大丈夫、か。

「究極錬金術師というジョブを持ってて……アリフレ草から全種類のポーションを作れるんです」

「は、はい!?」

　ジョブのことを話すと、アステラさんは目を丸くした。

　かと思うと、ひとりでに何か納得したかのように呟いた。

「なるほど、これは失礼しました。命の恩人に対し詮索されたくないようなことを聞いてしまい、申し訳ございません」

　……あれ。これ信じてもらえてないやつでは？

「あの、アリフレ草からどんなポーションでも作れるのは本当ですよ」

　百聞は一見に如かずと言うしな。

　俺はアリフレ草を備蓄している方のマジックバッグから、ポーション一個に必要な分量を取り出した。

　まさかこんな形で備蓄が役に立とうとは。

「種も仕掛けもないただのアリフレ草です」

「え、ええ」

　俺は手品師か、と心の中でセルフツッコミしつつ、アステラさんにアリフレ草の束を渡して確認してもらう。

　ま、手品と違ってこれはガチで種も仕掛けもないわけだが。

「では、いきますね」

　俺はアリフレ草を空いたポーションの瓶に詰め、そこに水魔法で水を注ぎ、火魔法で煮詰めていった。

「三……二……一……はい！」

　分かりやすいよう、かけ声をかけながら錬金魔法を発動する。

　すると瓶の中身が、プラセボからハイパーリジェネに変わった。

「いかがですか？」

「え、え、え……本物のハイパーリジェネ、じゃないですか……！」

　開いた口が塞がらない様子で、アステラさんは瓶の中身をあらゆる角度から観察する。

「あのアリフレ草から、最上級ポーションが……。私は夢でも見ているのでしょうか……？」

　いや、夢じゃないが。

　と言いかけた俺だったが、それより先に、最初に会った二人の護衛がこちらにやってきてその台詞せりふを口にした。

「夢のようですが、夢じゃないですよ、アステラ様」

「ともかく、この方がとんでもない能力をお持ちなのは絶対的な事実です。あちらをご覧ください」

　そしてもう一人は、何やらウロウロと歩き回っている機械竜の方を指す。
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「え……ど、ドドドラゴン!?」

「ご安心ください。あれはこの方がお作りになった機械竜、だそうです」

「むしろ俺たちはあのドラゴンに救われたんっすよ」

　驚くアステラさんに、護衛二人は慌てて説明を付け加えた。

「ぽ、ポーションだけじゃなくドラゴンまで作れるんですか!?」

「流石にアリフレ草からではないですけどね」

「何が材料だとしても普通じゃないんですよ、ドラゴンを人工的に作り出すなんて」

　アステラさんのツッコミの後、束の間の静寂が訪れる。

　そうだ。そういえば、この二人もレインザさんほどではないとはいえ、怪我はしてるんだったな。

「あの、お二人とも、これでもいかがですか？」

「い……いやいや結構ですよ！」

「ハイパーリジェネを三本もだなんて、そんな罰当たりな！」

「あの、これはハイパーリジェネじゃなくてアドバンスキュアーですが」

　マジックバッグからポーションを二瓶取り出すと、二人とも慌てて首を横に振りだしたので、俺は高級なポーションではないことを伝えた。

「そ、それなら……」

「この程度の怪我しかしてない俺たちのことまで気遣ってもらって、申し訳ない」

　すると、二人とも安心してポーションを飲み始めた。

「アドバンスキュアーも、そこそこレベルの高いポーションなんですがね」

「「[image: ]……。す、すみません！」」

　……そういう解説はしなくていいんだよアステラさん。

　とまあそんな感じで、ポーションの効果で二人の傷が癒えるのを待っていると、さっきまで謎に歩きまわっていた機械竜が、方向転換してこちらに近づいてきた。

　かと思うと――。

「一応集めておいたぞ、主よ」

　機械竜はそう言って、前足で掴んでいた塊をドサリと地面に落とした。

　その塊は、全員分の盗賊の死体だった。

　何を歩きまわっているのかと思ったら、盗賊の死体を集めてくれてたんだな。

　というか、よく原型が残ってたもんだ。

　あんな威力の光線を受けては、木こっ端ぱ微み塵じんになってもおかしくないと思ったが。

　よく見たら全部の死体の心臓付近に小さな穴が開いてるな。

　貫通するタイプの光線だった、ってところか。

「ありがとう。一応しまっておくよ」

　俺はそう言って、マジックバッグに死体を収納した。

　依頼は受けてなくとも、盗賊の討伐報告をすれば一応冒険者としての功績の一つとして評価されるからな。

　それに指名手配されているような奴だったりしたら、オマケで懸賞金もついてくる。

　……そんなことを考えていると。

「すんげえ的確に急所を打ち抜いたな……」

「あの火力に器用さまで持ち合わせてるとか、ほんととんでもないドラゴンだ……」

　同じく死体の傷に注目していたのか、レインザさん以外の護衛二人はそんな感想を漏らした。

　……さて、と。いろいろ一段落ついたところで、改めて話を聞くとするか。

「ところでアステラさん、どこに向かっているところだったんですか？」

　聞いていいものかは分からないが、ひとまず質問してみた。

　聖女見習いって聞くと何となくのイメージではあるが、王都にずっといそうな気がするんだよな。それがこんな王都から離れた僻へき地ちで会うというのは、どういうことなのか。

　……機密事項とかだったら教えてもらえないかもしれないが。

「私は業務の一環として、全国の教会を行あん脚ぎゃしていたんです。つい数日前、全国を一巡し終えたので、一旦王都に帰還しようとしていたところだったんですが……こんなことになってしまって」

　特に話せないようなことではなかったようだ。

　というか……そうか。

　確かに言われてみれば、正にそういうの、聖女見習いの仕事って感じがするな。

「奇遇ですね。俺も王都に向かおうとしてたんです」

「なるほど。それでたまたまいいタイミングで救っていただけたのですね」

　まあ、そういうことになるな。

「でも、そのドラゴンに乗って王都に入ろうとしたら、間違いなく門番に警戒されてしまうと思いますよ？」

「その点は大丈夫です。十分の一スケールに小型化できるよう設計してるので」

「もはや何でもアリですね」

　まあ、そりゃ完全オリジナルのドラゴンだからな。

「……なんかよく見たら背部に座席もありますし。どこからそんな発想が出てくるんですか」

「そうですね……たとえば、馬に乗ろうと思ったら鞍くらをつける必要があるじゃないですか。でもある日、こんなことを思いついたんです。『背中が鞍の形をした馬がいたら、わざわざそんな器具付けなくてもいいのにな』と。そこまで来たら、あとはもうドラゴンも同じじゃないですか。要は、『移動手段を作りたい』というところから連想していった感じですかね」

「それでドラゴンに行き着くのは、それはそれで……」

　なんでや。速い生き物代表みたいなもんやろがい。

　というツッコミは、心の中にしまっておくことにした。

　それからしばらくは、アステラさんから俺についていろいろ聞かれた。

「……なるほど。サクリファイスチェストが怪我の功名となって今のお力を、って感じなんですね。結果オーライ、と言っていいんでしょうか。だからってそのＢランクパーティーは許せたものではないと思いますが」

　経緯を話すと、アステラさんはそんな感想を口にした。

　そして、話すこともなくなってくると。

「さて……こんなところで長話するのもアレですし」

　アステラさんはそう言って一枚の紙を懐から取り出し、何かを書き始めた。

「そろそろ私たちも、王都に向かいましょうか」

　かと思うと、その紙を俺に差し出した。

　何かと思って見てみると、一週間後の日付が記された王宮の入構許可証だった。

「……これは？」

「あなたには是非とも、お礼をしなければなりませんので。ただ、私の馬車と機械竜とでは明らかに到着時間が違いますよね。ですので、私たちの到着予定日に合わせ王宮に来ていただければと思いまして」

　どうやら入構許可証は、王宮で落ち合うためのもののようだ。

「わざわざありがとうございます」

「いえいえ、こちらこそ、盗賊討伐とハイパーリジェネに見合うお礼など何をすればいいやら……」

　うーむ、（少なくとも世間的には）高級ポーションを使って護衛を治した以上、そういう話になってくるのも自然な流れなんだろうけど。

　なんというか、こうもトントン拍子で国王に謁見するような流れになるの、全然実感が湧かないなあ。

　しかしまあ、向こうも出発したそうだし、とりあえず俺も移動再開するとするか。

　そう思い、俺は機械竜によじ登ろうとした。

　が、そこで、思わぬアクシデントが発生していることが発覚する。

「アステラ様、申し上げにくいのですが……」

　そう切り出したのは、レインザさん。彼はこう続けた。

「この馬車、車軸が完全にやられています。とてもこれで移動するのは不可能かと」

　まさかの移動手段が壊れていたようだ。

「ど、どうしましょう」

「とりあえず、馬車は捨てていくしかないでしょうね。とはいえ馬は無事ですし、アステラ様には恐縮ですが馬に乗っていただくとして、我々は走ってついていくしか……」

「そうですね。せっかく怪我も完治していただいたんですし。そうしましょう」

　早速アステラさんと護衛たちは話し合い、そんな結論を下そうとする。

　って、ちょっと待てよ。

　わざわざ機械竜を最大七人乗りにしたのは、こういう時のためじゃなかったのか？

「良かったら皆さん、機械竜に乗っていきますか？　座席は七個あるので、余裕で全員座れますし」

　すかさず俺は提案した。

　すると、アステラさんは嬉しさと申し訳なさが混じったような複雑な表情で返す。

「ほ、本当にいいんですか？　そこまで頼りっぱなしになってしまって……」

「多人数乗りを想定した設計にしておいて、乗せないのも変ですから」

「じゃ、じゃあ、お言葉に甘えて」

　というわけで、結局、アステラさんたちも連れて機械竜で王都に向かうことになった。

　どうせ一緒に着くなら、入構許可証いらなくなっちゃったな。

　じゃ、全員順番に乗ってもらって。

　そう考えた矢先……。

「あー、すまないが、そういうことなら俺だけ馬に乗って別行動でいいか？　コイツを見捨てるわけにはいかないしな」

　レインザさんは、一人で馬で王都に向かいたいと言い出した。

　なるほど、この人は御者だったか。

　けど、馬だけが理由なら、何も別行動してもらう必要はないよな。

「そういうことでしたら、そちらのお馬さんも収納しましょうか？」

「な!?　生物を収納できるわけ……あ、いけちゃった。マジか、どうなってるんだそのマジックバッグ」

　馬を収納すると、レインザさんは口をあんぐりと開けて固まってしまった。

　別に賢者の石をマジックバッグに変換する際、「生物は収納できない」なんて条件はつけなかったからな。このくらいは当然だろう。

「高所恐怖症とか、そういう事情があるわけではないんですよね？」

「そ、そういうのはないんだが、これはたまげたなあ」

　一応他の事情がないかも確認を取ってみたが、そういうわけでもなさそうだ。

　今度こそ全員が機械竜の座席に乗り、俺たちは揃そろって王都に向かうことになった。




　そして……数時間後。

　点くらいのサイズで王都が見えてきたところで、機械竜は減速を開始し、門の手前辺りでピタリと速度が０になった。そこから鉛直方向にゆっくりと降下し、地面に着陸する。

「は、早かったわね……」

「まったくだ。まさかあそこから二時間で到着するとはな」

　アステラさんとレインザさんは、それぞれそんな感想を口にする。

　さて、じゃあ降りて門番に挨拶するとするか。

　そう思い、俺は座席を立った。

　が……そんな俺に、機械竜が待ったをかける。

「主よ、まだ降りない方がいい」

「なんで？」

「門番が動揺しきっておるからな。下手に動きを見せると攻撃されるかもしれん」

　それはまずいな。

「じゃあ、どうすればいい？」

「我にプロジェクションマッピングの能力を追加してもらえぬか？」

　対策を聞くと、機械竜がわけの分からないことを言い出した。

　プロジェクション……マッピング？

「な、何それ？」

「立体物に映像を投影する技術だ。それができれば、我の搭乗者を視覚的に説明することができる」

　機械竜はプロジェクションマッピングがどんなものか説明してくれた。

　それは便利だな。けど能力の追加って、どうすりゃいいんだ。

「ごめん、能力の追加方法が分からないんだけど……」

「我に賢者の石を一つ押し当てながら、『拡張機能を追加する』と念じればよい」

　賢者の石には、そんな使い方もあるのか。

　既存の物をカスタマイズできるとか、あの精霊言ってなかった気がするんだけどな。

　にしても、俺の知らないことを俺が作った物が教えてくれるって、なんか不思議な体験だな。

　なんて考えてる場合じゃない。早く機能を追加しないと。

　急いで俺はマジックバッグから賢者の石を一つ取り出し、機械竜にプロジェクションマッピング能力を追加した。

　すると……機械竜は門番に向かって、説明を始めた。

「慌てるな、お主らよ。我々はお主らの敵ではない」

「「ひ……喋ったあぁぁ！」」

　機械竜が語りかけると、門番たちのデジャブのような叫び声が、俺たちの位置まで微かに聞こえてきた。

「我には、聖女見習いのアステラ様も搭乗しておられる」

　機械竜はそう続けつつ、目から光を放つ。

　ただしその光は、攻撃用の光線ではない。

　光によって、王都の壁面には座席に座る俺たちの様子が映し出された。

「今から我に乗っている者たちが降りるが、決して攻撃せぬように」

「「しょ……承知いたしましたあ！」」

　若干声を震わせながらも状況を正確に把握した門番たちは、機械竜の要請にそう返事した。

　これで安全に降りられる、とな。

　今度こそ、満を持して俺たちは機械竜から降りた。

　かくして王都には、驚くほど簡単に入ることができた。

　本来なら外部から来た者は、身分証を提示して何やらかんやらしないといけないらしいのだが、「アステラさんの同行者なら」と素通りさせてくれることになったのだ。

　とはいえもちろん、機械竜は原寸大だとデカすぎて通りを歩くのにすら苦労するので、予定通り十分の一スケールになってもらった。

　機械竜が変身した時に門番たちの目が点になってたのが、ちょっと面白かったな。

　門をくぐると、塔だけで出身の街の最大の建物の大きさに匹敵しそうな、純白の壁面の巨大な建造物が真っ先に目に入った。

「あれが王宮です。参りましょう」

　あまりの壮大さに気圧された気分でいると、アステラさんは建物を指してそう口にする。

　こ、これからあの建物に入ることになるのか……。

　緊張とワクワクが混じった気分の中、俺は颯さっ爽そうと歩くアステラさんについていく。

　道はもちろんアステラさんが熟知しているので、王宮にはものの数分で辿り着いた。

　王宮内も、アステラさんの顔パスで自由に移動できてしまう。

　改めて凄い権力だ、と感心している間にも俺たちは揃って謁見の間に到着した。

「ただいま戻りました、陛下」

「おお、早かったな」

　謁見の間に入ると、アステラさんと国王が挨拶を交わす。

　かと思うと、国王の視線は俺の方を向いた。

「……む？　この子はいったい？　見かけない顔だが」

　えと、どう説明しよう。国王の前だし、慎重に言葉を選ばないと……。

　頭をフル回転させようとしたが、俺が口を開く前にアステラさんが答えた。

「結論から言うと、彼は私たちの命の恩人です。詳しくは順を追って話します」

「ほ、ほう。詳しく聞かせよ」

　それからしばらくは、アステラさんによる国王への活動報告が続いた。

「……というわけで、結果としては当初の予定より四日早く到着することとなりました。ちなみにクロノさんの隣にいるのが、私たちを運んでくださった機械竜です。今は本来の十分の一スケールに変身していますが」

　二十分くらいして、ようやくアステラさんによる国王への報告が完了した。

　普段なら眠くなっててもおかしくないくらい暇だったが、国王と対面しているせいか、まったく眠気には襲われなかったな。

「なるほど、そういう経緯だったか」

　国王は納得した表情で呟き、一呼吸置いて続けた。

「となると、この子――クロノ君と言ったか――には相応の褒美を出さねばな。はて、何が良いだろうか」

　べ、別にそんな、ささやかなもので十分なのだが。

　というか、希望を聞かれても答えに困るくらいだ。

　なんせ賢者の石がある以上、特に有形のものに関しては何でも即時入手可能だし。

　口を開くに開けないでいると、国王は、斜め上の決断を下した。

「とりあえず騎士爵は確定として、あとは……」

　き、騎士爵!?

　えっと、聞き間違いでなければ、それ貴族になるってことだよな。

　いくらハイパーリジェネを使ったからって、そんなことになるものだろうか。
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　爵位って、どんなに下位のものでも五千万万リブルで買えるようなものではないと思うのだが。

　というか……。

「え、い、いいんですか!?　それって既存の貴族の反感を買ったりしませんかね……」

　最大の懸念はそこだ。

　いくら国王とはいえ、叙爵ってこんな何気ない会話の中でポンと決めて大丈夫なもんなのか。

　心配になっていると、国王は笑って説明してくれた。

「なあに、心配せんでよい。そもそも騎士爵は土地もない一代限りの爵位だからな。大きな功績を残した平民が得るケースは少なくないし、余の一存で渡すことが可能なものなのだ」

　なるほど、杞き憂ゆうだったか。

　しかし……俺がしたことは、大きな功績って言えるほどのことなのだろうか？

　人命を救助したのは確かだが、それで騎士爵がもらえてしまうなら、この国は騎士爵だらけになっているような。

　疑問を浮かべていると、国王は更にこう続けた。

「それに君が救ったのは、ゆくゆくはこの国の聖女となる人材なのだからな。言い換えれば君は、国の将来を救ったようなものなのだ。その功績に対してなら……騎士爵どころか伯爵くらいの爵位でも、誰も文句を言えんよ」

「え、ええ……」

　そんな大きな扱いになるのか。

　なんか夢みたいな話になってきたな……。

「とはいえ、伯爵位となると土地の用意とかいろいろ準備が必要になる。また、その歳でいきなり政治を動かしてもらうというのも、なかなか酷な話だろうからな。陞しょう爵しゃくは時期や状況、本人の希望を鑑みて検討するとしよう」

　……あ、当面はいいです。

　なんかいろいろとしがらみがあって大変そうだし、そういうのは冒険者としてやりたいことをやり尽くしてからで十分かなと。

　――というか。

「そこまで大きく評価してくださって光栄です。でも……今回は、叙爵はご遠慮いたします」

　説明を受けても尚、自分が貴族に相応ふさわしい実感がどうしても湧かないので、俺は騎士爵も辞退することにした。

「君ほどの人材が叙爵を遠慮する必要など……」

「また何かをやり遂げたら、その際に授与させてください」

「まあどうしてもというなら、こちらとしても押しつけはできんが……」

　国王が不本意そうなのは少し申し訳ないが、こちらとしても、そういうのはもう少し地に足つけて実績を残してからにしたいからな。

「昔であれば、聖剣をお渡しするって手もあったんですがね」

　アステラさんも追加の案とか出さなくていいんだよ……。

「そうじゃのう……。原因は未だに不明だが、宝物庫のは何者かに全部破壊されてしもうたし」

　何なら報酬云うん々ぬんより、壊された聖剣の方が圧倒的に気になるんだが。

　それからはまたしばらく、国王とアステラさんが話し込み、十分くらいしてようやく俺は謁見の間を後にすることができた。

　王宮から出る直前、アステラさんが口を開いた。

「そうだ。一個言おうと思っていたことがあるのですが」

「な……なんでしょう？」

「クロノさん、確か全種類のポーションを桁が分からないくらい持ってらっしゃるんですよね。それ、ある程度薬師ギルドに卸した方がいいと思います！　上級ポーションは効果が高い分、必要とする人は絶えないですし、クロノさんにとっても絶対いい収入になりますから」

　何かと思えば、ポーションの売却に関する提案だった。

　確かにな。受付嬢も、「エリクサーのために賢者の石を売ってほしい」的なことを言ってたし。

　死蔵させておくのももったいないし、そうするか。

「どれくらい卸せばいいですかね」

「そんなにたくさんじゃなくていいと思います。いきなりだと、薬師ギルドの予算の問題もあると思いますし」

「じゃあ、まずは十万本くらい？」

「えっと……『たくさんじゃなくていい』というのはクロノさんの在庫と比較しての話ではなく、とりあえず百本ずつくらいで大丈夫という話です！　それでも、ギルドの買取能力を超えないかは不明ですけどね……」

　卸す本数の目安を聞くと、アステラさんにそんな風にツッコまれてしまった。

　どうやら十万本は多すぎたようだ。

　自分で言っておいて何だが、冷静に考えたらそりゃそうか。

「じゃあ、それくらいにします」

「是非そうしてください！」

　そんな話をしている間にも、俺たちは王宮の門に到着した。

「またどこかでお会いしましょう！」

　アステラさんはそう言って、大きく手を振った。

「ええ、機会があれば」

　まったく立場が違う以上、その機会があるのかは不明だが。

　次があるとしたら、ピンチの場面に遭遇して助けるとかじゃなく、もっといい状況でだったらいいな、などと思いつつ。

　俺は見送りを受けながら、王宮を後にした。










第三章　冒険者活動、本格始動！




　王宮を出た後は、アステラさんに言われた通りまず薬師ギルドに向かい、ポーションを買い取ってもらった。

　実際には百本ずつでも予算的に厳しいとのことで、買い取ってもらう量はそれより少なくなりはしたが、それでも俺は大金を手にすることとなった。

　その足で、王都の冒険者ギルドにも向かおうとしたが、薬師ギルドを出てみるともうすっかり日が落ちてしまっていたので、明日に回すことにした。

　ギルドから歩いて数分のところに良い宿があったので、そこで一泊する。




　そして、次の日。

　いよいよ、俺が本格的に冒険者生活を始められる日がやってきた。

　まずやるのは……ギルドへの再登録。

　理由は、今現在俺が持っている荷物持ちとしての登録証では冒険者活動ができないからだ。

　魔物を倒してきても依頼達成扱いにならないどころか、そもそも依頼を受注することすら不可能。

　唯一できるのは、冒険者パーティーに同行しての支援だけなのだ。

　しかもそれも、冒険者としての実績にはカウントされない始末。

　そんなものを持っていても何にもならないので、現在持っている登録証は返上し、改めて冒険者としての登録を行うのである。

　懸念があるとすれば、年齢的に登録手続きができないかもしれないという点だが……こればかりは、能力を鑑みて臨機応変に対応してもらえることを願うしかない。

　そんなことを考えつつ、俺は冒険者ギルドのドアを開けた。

　そして受付に並び、荷物持ちとしての登録証をカウンターに置きながらこう口にする。

「こちらを返却するので、正式に冒険者として登録させてください」

　しかし、案の定、受付嬢は登録証に目を通すなり難色を示した。

「そうは言っても、この生年月日ですと、あなたまだ十二歳ですよね。まだジョブも得ていない未成年者の登録はできません」

「それなんですが、実は荷物持ちとして活動している最中に、同行していたパーティーに騙だまされてサクリファイスチェストを開けさせられまして。奇跡的に生還できたのですが、その影響でジョブを手に入れているんです」

　それくらいは想定していたことだったので、すかさず簡潔に自分が例外であることを説明する。

　だがそれでも受付嬢の反応は、あまり芳しくなかった。

「サク……え？　いや、そんな作り話をされても……」

　うーむ。まあ客観的に見て突拍子もない話なのは理解できるが、しかしこうも信じてもらえないとはな。

　あまり気は進まないが、もう一度だけ荷物持ちとして仕事をして、その中で戦闘にも参加するなどして俺の能力を証言してくれる人を作るしかないか。

　と、一瞬諦めかけたが、その時俺は、あるものを見て希望を見出した。

　受付嬢の指に、おそらく書類仕事中にやってしまったと思われる紙で指を切った痕があったのだ。

「でも現に、魔法とか使えるんですよ。たとえばこんな風に……ヒール」

　分かりやすいよう魔法名も詠唱しつつ、切り傷に回復魔法をかける。

「ほ、本当に治った!?」

　傷が消えると、流石に受付嬢も唖あ然ぜんとした表情を見せた。

「本当に冒険者たり得るだけの実力があるかどうかは、試験ではっきりさせられるじゃないですか。ですから、試験だけでも受けさせてもらえませんか？」

　今がチャンスだと思い、そう念押ししてみる。

「そ、そうですね。受かるはずもない未成年に試験を受けさせるほどギルドも暇じゃないので、普通は断るんですが。ちょっと今のは前代未聞なので、試験だけやってみるということで……」

　魔法の披露が功を奏し、試験は受けさせてくれることになった。

　よし、とりあえず最初にして最大の関門は突破だ。

　実力を披露する場さえ設けてもらえれば、もうこっちのもんだしな。

「では、こちらが申請書類となります」

「ありがとうございます」

　逸る気持ちと安堵が混じる中、申請書類に必要事項を記入していく。

　しかし、全ての項目を記入し渡したところでまたもや受付嬢は、困惑したような表情を見せた。

「あの、このジョブ欄、いったいどういう意味ですか？　究極錬金術師に賢者って、どちらも聞いたこともないのですが」

　なるほど、世界で唯一のジョブだと、逆に虚偽だと疑われてしまいかねないのか。

　せっかくいい雰囲気になりかけてたのに、困ったな。

　さて、どう説明しようか。難しいぞ。

　どうすれば一番説得力が出るか、俺は頭を悩ませた。

　が、そんな中、俺はとんでもない発想の転換を思いついた。

　――いや。むしろ思い切って、ここは既存のジョブって体ていで通す方針に切り替えるか。

　ここでつまずいて「やっぱ試験はなしで」とか言われたら本末転倒だしな。

　俺はマジックバッグから魔力回復ポーションを取り出し、中身を飲み込まず口の中に留めた。

　そして、……『時空調律』という魔法で、自分の周囲の時を戻す。

『時空調律』はたとえ短時間であっても多大な魔力を消費する魔法なので、今の俺の総魔力量では職業欄記載前まで時間を戻すことができない。

　そこで、一時的に総魔力量を増やすため、ポーションをちょびちょび飲むことで魔力消費を相殺できるよう一旦口に含んだってわけだ。

　魔力が枯渇しそうになるとちょびちょび口の中の液体を飲み込み、魔法を可能な限り維持すると、……何とか申請書類の職業欄を書き込む前まで時間を戻せた。

　これで一旦、究極錬金術師と賢者が書かれたジョブ欄はなかったことにできた。

　あとはここに、適当な既存のジョブを書くだけだ。

　少し考えてから、俺は未記入となった職業欄に『テイマー』と記入する。

　数あるジョブの中でなぜ動物の調教師を意味するテイマーを選んだかというと、こうしとけば機械竜の存在を説明しやすくて一石二鳥だと思ったからだ。

　現段階だと俺のどんな攻撃よりも機械竜の光線の方が強いので、そのパワーバランスが逆転するまではバリバリ活躍してもらうつもりだしな。

　再度提出すると、申請はあっさり通った。

「テイマーですね、分かりました。試験は午後からとなりますので、それまでに従魔を連れて待合室で待機しておいてください」

　機械竜なら、俺の足元にずっといるんだがな。

　受付嬢からは見えない位置な上に微動だにしないので、いるものと思われていないのだろうけど。

「分かりました」

　そう言って俺はカウンターを後にし、待合室に向かう。

　待合室には、冒険者登録試験に関するパンフレットが置いてあった。

　試験対策にでもなるかと思い、一冊手に取って読み始める。

　ちなみに他に部屋にいる人たちは、仲間同士なのか、ぺちゃくちゃ談笑してばかりだ。

「なあ、聞いたか」

「何を？」

「北の某国のアレだよ。街一つ魔物に占領されたって」

「ああ、スタンピードの話か。確かウチとの国境に面した国だったか……迷惑な話だよな」

「魔族が力を増してるからって説が有力らしいぜ」

　なんか気になる話題だな。

　だが気にしたところで、とりあえず目先の試験に受からなければ元も子もない。

　とりあえず、俺は他の冒険者たちの会話は意に介さず、パンフレットに集中することにした。




　昼過ぎになると待合室にギルドの制服を着た大男が入ってきて、俺の目の前で立ち止まった。

「お前が十二歳なのに試験を受けたいなんて言っている無謀な挑戦者か」

　開口一番、彼は険しい表情でそう口にする。

　あー、これたぶん、受付嬢の話を聞いても尚俺がジョブ持ちだと信じてないパターンだな。

　何なら最悪、冷やかしくらいに思われているのかもしれない。

　幸先の悪さに、俺は若干気が滅入りそうになった。

　ま、受付嬢の反応から多少は想定していたことではあるが。

　強いてポジティブに捉えるとしたら、攻撃魔法とかを見せたらワンチャンギャップで評価が上振れする可能性もある……かもしれないくらいか。

　あれこれ考えていると、大男の目線が下を向く。

「一応従魔はちゃんといるんだな。見たこともないトカゲだが」

　彼は俺の十分の一スケールの機械竜をそのように評した。

　そんな彼を機械竜はつまらなそうな目で見遣りつつ、愚痴を口にする。

「これでも一応ドラゴンなんだがな。まあこのサイズでは、そう思われるのも致し方ないが」

「しゃ、喋ったぁ!?」

　これは大男も想定外だったのか、彼は目を丸くして数歩後ずさった。

「な……なるほど、コイツは確かに前代未聞だ。十二歳でも試験を受けさせてみる価値はあるってか」

　この反応何回目だよって感じだが、まあこの（おそらく）試験監督者が前向きになってくれたならそれでいいか。

「俺の名はジェダーム。お前の試験担当者だ。これより試験の場所に案内する」

　彼は気を取り直すと、改めて自己紹介をした。

　やはり彼が試験監督者で合っていたようだ。

「クロノです。よろしくお願いします」

「ああ、こっちだ」

　こちらからも挨拶すると、ジェダームさんは一方向を指差したのち、そちらに向かって歩き出す。俺もそれについていき、試験の場所に向かった。

　最初の試験項目は、剣術試験。

　そのためにやってきたのは、ギルド所有の訓練場だ。

　屋根のないスタジアム型の施設で、壁には大小様々な種類の武器が立てかけてある。

「これより、お前の近接戦闘の腕を確かめる。まあ、お前は剣士系のジョブではないそうだからな。ジョブ関連のスキルとかもないだろうし、この科目は『いざという時ある程度自分で自分の身を守れるか』程度の評価しか行わない。そこまで高度な戦闘技術は求めてないから、気楽にやってくれ」

　試験を始める前に、ジェダームさんは目的を解説した。

「剣は木剣を用いることとする。そこにあるのから、自分に合うサイズを使え」

　続けて彼はそう言って、大小様々な木剣が置いてある剣置き場を指した。

　その剣を取りに行く前に俺は一つ、お願いをする。

「すみません。その前に……一個ポーションを作っていいですか？」

　そう言いつつ、俺は二つのマジックバッグからそれぞれアリフレ草と茹ゆで釜を取り出した。

　ちなみにこの茹で釜は、この試験のことを思い、待合室にいる間に予め作っておいたものだ。

「ポーション？　試験中の怪我を恐れてってか。予め準備しとけと思わなくもないが、まあ構わんぞ」

　俺がこんな行動に出るとは思ってもみなかったのか、ジェダームさんは困惑気味にそう答える。

　だが、別に俺は治療用のポーションを作ろうとしているわけではない。

「いえ、そういうことではありません。俺が作りたいのは、自分の戦闘能力を補助するためのポーションです」

　そう。俺は剣術試験でより良い成績を残そうと思い、ポーションを用意しようとしているのだ。

　パンフレットを読んでいて分かったのだが、たとえば錬金術師の場合、自分で作ったものであれば剣術試験に身体強化ポーションなどを飲んで挑むことが許可されている。ポーションの効果も含め、錬金術師の戦闘能力として評価するというギルドの方針だからだそうだ。

　であれば俺も、そこにあやからない手はない。

　ちなみに戦闘補助系のポーションだって、それこそマジックバッグには桁が数えられないほどの個数在庫がある。それでもこの場で新しいのを作るのは、既存の在庫を取り出しては俺自身が錬金したものだと証明できないからだ。

　要は、「ちゃんと自作品ですよ」というパフォーマンスをしようというわけである。

「戦闘補助のポーションを……？　お前、テイマーじゃなかったのか？」

「一応機械竜がいるのでそう書きましたが、他にも複数のジョブを持っておりまして」

「ますますわけが分からんな……。というかそれ、アリフレ草じゃないか。そんなものでいったい何を作ろうというんだ？」

　ポーションを作っている中、ジェダームさんはいろいろと疑問を投げかけてくる。

　それとなく答えながら薬液が煮詰まるのを待っていると、次第にいい感じになってきたので、俺は薬液に薬効変換の魔法をかけた。

　これにて――自動戦闘ポーション完成だ。

「妙だな。一瞬にして、プラセボとは思えない色に変わったが……」

「もちろん、別のポーションに変えましたから」

　ジェダームさんが首をかしげる中、俺は使い終わった釜をマジックバッグにしまう。

　そして良さげなサイズの木剣を手に取ると、訓練場の中央に歩いていった。

「お待たせしました。試験開始、お願いします」

「お、おう……」

　ジェダームさんは模擬戦開始の間合いに立つと、合図のかけ声を出す。

「三……二……一……」

　カウントダウン中、俺はポーションを飲み干した。

「始め！」

　合図とほぼ同時に、薬効が作用し始める。

　自分でも予想のつかないような身のこなしをしたかと思うと、気づいたら俺は、ジェダームさんの首元に剣先を突きつけていた。

　なるほど、自動戦闘ポーションで戦うとこんな感じになるのか。

　なんか全然勝った実感がないというか、ただただ不思議な感覚だな。

「……は？」

　一方ジェダームさんはというと、突きつけられた剣先を見て、目を白黒させた。

「……え、え？　いったい何がどうなって!?」

「これがポーションの効果です」

「う……嘘だろ……？」

　あまりに呆ぼう然ぜんとしているのか、ジェダームさんは手に持っている木剣を落としてしまう。

　訓練場にカランカランと音が響いたが、ジェダームさんは完全に固まってしまって、自分が剣を落としたことに気づいてすらいない様子だ。

「この俺が……ポーションを飲んだとはいえ……十二歳のガキに負けた……？」

　口をあんぐりと開けたまま、どんどん顔が青ざめていくジェダームさん。

　何分か後、ようやく落ち着きを取り戻した彼は質問をしてきた。

「お前、いったい今、何のポーションを作ったんだ？」

「自動戦闘ポーションです」

「そりゃそうだろうな。それくらいは動きで分かる、そうじゃなくて、俺が聞いているのはポーションのグレードだ」

　えーと、なんだったっけ。

　戦闘補助系では最上級のやつを作りはしたんだが、正式名称は忘れちゃったな。

　精霊がくれた錬金魔法一覧の本を取り出すと、俺は今作ったポーションの正式名称を確認した。

「……あ、これですね。『剣聖の泉』ってやつです」

　本に書いてあるポーションの名称を読み上げると、またもやジェダームさんは、顎が外れんばかりに口をあんぐりと開けた。

「け、剣聖の泉って、Ｓランク冒険者の剣士でさえ一生に一度飲むかってレベルの貴重なポーションだぞ!?　それをお前、こんな試験なんかに……」

「まあ俺の場合アリフレ草で作れるので。出し惜しみするようなものでもないですし……」

　というか昨日薬師ギルドに何本か卸したので、今なら金のある冒険者であれば簡単に手に入れられるはずだ。

「確かに、原料はアリフレ草だったが……。こんな試験に躊ちゅう躇ちょなく使うあたり、本当に種も仕掛けもなかったんだな。お前もう、冒険者なんてしなくてもその能力で食いっぱぐれないだろ」

　若干呆れたように、ジェダームさんはそう呟く。

　そうだけど、そうじゃないんだよな。

　何が悲しくて在庫をチビチビ放流するだけのつまらない人生を送らなくてはならないのか。

　数分後、本日二回目の冷静さを取り戻したジェダームさんは、試験結果を記録しつつこう口にした。

「う、うむ……とりあえず、最初に疑って失礼なことを言ってしまったのはお詫わびする。そして正直、もうこの時点で合格を出したいくらいの気持ちなんだが、まあ他の科目でもいい成績を残せば、それ次第では上のランクからスタートしてもらうこともできるからな。次の試験に移るとしよう」

　ジェダームさんが記録をつけ終えると、俺たちは次の試験のため場所を変えることとなった。

　次に向かったのは、平らな土地に身長の三倍くらいある巨大な岩が一個だけ不自然にそびえ立っている場所。

「ではここで、魔術試験を行う」

　ジェダームさんはそう言って巨大な岩を指差した。

　よく見ると、その岩は攻撃魔法由来と思われる傷跡が夥しい数ついている。

　あれに向かって攻撃魔法でも撃てばいいのだろうか。

「あの岩に向かって、得意な攻撃魔法を撃ってくれ。と、言いたいところだが……テイマーの場合は、従魔にあの岩を攻撃してもらうことになっている。そこのト――ドラゴンに攻撃魔法を放つよう指示してくれ」

　と思っていると……案の定、あの岩は攻撃対象だったようだ。

　ただし実際に攻撃を放つのは、俺ではなく機械竜とのことだが。

　つーか今、ジェダームさんトカゲって言おうとして言い直したよな。

　喋って反論されたのがそんなにトラウマになったか。

「ということらしい。あの岩に目から光線を放ってもらえるか？」

「御意」

　俺が指示すると機械竜は岩の方を向き、目から光線を放った。

　直後、けたたましい轟ごう音おんと共に、周囲に土煙が舞う。

　あ、そういえば攻撃前に元のサイズに戻ってもらうの忘れてた。

　けど今の威力を見る限り、機械竜の光線の威力は変身時か否かによらないみたいだな。

　ならまあ結果オーライだ。

　十数秒待つと、土煙が晴れてきた。

　と同時に姿を現したのは、無数の小粒の石ころと化した岩の残骸。

　その様子に、これでもかというくらい目を見開いたまま、ジェダームさんの視線が岩の残骸に釘づけになった。

「は？　完全破壊、だと……？」

　彼は一言、絞り出すような声でそう呟く。

「ど、どんな威力だよ。バケモンじゃねえか……」

　そんなに言うほどの威力なのか。

「あの岩が破壊されることって、珍しいんですか？」

「ダメージの蓄積で、半分に割れることなら稀まれにあるがな。ここまで修復不可能なほどに崩壊するのは前代未聞だ」
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　マジか。まだ実用例が対人（対盗賊）しかなかったので、客観的に見てパワーもあるってのは初めて知ったな。

　命中精度とかの方面なら、かなり高いはずと自負はしていたが。

　ま、ありがたい話だ。

　ジェダームさんのお墨付きがあれば、なんか気持ち的にも安心して冒険者活動で運用できるしな。

　……と、一瞬満足した直後、俺の脳裏にまったく別ベクトルの懸念が浮かんだ。

「あの……もしかして、まずかったですか？　これじゃあ次の試験ができなくなったんじゃ……」

　そう。岩を壊してしまったことが問題になりはしないかと不安になったのだ。

「修復不可能なほどに崩壊するのは前代未聞」ならば、逆に言えば、今までは壊れるたびに修復して使い続けていたということだ。

　それさえできないとなると、今後の試験などに支障をきたしてしまうのではないだろうか。

「うむ……言いにくいのだが、正直ちょっと困ったな。けど、心配するな。これが原因で評価を下げたり、後で何か請求したりは絶対にしないと約束するから」

　聞くと、ジェダームさんは難しい表情をしつつも、俺を安心させようとするような口調でそう言った。

　一応、俺の責任にはならないようだな。

　しかし事実、ギルドとしてはこの岩が壊されたのが痛いということに変わりはないのか。

　そうだな。こういう時こそ、賢者の石の出番だろう。

「良かったら、代わりの岩を設置しましょうか？」

　俺はそんな提案をしてみた。

「代わりの岩？」

「はい。壊してしまって恐縮なので、どうせなら今すぐお作りしようかと」

「いやいや気にするな……と言いたいところだが、お前が作る岩となるとちょっと純粋に興味があるな。良かったら、作ってみてくれないか？」

「分かりました」

　許可が出たので、俺は賢者の石をマジックバッグから一つ取り出し、どんな岩にするかを考え始めた。

　まず「とにかく耐久性が高い」というのは前提として、魔術試験で使用するというコンセプト上、せっかくなら試験に役に立つ機能も盛り込みたいな。

　たとえば、受けた攻撃魔法の威力を数値化して表示する、なんてのはどうだろう。

　考えがまとまったところで、俺は賢者の石を岩に変換する。

「こちらです」

「おお……一瞬にしてさっきと同じサイズの岩が」

　ジェダームさんは、できあがった岩を興味津々であらゆる角度から見ていった。

「頑丈そうな岩だな。ちょっと一発、試し撃ちをしてみていいか？」

「もちろんです。できれば、全力の一撃を叩き込んでもらえるとありがたいです」

　ジェダームさんが岩の耐久性を試したがったので、是非やってもらうことにした。

　といっても、別に俺は、実際に魔法をぶつけるところを見て耐久性を確認したいわけではない。

　わざわざジェダームさんに、それも全力で一発魔法を撃ってもらうのは、とある意図あってのことだ。

「では……喰くらえ！」

　ジェダームさんが何やら魔法を放つと岩に当たり、一瞬岩の周りが燃え上がった。

　その数秒後、岩は「1000」という数字を表示した。

「耐久性は確かにばつぐ――な、何だあの数字!?」

　突如表示された数字に、ジェダームさんは驚きの声をあげる。

　それについて、俺は解説した。

「攻撃魔法の威力を数値化したものです。ジェダームさんのさっきの攻撃を基準値の１０００として、受験者の攻撃魔法の威力を相対的に測れるようにしました」

　そう。ジェダームさんにわざわざ「全力の一撃を」と注文したのは、基準を分かりやすくするためだ。この岩は、最初に受けた攻撃の威力を１０００とし、それを基準に次回以降の攻撃の威力を数値化するよう設計した。

　それにより、受験者がジェダームさんの全力の六割の攻撃をすれば、数値は６００に。

　ジェダームさんの全力以上の攻撃をすれば、１０００以上の数値が出るようになったのである。

　ジェダームさん、体格から察するに冒険者上がりの職員だろうからな。

　そんな職員の全力の攻撃魔法が基準となっていれば、「この数値ってことはこんくらい強いのか」みたいなのも判断しやすいだろうと考えたのである。

「今後の試験にお役立てくださればと」

「お、おう……。すまんな。まさか受験者に、試験の設備を改良してもらうことになろうとは……」

　ま、これで「試験の設備を壊してしまった」というモヤモヤをかかえながら今後生きていかなくてよくなったしな。好評なのはありがたいことだ。

「これもある意味、ギルドへの貢献には間違いないからな。冒険者としての実績にカウントするよう、手続きしておくよ。もちろん報酬も出す」

「あ……ありがとうございます」

　しかもなんか、依頼を一個達成した扱いになったし。

　これはラッキーだな。

　多少試験がやりやすくなるだけで、特段利益を生むものではないので、報酬までもらうのは流石に遠慮しときたいと思うが。

　その後は、ジェダームさんが試験の結果を記録用紙に記すと、ギルドに戻ることになった。

　これで、冒険者登録試験は全科目終了だ。




「結果はすぐ出るから、待合室で待っていてくれ」

「分かりました」

　それから三十分ほど。俺は待合室にて、結果が出るのを待った。

　呼び出されカウンターに向かうと、受付嬢は開口一番こう口にした。

「おめでとうございます！　冒険者登録試験、合格となります！」

「あ、ありがとうございます！」

　合格という単語が耳に入り、俺は喜びと安堵が半々ずつ混じったような気分になった。

　いや、ジェダームさんの反応から、頭では合格確実だろうと思っていたんだがな。

　それでもやはり、合格が確定事項に変わる瞬間というのは、何にも代えがたい嬉しいものだ。

「それにしてもクロノさんほどの大型新人は、弊ギルドでも初ですよ」

　言いながら、受付嬢は俺に真新しい冒険者証を手渡す。

「なんせ特級戦闘者の称号付きでＥランクから始める人なんて、私見たことありませんから」

　彼女はそう続けた。

　……え!?　Ｅランクに、と、特級戦闘者!?

　驚きのあまり、俺は自分の冒険者証を二度見する。

　というのも、そもそも冒険者ギルドのランクは、ＳからＧまで計八段階ある。

　そのうちＥから始まるということは、登録直後から二ランクもすっ飛ばしてのスタートになるということなのだ。

　これだけでも、ジェダームさんがメチャクチャ俺のことを高く評価してくれたことが窺うかがえるのだが、それよりもっとヤバいのは、「特級戦闘者」の称号の方だ。

　パンフレットに書いてあったことが正しければ、これは、戦闘能力が突出した者にのみ与えられる「あらゆる危険地帯に入る資格」付きの称号。

　ダンジョン奥地に代表されるような危険地帯は通常、ギルドによってランクによる入場制限などが課されているのだが「特級戦闘者」の称号があれば、ランクの如何に拘らずあらゆる地帯に入ることができるのだ。

　それほどのものを、まだロクに戦闘経験もない俺が手にしてしまうことになろうとは。

　ただの合格だけではない想定外の特別待遇に、俺は実感が追いつかなくなってしまった。

「そ、そんな……ありがとうございます」

　目をこすって再度冒険者証を見ても、確かにランクはＥだし、特級戦闘者を示すロゴもちゃんと入っている。

「当然ですよ。テイマーの身でありながらあのジェダームさんに剣術で勝った上に、従魔が『試しの岩』を粉砕したとなれば。今後のご活躍、本気で期待してますからね」

　受付嬢はそう言うと、ニカッと笑顔を見せた。

　あの岩、そんな名前がついてたのか。

「……と、そうだ。『試しの岩』といえば」

　受付嬢は思い出したように呟きながら、カウンター上に金貨の山を置いた。

「わざわざあの岩、代替品を置いてくださったんですよね。それも……元あった岩の超上位互換を。本当にありがとうございます、こちらはその謝礼の百万リブルになります！」

　金貨の山は……威力測定機能付きの岩の代金だった。

「え……百万？　そんなにですか？」

　俺は聞こえてきた金額に、耳を疑ってしまった。

　原価を思えば安いくらいかもしれないが、言ってもできあがったものはただ攻撃を受けるだけの岩だからな。

　それにそこまでの商品価値を見出してもらっていいのだろうか……。

　若干、不安にさえなりかけていると、彼女はこう説明した。

「もちろんです。聞いたこともないような便利機能もさることながら……ジェダームさんからは、耐久面がとんでもないと聞いておりますから」

「そこまで評価してくれてたんですね。まあ、耐久面は可能な限り上げようと設計はしましたが……」

「あの元Ａランク冒険者の魔法剣士であるジェダームさんが全力で攻撃して、傷一つつかなかったんですよね？　そのクラスなら、もう修復する必要すらなく、半永久的に使えますから。減価償却的な観点から、そこまでコスパの良い岩なら百万くらい払ってもいいだろうという話になったんです」

「な、なるほど……」

　ジェダームさん、元冒険者なのは確かだろうとは思ってたがＡランクだったのか。

　それで剣術試験の時、自分が負けたことに対し「どんだけ高いグレードの自動戦闘ポーションを……」みたいな発想になったんだな。

　とはいえ、だ。

　元はと言えば俺が試験の備品を壊してしまったから代替品を寄贈しただけなのに、お金を受け取るのもなんか筋が通ってないよな。

「でもやっぱり受け取れませんよ。このお金はギルドの運営のために使ってください」

「そ、そうですか……。そこまで仰るのなら、大事に使わせていただきます」

　ここでこのお金を受け取ってしまうとなんかずっと心に引っかかり続けそうだったので、俺はそう言って謝礼を断ることにした。

　受付嬢は金貨の山をしまいに行った。

　何はともあれ、やっとこれで念願の冒険者だ。

　じゃ早速、依頼でも見てみるとするか。

　そう思い、カウンターを離れた俺は、軽い足取りで依頼掲示板に向かった。

　依頼掲示板には、ＳランクからＧランクまでの依頼が、ランク別にエリア分けして貼り出されていた。

　ふむふむ。Ｇランクだと採取依頼や雑用がほとんどだが、Ｆランクになると少しばかり討伐依頼も出てくると。俺のランクであるＥランクでは、雑用はほぼなくなって採取が五割討伐が五割になってくる感じだな。

　アリフレ草から何でも作れる身としてはあまり採取依頼には興味がないので、討伐依頼を主にやっていくようにするか。

　もっと上のランクになると、護衛依頼や調査依頼も入ってくるんだな。

　護衛依頼は、同じ内容でもランクが上がるにつれ少ない人数で受けられる感じか。

　これで全部か。いや……裏にもなんか貼ってあるぞ。

　掲示板の表面に目を通し終わった俺は、次に裏側に回った。

　そして、掲示物に目をやった時、俺はその内容を見て大事なことを一個思い出した。

「……あ、そうだ。盗賊」

　裏面にあったのは、盗賊の指名手配。

　名前と主な犯罪歴、そして懸賞金が書かれた紙が何枚か貼り出されていたのだ。

　それを目にしたことで、アステラさんたちを襲おうとしていた盗賊の死体がマジックバッグに入れっぱなしなことを思い出したのである。

　……仕方ない。どの依頼を受けるかとかは一旦後回しで、受付にＵターンだ。

「すみません。そういえば、もう一個やってほしい手続きがあるのを思い出しました」

「え……な、なんでしょうか？」

　戸惑い気味の受付嬢の前に、マジックバッグから死体を取り出す。

「実は過去に、盗賊を討伐したことがあるのですが。処理の方お願いできますか？」

「ええ、もちろんです。では盗賊の正体を調べる必要がありますので、ついてきてください」

　どうやら別の場所に持っていく必要があるらしいので、盗賊は一旦マジックバッグにしまう。

　そして受付嬢について移動した。




「こちらが死体検分用の部屋となります。お入りください」

　受付嬢に連れてこられたのは、暗くてひんやりとした部屋だった。

「では、先ほどの盗賊を出していただけますか？」

「ええ」

　指示に従い、盗賊の死体を再度取り出す。

　すると受付嬢は、まず顔に被さっている覆面を取り外した。

　かと思うと、彼女は急に血相を変えた。

「こ、この盗賊は……！」

　そう言ったっきり、彼女は何の説明もなく猛ダッシュで検分室を飛び出す。

　どうしたんだろう。そんなにレアな盗賊だったか？

　不思議に思っていると、受付嬢は一人の壮年の男を連れて戻ってきた。

　その胸には、「冒険者ギルド　本部長」と書かれたプレートがついている。

「例の期待の新人が、『ラストギルティ』の死体を持ち込んだというのは本当か」

「はい、こちらです」

　本部長は真剣な顔つきで、盗賊の死体を覗き込む。

　そして受付嬢と同様顔色を変え、全身を震わせ出した。

「な、なんと……。長年の悪夢が、こんな形で終わる日が来ようとは……！」

　えっと……盛り上がってるところ悪いのだが。

　結局コイツらは何者なんだ？

「あの、これってそんなヤバい盗賊なんですか？」

　聞きづらい雰囲気ではあるが、俺が質問すると、受付嬢が答えてくれた。

「この盗賊を倒す力がありながら、正体を知らないというのも不思議な感じですが……まだ若いから馴な染じみがないのかもしれませんね。この盗賊の名は『懸賞王・ラストギルティ』。自身の懸賞金額のインフレだけを生きがいとする、非常に厄介な盗賊でした」

「懸賞王・ラストギルティ……」

　聞いたこともないが、とりあえず異常な奴らなのは間違いないな。

　懸賞金額が生きがいって、なんでそんなにプライドの持ちどころを間違えたのか。

「ラストギルティは、国家反逆罪ばかりを起こす盗賊でした。それも全ては、懸賞金額を手っ取り早く吊つり上げるために。コイツらが行ったことのある国で、要人が死ななかった国はないと言っても過言ではありません。小国だと、国王が殺されたケースも何件かあったとか」

「ええ……」

　国家反逆罪が手段って何だよ。どうやったらそんな発想に行き着くんだか。

　にしても、まあ確かに、そういうことならコイツらがアステラさんを狙っていたのも説明がつくな。というか国王すら殺されてるのか。せめて悪政が敷かれている国に限ってやれば、義賊くらいにはなれたものを。

「当然、それだけセキュリティを突破する力もあるわけですから、捜査もずっと難航していたんです。かつて何人の冒険者や騎士が返り討ちに遭ったことか。コイツらを倒すために、ずっと仲が悪かったにも拘らず同盟を組んだ国さえあると聞きます。ほんと、捕まって一安心ですよ」

　そう言って受付嬢は、説明を締めくくった。

　まさか、そんなエグい奴らを相手にしてたとはな。

　コイツらが思いつきもしないような手段で不意打ちしたのが幸いしたってところだろう。

「そんな大物だったんですね……」

　あまりに説明が壮絶すぎて、俺はそれだけしか言葉が出てこなかった。

　――そんな中。

「うむ、確かに知られているメンバーは全員揃っておるな」

　さっきまで黙々と死体を検分していた本部長が、ポツリと口にした。

「これなら懸賞金の支払いは満額だ」

「分かりました。ではクロノさん、懸賞金をお支払いしますので受付に戻りましょう」

　そして受付嬢に促され、俺はカウンターに戻ることに。

　そこから受付嬢と本部長は二手に分かれ、受付嬢は「懸賞王・ラストギルティ」の指名手配の張り紙を外し、本部長は金貨の山を運んできた。

　受付嬢が手に持っている張り紙には、「懸賞金：五百万リブル」と書かれてあった。

　懸賞金でその額とは、本当に大物の証って感じだな。

　と、思いきや。

「懸賞金の三千万リブルだ。受け取ってくれ」

　金貨の山をドサリとカウンターに置いて息をつきながら、本部長はそう口にした。

　……あれ？　懸賞金、なんか張り紙の額の六倍ないか？

「えっ、いいんですか？　なんか張り紙の額と違いますけど……」

　遠慮がちに、俺はそう言ってみる。

　するとそれについては、受付嬢がこう解説した。

「五百万リブルというのは、表向きの懸賞金額です。一時期は一千万くらいまで上げたこともあったのですが、奴らの目的を知ってからは、この額に引き下げました。上げると思うつぼですからね。しかし……ラストギルティを倒してもらっておいて、五百万では絶対に釣り合っていない。そこで、表向きは五百万としつつも、裏では三千万払うって取り決めていたんです」

　なるほど……犯人の性質上の対応ってことか。しかしそれにしても、あれだけサクッと討伐できたことを思えば、三千万はもらいすぎに思えるが。

「それでもやっぱり、そこまでの大金じゃなくて大丈夫ですよ」

　俺は受け取りを遠慮しようとした。しかし。

「これに関しては、そういうわけにはいかんのだ。ラストギルティは、これまでに数々の国で国家反逆罪を起こしておるからな。討伐者に相応の懸賞金を渡さねば、それらの事件を軽視しているとみなされ、冒険者ギルドが白い目を向けられてしまう」

　本部長が、困り顔でそう口にした。

　うーむ。もらわないのは、逆に迷惑か。

「そういうことなら、承知しました」

　ギルドにも事情があるのなら、受け取るのが礼儀と言えるだろう。

　ありがたく、その三千万はいただくことにした。




［side:アステラ］




　時を遡り、王都に着いた日の晩のこと。

　豪ごう奢しゃなシャンデリアのついた、シンプルだが高級感のある自室にて、アステラはある問題について考えていた。

「いい加減、どこかで食い止めなくちゃいけないことなんだけどね……」

　曲線的な背もたれのついたフカフカの椅子に深く腰かけながら、彼女は呟く。

　アステラが強い懸念を抱いている、ある問題。

　それは――聖女の力が代を重ねるごとに弱まっていることだ。

　そもそも、この世界における聖女の役割とは何か。

　大きく三つに分けると、「治癒魔法の行使」「神託の受信」そして「魔神から魔族への力の供給妨害」となる。

　治癒魔法の行使は病気や怪我、呪詛で苦しむ人を癒やすことだが、これはポーションで代用が効くという点において相対的には重要度が低い。

　どちらかといえば、大事なのは唯一聖女にしかできない残り二つの方だ。

　うち一つ、神託の受信は、文字通り神からのメッセージを受け取ること。

　時折神は、人類にとって重要な未来の出来事及び対処法を、聖女を通して教えてくれる。

　それらの情報の活用は時として国の存亡にすら関わるので、神託の受信は聖女にとって最重要な役割なのである。

　そしてもう片方、魔神から魔族への力の供給妨害は……簡単に言えば、世界中の全魔族に対するデバフだ。

　この世界には、魔神に魂を売るのと引き換えに強大な力と長寿を手に入れ、世界に仇あだをなす「魔族」という生き物がいる。その〝強大な力〟は魔神から魔族に絶えず供給されているのだが、……ざっくりとイメージで言えば、聖女には力の供給のパイプを狭めるような能力があるのだ。

　ちなみにこのデバフは、聖女が意識しているかに関係なく常時発動される性質のものである。

　この力で魔族が弱体化していればしているほど、騎士や冒険者が魔族と対たい峙じした際、戦いが楽になる。安全保障の面において、このデバフは非常に大きな意味を持っているのである。

　ここで大事なのは、これらの有効性は聖女の〝強さ〟に依存するということだ。

　聖女の力が強ければ強いほど、より重病や強力な呪詛を治癒できるし、神託の通信量が上がってより詳細かつ多量の情報活用ができるし、魔族の力は弱まる。

　だが肝心の聖女の力は、ここ百年ほど代を重ねるごとに弱まっているのだ。

　そしてそれに関し、アステラには確かな心当たりがあった。

「やはり、アンデッドを討伐するしかないわよね……」

　聖女の力は、ある決まった三種のトレーニングをバランスよく行うことで効率的に強化することができる。

　その三種とは、「教会でのお祈り」「全国各地の教会を行脚し傷病者を治癒して回ること」そして「アンデッドの討伐」の三つだ。

　うち最初の二つは、ついこの間までのアステラのように、現役の聖女も先代の聖女も真摯に取り組んできた。しかし最後の一つ、アンデッドの討伐は、ここ数代の聖女において軽視されてしまっているのである。

　――理由はここ百年ほどの、国による聖女の安全第一志向だ。

　聞いた話によると、先々代の聖女が見習いだった頃、アンデッド討伐活動中に死にかける事故に遭い、我が国は聖女不在の期間ができてしまうかもしれない危機に立たされたのだとか。

　その時の影響で、「死んでは元も子もないから、アンデッド討伐による強化トレーニングは控えめにしよう」という方針が立ってしまった。

　以降もその流れは過激化の一途を辿り、ついにはＦランク冒険者でも倒せるようなアンデッドの討伐中に現聖女（当時は見習いだった）が転んだことすら、問題視されたとか。

　そんな経緯もあり、アステラに至ってはほぼアンデッドの討伐をしたことがない。

　それに対し、以前から彼女は薄々と危機感を覚えていた。

　しかし、貴族や司祭の誰もが「アンデッド討伐などするべきではない」と口を揃える現状、アステラは何も言い出せないでいた。

　だが、ここへ来て彼女は再度、この問題と正面から向き合うことに決めた。

　きっかけはもちろん――。

「クロノくんとなら……アンデッドの討伐だって、安全に行えるはず」

　賢者と究極錬金術師という前代未聞の職業を二つも持つ男・クロノに他ならない。

　クロノが護衛についていさえすれば、たとえ世界で最も危険な地帯であっても、国王の寝室以上に安全な場所になること間違いない。

　数え切れないほどのポーションと賢者の石の備蓄。

　ドラゴンさえも作れる圧倒的な創造能力。

　そして何より――国内有数の精鋭であるレインザたちですら歯が立たなかった襲撃者を一瞬で葬り去った、圧倒的な戦闘能力。

　その全てを、一度に目の当たりにしたのだ。

　それでも尚、彼の万能さに全幅の信頼を置かないなどという選択肢があるだろうか。いや、ない。

「まさに『空前絶後』って単語がぴったりな人、よね……」

　アンデッド討伐のジレンマを打破できる人物は、彼しかいないと言っても過言ではないだろう。

　だいたい、アンデッド討伐とはまったく関係ない場面で一度は死にかけた身なのだ。

　そんな状況の後に今更、アンデッド討伐だけをピンポイントにタブー視する理由がどこにあるというのか。

「……思い立ったが吉日。早く動かなくちゃね」

　明日、国王に話をつけて許可をもらおう。

　そしてうまく説得ができたら、冒険者ギルドに赴いて指名依頼を発注しよう。

　彼は明日冒険者登録をすると言っていたし、夕方くらいに行けば、登録も済んで指名できる状態になっているだろう。

　頭の中で計画を練りつつ。

　彼女はここ百年の間違った風潮にメスを入れる覚悟を決めたのだった。




◇




　次の日。

　朝早く目が覚めた俺は、ちゃっちゃと朝食を済ませると即冒険者ギルドに向かった。

　結局、昨日は登録試験と盗賊関係のことを終えたらもう夕方になっちゃって、これから活動しようって感じじゃなくなっちゃったからな。

　その分、今日こそは朝イチから活動しようと思っていたのだ。

　まずは依頼掲示板にて依頼選び。

　難易度の相場がよく分からないので、まずはＥランクの討伐依頼から受注していくとしよう。

　まあ、まがいなりにも「特級戦闘者」の称号をもらえた以上、Ｅランクの依頼がちょうどいい難易度ってことはないだろうが。

　いきなりＡランクの依頼とか受けて歯が立ちませんでしたじゃ話にならないからな。

　まずは確実にこなせる依頼を受け、その時の難易度の感触をもとに徐々に調整をかけていこう。
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　適当にＥランクの討伐依頼の張り紙を一枚手に取ると、受付に持っていく。

「これを受けたいのですが」

　そう言って俺は、張り紙を受付嬢に渡したが――返ってきた反応は、俺の予想とはまったく違うものだった。

「あーすみません、張り切っていただいているところ恐縮なのですが……実は今は、これよりもやっていただきたい依頼がございまして」

「え？」

「クロノさんには指名依頼が入っております」

「……えええ!?」

　一瞬、理解が追いつかなかった。

　し……指名依頼!?

　誰が？　こんな駆け出しの俺になぜ？　というかそもそも……。

「あの、なんで俺を指名できるんですか？　規則上、指名依頼が入る可能性があるのはＣランクからなんじゃ……」

　俺が真っ先に疑問に思ったのはそこだ。

　冒険者ギルドの規則上、依頼発注者は指名依頼を出したい場合、Ｃランク以上の冒険者を指名しなければならないはずなのだ。

　そしてそのルールには確か、一切の例外が認められていない。

　たとえば「特級戦闘者」は普通のＥランク冒険者では許可されないさまざまな活動ができるが、そういった例外措置の中に指名依頼は含まれていなかったはずだ。

　なのにこれはいったい、どういうことか。

　疑問に思っていると、受付嬢は若干答えにくそうにこう口にした。

「それは……確かに仰る通り、弊ギルドではＣランク未満の冒険者への指名依頼の発注を禁止しているのですが。今回は依頼者が依頼者でして、規則を理由に断れる相手ではなく……」

　いや、「規則を理由に断れる相手ではない」って、誰だったらそうなるんだよ。

　とツッコミが喉元まで出かかったが、まあ該当者はほぼ二択に絞れるか。

「もちろん、弊ギルドの存在意義は第一に冒険者保護ですから。もしクロノさんが受けたくないと仰れば依頼はお断りします。ですが、『一応クロノさんの意思だけは確認してほしい』と言われまして……」

　そう続ける受付嬢に、俺は受注するかの判断をするため質問を投げかける。

「その依頼相手というのは、国王陛下か聖女見習いのアステラさんのどちらか、とかですか？」

「……ええ。アステラ様の方でございます」

　やはり、依頼者は俺の予想の範はん疇ちゅうの人物だったようだ。

　となれば……少なくとも、依頼内容も聞かずに断ることはないな。

「どんな内容なのですか？」

「端的に言えば、アステラ様のアンデッド討伐活動の補助です。もし少しでも受注なさる気がございましたら、詳しいことはご本人から聞いていただければと」

　アンデッド討伐……の、補助か。

　なんだろう。昇天促進の触媒でも作ってほしい、みたいな話だろうか。

「一応聞いてみようと思います」

「承知しました！　この時間ですと……アステラ様があと三十分くらいでこちらに到着するはずですので、それまで待っていただければと」

　賢者の石で何か作って納品、ってぐらいならすぐできるしな。

　その程度ならいくらでも協力しよう。

　そう思い、俺はとりあえず依頼を受注する方向性で考えることにした。




　が……しかし。

　依頼内容は、俺が想定していたものとはまったく違っていた。

「……というわけで。クロノさんには、私の行く先々にいるアンデッドでない魔物を片っ端から退治してもらいたいんです」

　凛とした表情で話すアステラさんの依頼内容は、簡潔にまとめるとこんな感じだった。

　聖女として十分な力を身につけるには、国家全体にはびこる聖女に対する過保護な風潮を押し切ってでもアンデッドの討伐を行う必要がある。

　しかし、アンデッドの生息地にアンデッド以外の魔物がいないケースはほぼない上に、聖女（及び見習い）にはアンデッド浄化以外の戦闘能力はないので、このトレーニングには護衛が必要。

　そして、国王などの反対を押し切れるほどの護衛としての人材は、俺しかいない――と。

　そのように熱っぽく語った内容に加え、アステラさんは昨日どうにか国王の説得には成功したことを話してくれた。

「なるほど、そういう話でしたか……」

　正直……俺がこの話を聞いて真っ先に思い浮かべた感想は、「本当に護衛が俺でいいのか」ということだった。

　確かに昨日の登録試験ではある程度ギルド職員のお墨付きはいただけたし、レインザさんたち（どうやら相当エリートだったらしい）が苦戦する相手を瞬殺した実績もある。

　が、特に後者に至っては、ほぼ不意打ちのようなものだった。

　はっきり言って、魔物が跋ばっ扈こする中うまく立ち回るということについては、俺には経験が足りなさすぎる。

　まあそれも、ある程度は賢者の石でアイテムを作りまくってカバーできるかもしれないが……それでも、他にもっと適任者がいるのではないかと思わざるを得ない。

「その役割、俺にこなせるんですかね……」

　不安しかない中、俺はそう呟く。

　それに対し、アステラさんは意外な角度から説得を試みてきた。

「どうか、お願いします。強い冒険者やお付きの護衛はたくさんいても、超安全主義の国王やその臣下たちの感覚を麻痺させられるようなインパクトのある人材は、クロノさんしかいないんです。そういった意味でも、クロノさんは唯一無二の存在なんです」

　じっとこちらを見つめ、一生懸命話す彼女は、内政の観点から俺を適任者として挙げたいようだった。

　まあ、確かに……賢者というジョブが唯一無二である以上、ドラゴンを人工的に作り出せるのが俺だけというのは事実だし。

〝派手な戦闘スタイル〟で説得しやすいという意味では、俺がナンバーワンになるのかもしれない、か。

「最初から超絶危険なダンジョンの奥地に連れてって、なんて言いませんので。そもそも、私に倒せない強さのアンデッドがいるところにいきなり行っても無意味ですし」

　アステラさんは苦笑しながらそんな念押しを口にする。

　うーん、確かに……こうも適任者としての妥当性を挙げられては、なんか俺も受けるべきという気がしてしまうな。

　仮に後々、役人たちの間で「クロノは期待してたほど強くない」という結論に至るとしても、アステラさんとしてはそれまでの期間だけでもアンデッドを討伐したいんだろうし。

「分かりました。でも、慎重に行きましょう」

「い……いいんですか？　ありがとうございます！」

　依頼を受ける旨を伝えると、アステラさんはこれまでにないほどの笑顔を見せた。

「じゃ、ギルド職員に受注すると伝えてきますね」

「はい！」

　そう言って俺は、受付に向かった。

「例の指名依頼ですが、受注することにしました」

「それは良かったです！　では、こちらの張り紙は元に戻しておきますね」

　そういえば、なんか討伐依頼受けようとか思ってたな、今朝の俺。

　すっかり話が変わって忘れてたが。

「じゃあ、出発する前に、まずは装備から揃えましょうか」

　そう言って俺は、アステラさんと共にギルドを後にすることにした。

　賢者の石を多様なアイテムに変換する現場は、念のためあまり多くの人には見られないようにしたいからな。

　装備作成は待合室ではなく、人ひと気けのない場所でやるつもりだ。

「そ、装備……もしかしてそれも、賢者の石で」

「もちろんそうです。出し惜しむ意味もありませんから」

「……可能な限り、報酬は用意させますね。その……できるだけ使用する石の個数に見合うようには……」

　覚悟の籠もった声で、アステラさんは深々と頭を下げながらそう口にする。

　そこはあんまり気にしなくていいんだがな。

　というか、既存の賢者の石の取引価格で計算して財政難に陥られても困るので無理をしないでほしい。俺はもうお金を必要としているわけじゃないし。




　まずは飛行ポーションでアステラさんと一緒に王都の外に出て、だだっ広い平原のど真ん中に着陸する。

　ギルドの地図によると、この平原にはホーンラビットしか出現しないようだ。

　ホーンラビットは非常に弱い魔物で、角にさえ気をつけていれば荷物持ちの頃の俺でも倒せたような魔物。

　そんな魔物しか出現しないこともあって、ここを活動拠点にするのはせいぜいＦランク冒険者くらいなんだそうだ。

　辺り一面アリフレ草が生えている景色は、異次元空間を連想させる。

　……まああそこみたいに１００％というわけではなく、ところどころ他の薬草も混じっているのだが。

　とにかくそんな場所なので、見渡す限り人がいない状況でなら、アイテムを作っていても誰かに見られる心配はない。

　というわけで早速、アイテム作りを始めることにした。

「アンデッドが生息する場所って、通常どんな対策をして挑むものなんですか？」

　手始めに、俺はアステラさんに質問する。

　何でも作れるとはいえ、どんな系統のアイテムが必要か分からなければ、十分な対策ができないからだ。

　一応アステラさんは国の方針が変わった場合に備え、座学レベルではアンデッド対策に精通してるらしいし、情報を得てからアイテムを作れば効果的なものができるだろう。

「そうですね。基本的には、普通に冒険者が討伐活動をする時と変わらない対策で大丈夫なはずです。アンデッドに有効な魔法は限られますが、そこは私が担当する――というか私の能力で倒さないと意味がありませんから。強いて言えば、ミイラ系の敵は臭かったり、毒ガスを出したりするアンデッドもいるので、防臭・防毒効果が付与されたマスクをする場合もあるくらいですかね」

　まるで指南書が目の前にあるかのように、すらすらとアステラさんが答えた。

　なるほど、臭いと毒ガスか。

　ならじゃあマスクを……いや待てよ。

　どっちかといえば、空間全体をクリーンにする方向性で行った方がよくないか？

「じゃあまず、これを」

　俺は賢者の石を二個取り出し、それらを空気清浄装置に変換した。

　性能としては、半径五メートル以内の空気を、ちょっとでも汚れている部分があれば瞬時に清浄化する感じだ。服につけられるよう缶バッジの形状にした。

「これは？」

「空気清浄装置です。身に着けていれば、周囲の空気が完璧にクリーンに保たれます。こっちの方が経皮吸収系の毒ガスも防げますし、服に臭いも移らなくていいかなと……」

　見慣れないものに戸惑うアステラさんに、俺は説明する。

「経皮吸収……な、なるほど。その発想はありませんでした。だいたいのアンデッド攻略指南書には『防毒マスクは気休めにしかならないので、解毒ポーションの常備は必須である』って書いてあったんですが、そういうカラクリだったんですね……」

　するとアステラさんは、目を丸くしてそう口にする。

　防毒マスクが気休めでいいのか……。大丈夫か？　その指南書。

「あと、服のことまで気にしてくださってありがとうございます！　そこまで配慮してくれる冒険者なんて、たぶんクロノさんくらいしかいませんよ！」

　嬉しそうな笑顔を浮かべ、アステラさんはそう続けた。

「そうですかね……」

　俺としては、普通に快適さを求めただけのつもりなんだがな。

　ま、そんなことより次の装備だ。

「あとは一般的な装備で良いんですね」

「はい」

「じゃあ」

　俺は気配遮断用の装備をもう一式と、魔物探知結果表示モニターを二個作成した。

「この服は……」

「自分の魔力や足音などの気配を完全に遮断できる装備です。俺はこれを使って、ダンジョン深層から魔物一匹にも会わず地上まで出ることに成功しました。積極的に倒しに行くにしても、不意打ちを仕掛けるなどで役に立つかと」

　まあもしかしたら、実力に自信がついてきたら「広範囲の敵を挑発して近づいてきた奴を片っ端からやっつける」みたいなストロングスタイルに切り替える日も来るかもしれないが。

　それまでの、少なくとも初心者の間は確実に役に立つだろう。

「ダンジョン深層から魔物一匹にも会わずって……もはや都市伝説の実績ですね。でも、それなら安心です！」

「あとこれは、敵の位置が地図上に表示されるアイテムです。この辺りにはホーンラビットしかいないのでまばらに黄色い点が表示されてるだけですが、アンデッドのいる場所だとアンデッドは赤色で表示されます」

「ええ……便利すぎませんか……」

　モニターの方も機能を説明すると、アステラさんは乾いた笑いを漏らしながらそう呟いた。

「他に何か欲しいものとかありますか？」

「いえ、十分すぎるくらいです！　もう既に賢者の石のバーゲンセールみたいな使用量になっちゃいましたし……あとは実際に戦ってみて、やっぱりどうしても必要なものが出てきたらその都度作っていただくのでいいかと」

　遠慮はしなくていいのだが、まあ確かに現地に行かないと分からないこともある、か。

　既に見切り発車とは言えないくらいの準備はしたし、そろそろ出発してもいいかもな。

「じゃあ、行きましょうか」

「そうですね！　あ、ところでなんですけど、もしクロノさんさえ良かったら、そろそろ敬語はなしにしません？　あと私のことも、さんは付けずにアステラって呼んでくだされば。というのも私、正直普段からそんな会話ばかりで疲れてるというか」

　普段は冷静なアステラさんなのだが、今回はどこか落ち着きがないような、それでいて何かを決意したような表情でそう口にする。

「いいですよ……じゃない、分かった」

　王宮で大事にされてると、そういう弊害もあるもんなのだろうか。

「流石に街中で機械竜は飛ばせないからさっきは飛行ポーションを使ったけど、ここからはもう気にしなくていいだろうし。機械竜に目的地を伝えてくれるか？」

「うん。機械竜さーん、ここに行きたいんだけど……」

　アステラは懐から地図を取り出すと、アンデッドの生息域の一つを指し、行き先として伝える。俺たちは機械竜に乗り、その場所を目指した。




　数十分後。

　機械竜が速度を落とし始め、俺たちは不気味な雰囲気を放つ森のそばの平地に着陸した。

「ここは……」

「アーティ大森林――通称『死の森』と呼ばれる森よ。もちろん、アンデッドがたくさん生息してることから名付けられてるわ」

　森の方向をじっと見つめ、緊張した面持ちでアステラはそう口にする。

　……随分と物騒な通称なことだ。

　というかそんなことより、まだ森に入ってすらいないのにちょっと臭うな。

「スイッチを入れてっと」

「そうね」

　空気清浄装置のスイッチを入れると、途端に空気が美お味いしくなった。

　……これ、普段からオンにしてても良いくらいなんじゃなかろうか。

　とまあそれはさておき、早速活動開始だ。

　まずは魔物探知結果表示モニターを起動し、森の中の様子を調べる。すると、森の周縁部の、現在の俺たちの位置から一番近いところに一体、黄色の反応が映った。

　黄色ということは、アンデッドではないな。

　向こうから襲撃してきた場合はまだしも、こちらから積極的に倒しに行く対象ではないか。

　と、思ったのだが。

「まずは手始めにこれを倒しに行きましょうか」

　アステラはそう言って、黄色い反応を指した。

「これ、アンデッドじゃないぞ？」

「ええ、分かってるわ。でもその……決して疑ってるわけじゃないんだけど、一応クロノくんが黄色い反応と戦ったらどんな戦いになるのか、先に見ておきたくって」

　聞くと、アステラは少し気まずそうに理由を話した。

　なるほど、そういうことか。

　確かに、アステラがアンデッドと交戦中に非アンデッドの魔物が乱入してきて、「倒せませんでした」じゃ話にならないもんな。

　倒せるかどうかの確認は重要か。

「じゃあ、行くか」

　俺たちは黄色い反応のある場所に向かうことにした。

「機械竜は、この反応が射程内に入ったら光線で攻撃してくれ」

「既に射程内なんだが、いいのか？」

「いや、じゃあやっぱり……とりあえず近づいて、向こうが俺たちに気づいたら即倒す感じで」

　機械竜にモニターを見せつつ作戦を説明しようとすると、既にいつでも攻撃可能とのことだったので、俺は作戦を変えることにした。

　どうせいつでも倒せる状態なら、気配遮断アイテムの有用さを確かめておこうと思ったのだ。

　ダンジョンから出る時は、可能な限り魔物と距離を取るルートを選んだこともあって、魔物と至近距離まで近づいたことがなかったからな。

　こっちが目視できるくらい近づいても相手からは気づかれないでいられるのかは、今のうちに試しておきたい。

「一応これを口の中に含んでおいてくれ。何かあったら飲み込めば助かるように」

「これ、エリクサー……そんな保険みたいなノリで消費していいの？」

「一個減ろうが百個減ろうがあんまり関係ないからな」

　歩きながら、いざという時の対策を重ねつつ、黄色い反応との距離を縮めていく。

　森まであと十メートルくらいの距離になると、魔物の正体が見えてきた。

　長くて太い、トグロを巻いた蛇の魔物だ。鑑定してみると、「パニッシュサーペント」という身体を鞭むちのようにしならせて戦う魔物だと分かった。

　観察していても、パニッシュサーペントは一向に動き出す様子がない。

「……そろそろいいか。やっつけてくれ」

　エリクサーを飲み込み、俺は機械竜に指示をした。

「御意」

　機械竜は収束度を上げた細い光線で見事蛇の脳天を貫き、絶命させた。

　と同時に、俺は自分の身体から力がこみ上げてくるのを感じた。

「うおっ、なんか凄い力が……」

「経験値の流入だな。普通は知覚できるものではないが、ロクに対魔物戦経験のない者がいきなり強力な魔物を倒せば、そういう感覚にもなる」

　感想を口にすると、機械竜がそんな解説を入れた。

　経験値……魔物を倒してその魂を取り込み自身が強化される現象を、便宜上「経験値を得る」とか言うんだったか。

　確かに、俺が主体となって魔物を倒したのなんてこれが初めてだもんな。

　正確には俺はまったく戦闘に寄与していないのだが、俺が作った機械竜がパニッシュサーペントを倒したから、経験値は俺に流れたってことか。

　さて。一応「俺が討伐した非アンデッドの魔物は、指名依頼とは別で討伐依頼として達成扱いにしていい」とのことなので、この蛇は回収しておくか。

　マジックバッグに蛇を入れる作業をしていると、エリクサーを飲み込んだアステラが呟いた。

「この森……こんな周縁部ですら、パニッシュサーペントとかいるのね……」

「パニッシュサーペントって、そんなヤバい魔物なのか？」

「少なくとも、レインザさんたちが護衛ならまず間違いなく撤退を提案してくるわね。それほどの魔物すら瞬殺しちゃうなんて、やっぱりクロノくんに護衛を依頼して大正解だったわ！」

　……そんなレベルだったのか。機械竜がさっき「経験値を知覚できるのはどうのこうの」とか言ってたが、それもあっての話ってことか。

「でも、非アンデッドでそんな魔物がいるなら、アンデッドも思ったより高位なのが多いと思った方がいいのかもね……」

「どうする？　別の場所に行きたいなら、それでもいいが……」

　不安なのかと思い、一応俺はそう聞いてみた。

　今見た感じだと、非アンデッドの方は全然余裕で対処可能っぽいが、肝心なのは「アステラが倒せるレベルのアンデッドがいるかどうか」だからな。

　パニッシュサーペントと同レベル帯のアンデッドがうようよいるとして、アステラがそれと戦いたいと思うかが全てなわけだ。

　俺としては、別に遠出はまったく問題ないからな。もっと弱いアンデッドがいそうなところで力をつけて、それからここに戻ってきたいと言うならそれでも構わない。

　と、思ったが。

「一応一回アンデッドと戦ってみてから決めたいかな」

　アステラは、ここで戦うことに決めたようだ。

　そう来たか。思ったより、肝が据わってるんだな。

　その一言に、改めて俺は目の前の少女が国を背負う存在なのだということを実感させられた。

「というのも……クロノくんと一緒なら、かなり有利な条件でアンデッドと戦えると思うから。ここのアンデッド、間違いなく私の実力以上の敵だろうけど、それ込みで通用するか一回試してみたいの。……もし私がまったく歯が立たないようなら、代わりに機械竜さんがやっつけてくれる？」

「俺にアンデッドが倒せるのか？」

「浄化は無理でも、戦闘不能にはできるわ。アンデッドは通常攻撃で木っ端微塵にしても時間経過で復活するけど、復活までは何もできないから、その間に逃げることはできる」

　いざとなったら機械竜が一時的に足止めできるので、安全対策もバッチリとのこと。

　じゃ、やってみるか。

　俺たちは最寄りの赤い反応を目指した。




　その反応は、青白い骸骨の魔物だった。

　鑑定してみると、その名は「ミスリル・スケルトン」。

　既に俺たちはあと十メートルというところまで接近しているが、敵はまったく俺たちに気づく様子がない。

「いけそうか？」

「分からない。難しいと思う。でも……やってみる」

　アステラはそう言うと、魔法の発動を準備し始めた。

　何やらブツブツと呟くうちにアステラの右手の周囲からは黄色いオーラが発現し、徐々に光量を増していく。

　数十秒して、アステラは右手を勢いよく前に突き出した。

　それにより、黄色いオーラは光るエネルギー弾となってミスリル・スケルトンの方に飛んでいく。

　ミスリル・スケルトンが後ろを向いていたこともあり、エネルギー弾は後頭部に直撃した。

「ギャーッ！」

　甲高い声で叫んでから、ミスリル・スケルトンは頭をさすりながら周囲をキョロキョロし始める。

「あまりダメージにはなってなさそうね……」

　難しい表情で、アステラはそう呟く。

「これでも一応、私が知る限り最も高度な浄化魔法を使ったのに……」

　しかしその目は、決して戦いを諦めた感じではなかった。

　ダメージは芳しくないとはいえまったく無傷というわけではないのだし、敵は依然として俺たちに気づいていないのだから、まだ諦める時間じゃないって判断か。

　敵が不思議そうに周囲を眺め回す中、アステラは次の魔法を用意し始めた。

　再び右手が黄色いオーラに包まれるが、それでも敵はこちらに気づく様子はない。

　おそらく、あの魔物は可視光を認識できないのだろうな。

　その上魔法の魔力はアイテムで遮断されているので、それもまた認知できず、敵は魔法の準備に気づけないでいると。

　この分なら、何発でも一方的に撃つことができそうだ。

　勝機は十分にあるか。

　……と、思ったのだが。

　次のエネルギー弾発射では、また状況が変わった。

「よ、避けられた……」

　エネルギー弾は、当たる寸前で躱かわされたのだ。

　そのせいで今回は、かすり傷程度しか与えられなかった。

　魔法は発動準備中こそアイテムの効果で見えないものの、射出された瞬間遮断の対象外となるため、そこから気づいて避けられた感じだろう。

　その証拠に、ミスリル・スケルトンは攻撃の回避に成功したにも拘らず、依然として周囲をキョロキョロしている。

　一方的に攻撃できる状況に変わりはないが……これだと倒すのにいくら時間がかかるか分からないな。やっぱり倒すのは厳しそうか。

　そんな風に戦況を分析していると、アステラが俺に耳打ちした。

「魔力回復ポーション、一本ちょうだい。さっきの魔法、魔力消費が多すぎて、今の私だと二発しか撃てないの……」

　どうやらアステラは、今ので魔力が枯渇してしまっていたようだ。

　二発で枯渇って……かなりの大技だったんだな。

「はい、これ」

「ありがとう」

　マジックバッグから取り出した魔力回復ポーションを渡すと、アステラはお礼を言ってそれを飲み干す。

　そしてまた、三発目の魔法を用意しだすのかと思ったが……その前にアステラは眉尻を下げ、こんなことを口にした。

「この調子だと、あいつを倒すまでに何回魔力回復ポーションを飲まなきゃいけないか分からないけど……。やっぱり撤退した方がいいかな？」

　どうやらアステラは、このままミスリル・スケルトンとの戦闘を続行すべきか迷っているようだ。

　アステラが望むなら、別に奴を戦闘不能にしてから、もっと低レベルなアンデッド生息地に場所を移しても良い。

　けどアステラの言い方だと、どうも弱音を吐いてるというよりは、ポーションの大量消費を遠慮してるだけみたいに聞こえるんだよな。

　そこだけが懸念点なら、続行も撤退も、別に俺としてはどっちでもいいのだが。

　好きに選んで、とでも返そうかと思ったその時……俺は一つ、ある案を思いついた。

「良かったら、俺がバフをかけるから、それでもうちょっと戦ってみないか？」

　ポーションの在庫は気にしなくていいとはいえ、かすり傷を与え続けるのでは埒らちが明かないのもまた事実。

　そこで折衷案として、俺が戦闘補助に入ることを考えたのだ。

　ミスリル・スケルトンはかなりギリギリでエネルギー弾を避けているので、おそらくもう少し弾速が速ければ、一発目のようにクリティカルヒットするはず。

　それに加え威力も上がるなら、倒すまでの時間は大幅に減るだろう。

「そう……よね。そういえばクロノくん、賢者だもんね。何でもアリのアイテム職人って印象が強すぎてつい忘れてたけど、あらゆる魔法が使えるってことは、バフもお願いしていいのか……」

　アステラも試す気になったようで、再び瞳を輝かせた。

　……あ、でも一個懸念点が残ってるな。

「こっちから提案しといて何だけど、俺がバフをかけても経験値周りの不都合はない？」

　この方法でもちゃんとアステラに経験値が入るかだけ気になったので、そう質問してみた。

　戦闘補助という意味では、そもそも俺か機械竜がアンデッドを戦闘不能状態にしてからアステラが浄化するって手もある。

　しかしその戦法は、今まで一度も話題に上らなかった。

　理由があるとすれば、まず間違いなく経験値関連だろう。

「たぶん……大丈夫だと思う。まあでも、ダメだとしても、検証のために一回試したいかな」

　アステラも明確な答えは持っていないようだ。

　まあでも大事なのは、完全ＮＧではないってことだよな。

　答えに迷うってことは、おそらくどこかに「このレベルまでの補助ならＯＫ」みたいなラインがあるのだろう。

　確かに、これ最初の戦闘だしな。

　それを探るとしたら今か。

「じゃあ……」

　急いで魔法便覧を確認し、良さげな魔法を探す。

「これにするか」

　俺はその中の一ページにあった、「ベース・エンハンス」という魔法を使うことにした。

　攻撃力や魔法構築速度、命中力などあらゆる能力がまんべんなく上昇するタイプのバフだ。

　どんな強い魔法も当たらなければ意味がないが、威力も上げたい状況なので、これが一番ちょうどいいだろう。

　本当はこの上位互換の魔法もあるのだが、鑑定によると今の俺の総魔力量ではそれらの魔法は使えないので、使える範囲で最適な魔法を選んだ。

　……まあ上位互換には、俺がもっと非アンデッドを倒して強くなったら切り替えていくとして。

「いくよ」

　俺がアステラにベース・エンハンスをかけると、アステラも魔法を構築し始める。

　数十秒後。

　アステラが魔法を放つと……ミスリル・スケルトンはそれに気づいたが、避けることは叶わず頭部に魔法が命中した。

「ぎ[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　先ほどとは全然違う、一層デカい叫び声をあげると、ミスリル・スケルトンはそのまま全身が崩れ、ただの金属塊に変貌した。

　それと共に、ハッと目を見開き、アステラが呟く。

「力が……！　これね、さっきクロノくんが言ってたの」

　どうやら無事、経験値はアステラに入ったようだ。

　バフの介入まではＯＫの範疇か。杞憂で良かった。

「凄いわ！　たった三……いや実質二発で、ミスリル・スケルトンほどのアンデッドを倒せるなんて……！」

　アステラは目をキラキラさせながらそう続ける。

「やっぱりクロノくんと来て正解だったわ。こんなにも実力以上のアンデッドを倒せるなら、私、想定より早く強くなっていける！」

「それは良かったよ」

　返事をしつつ、俺は金属塊を鑑定してみた。

　どうやら何の変哲もないミスリルとなっているようだ。

　ちなみに鑑定曰く、ただ単に死骸が残るだけの普通の魔物と違い、アンデッドは「ドロップ品」と呼ばれるこのような変化物を遺していくらしい。

　普通に鉱物資源として利用可とのことだし、一応持って帰るか。

　もちろんこれはアステラの戦利品なのだが、マジックバッグを持ってるのは俺だけなので一時的に預かるってことで。

　回収が終わると、俺たちは今後の予定を考えることに。

「次、どうする？　黄色が余裕で対処可能なのは分かってるし、赤ばっかり狙うか……」

　モニターを指しつつ、俺は提案してみる。

　が、アステラの考えは違った。

「それなんだけど、赤とか黄とか関係なく、片っ端から倒していった方がよくないかな？」

「なるほど、その方が俺のバフの腕も上がるからか」

「長い目で見たら、そっちの方が効率的だと思う」

　……それもそうだな。ナイスな提案で助かる。

　というわけで、俺たちは特に敵の種類を区別することなく倒して回った。




　夕方になると、俺たちは討伐作業をやめ、一旦王都に戻ることにした。

　森の近くに賢者の石で住居を作り、駐在することも考えたが……まあ、往復合わせても一時間ちょいしかかからないんだしな。

　アステラの言う「安全重視の風潮」とやらのことも考慮すると、生存報告は頻繁に入れた方が国の重役の理解も得やすいだろうし、そこらへんも天てん秤びんにかけて帰る選択をすることに決めた。

　機械竜で近くの平原まで戻り、一旦着陸して十分の一スケールになってもらう。

　そこからは、飛行ポーションで王都内部に入った。

　ギルドの目の前で一旦地面に降りると、俺はアステラに渡しておくべきものをマジックバッグから取り出した。

「はい、これ。一応集めてたアステラの戦利品」

　そう。アステラが倒したアンデッドが遺したものだ。

　具体的には、ミスリル・スケルトン由来のミスリルの塊及び、薬液が封印されたクリスタル。

　クリスタルは「マスタードゴースト」というアンデッドからドロップしたもので、中の薬液は抗がん剤の原料になると言われている。

　今日アステラが倒したアンデッドは、この二種のみ。

　安全も考慮して、相対的に敵が弱いとされる森の周縁部だけで討伐活動を行っていたので、種類も偏ったってところだ。

　一応マジックバッグを持っている俺が預かっていたが、本来これはアステラのもの。

　そう思い、返そうとしたのだが……アステラは受け取ろうとしなかった。

「それはいいわ。私は聖女としての力が増えるだけで満足だから」

「いや、でも自分一人で討伐報酬を独り占めするのも……」

「それを言うなら、今日倒したアンデッドはほぼほぼクロノくんのお膳立てのおかげで勝てたようなもんだし。その意味でも、クロノくんの戦利品ってことにしておいてほしいの」

　うーん、まあ……そこまで言うなら、俺からギルドの買取に出すとするか。確かに聖女としての力を伸ばすことだけが目的なら、副産物にはそこまで興味がないのかもしれないし。

「……じゃあ、そうしとく」

　結局、本人がいらないというので、ありがたくギルドの買取に出させてもらうことに決めた。

「うん。じゃあまた明日！」

　そう言ってアステラは、王宮に向かって帰っていった。

　指名依頼はまだまだ続くので、今日のところは冒険者ギルドに用があるのは俺だけだからな。

　さて、と。じゃあ、素材を買い取ってもらうとするか。非アンデッドの魔物の方は、討伐依頼達成扱いにもしてもらえるって話だし。

　俺はギルドの門をくぐった。

「いらっしゃいま――あ、クロノさんお帰りなさい。どうでした、今日は？」

「まあ、初日にしてはそれなりに」

　報告しつつ、俺は受付の隣の素材受け渡し場に魔物の死体を出していく。

　が、その途中で……。

「ま、待ってください！　こ、これ以上大量にとなるとここに入り切りませんので、大型素材受け渡し場の方に行ってもらえると！」

　受付嬢は、慌てて止めに入った。

　一個として「大型」に入るようなのはないんだが、それでも量が多い場合はそうなるのか。

「わ、分かりました」

　そう言われては仕方がないので、俺は大型素材受け渡し場の方に向かった。

「すみませーん！　受付で、量が多い場合もこちらでって言われたのですが……」

「あ、いいですよ！　どうぞ」

　大型素材受け渡し場にて、今度こそ、俺はマジックバッグから全ての戦利品を出した。

　すると、受け渡し場の職員の目の色が変わった。

「な……ななななんですかこの量はいったい!?」

　いや、「量が多い」ってのは最初に告げたはずなんだが。

　と、反応を疑問に思っていると、職員はこう続けた。

「Ｂランク相当のパニッシュサーペントとソニックウルフが双方十体以上に、大量の金属塊まで……いったいどんだけ溜め込んでから来たんですか！」

　どうやらランクが高いのを量揃えてきたからびっくりされたようだった。

　はえー。この二種、Ｂランク相当だったのか。アステラの反応的にＥとかＤとかじゃないんだろうなーとは思っていたが、まさかそこまでとは……。

　あの因縁のパーティーが四人がかりで倒す魔物と同等ってことじゃん。

　そんなことなら、ダンジョン脱出の時から機械竜を作っとけば良かったな。

　そしたらビクビクしながら魔物を丁寧に避けてダンジョンを出る必要もなかった。

　しかし……それはそれとして、職員の最後の一言が気になるな。

「どんだけ溜め込んでから来た」って、どういうことだ？

「一日で集めた量ですけど……」

「この量を、一日で……。期間は普通でも、戦闘能力が普通じゃないですね……」

「……と言いますと？」

「Ｂランク相当の魔物ってことは、Ｂランクパーティーが頑張って倒せるレベルってことですからね。でもそれを一日でこの数ってことは、ほぼ瞬殺に近いペースだったってことでしょう？　となると、Ａランク……いやもしかして、Ｓランク冒険者の方だったりしますか？」

　いろいろ聞いていると、逆に冒険者ランクを聞き返された。

　そういえば、依頼達成扱いのためにも、冒険者証を提示しないといけないんだしな。

　今のうちに出しとくか。

「ランクはまだＥです。一応、特級戦闘者の称号はもらってますが」

「特級……ああ、あなたが！」

　冒険者証を出すと職員は、何やら合点がいったかのように手をポンと叩いた。

「例の大型新人、クロノさんですね！　登録二日目にして指名依頼が舞い込んだ前代未聞の男と聞いております！」

「は、はあ……」

　なんつう噂だよ、と俺は心の中でツッコんでしまった。

「それはもう、ギルド中が脚色されたとしか思えないような噂で持ち切りでしたから！　でもこれを見る限り、たぶんそれら全部が真実なんですよね……」

　いや、聞いてないから何とも言えないが。「秒速で億のドラゴンを狩る男」みたいな噂でも立てられてたりしたら、流石に否定しかできないぞ。

「にしても綺き麗れいですね、この死体。全部脳天意外にまったく傷がないなんて」

「気づかれる前に急所攻撃で倒しましたからね」

「素晴らしいです！　ここまで綺麗な素材ですと、割増価格で買うことも検討できます！」

　なるほど。確かに、ソニックウルフ（鑑定によると、超音波の咆ほう哮こうで生命を破壊する狼らしい。もちろん吠ほえられたことはないが）とかは傷が少ないほど上質な毛皮が取れるもんな。

　そのおかげで値が変わることもあるのか。

「とりあえず、こちら一旦お預かりしますね。その後査定を経て、買取金額をお渡しということで……」

　そう言うと、職員は作業服を来た数人を呼び、素材を運ばせた。

　まずはパニッシュサーペントやソニックウルフの素材が運ばれていき、次に作業服の男の一人がミスリルの塊を持っていこうとしたところで……俺の対応をしていた職員が呼び止めた。

「あの……ちなみにこのミスリルの塊は、いったい何由来で？」

　そうだ。いい機会だし、ここで全部説明しておこう。

「ミスリルはミスリル・スケルトンというアンデッド由来です。ちなみになんですけど……ミスリル・スケルトンとマスタードゴーストに関しては、指名依頼の依頼主である聖女見習いのアステラさんが倒したものなので、俺の討伐実績には含めないでください」

　アステラが素材は俺のものでいいと言ってくれたとはいえ、そもそも依頼の規定的に「俺が討伐した非アンデッドに関してのみ討伐依頼達成扱いにしていい」という風になっているからな。

　アンデッドは買取にこそ出せれど、討伐実績には含められないのだ。

　それを伝え忘れて何らかの手違いで実績に含まれ、後から不正だってことになったりしても面倒だからな。

　全ての職員の間でこのことが共有されてるかも定かではないので、一応伝えておくことにした。

「承知しました。ってか今サラッと言いましたけど、あの方そんな強力なアンデッドと戦ってらっしゃったんですね。近年の次世代聖女教育は極度の過保護主義とか聞いた気がするんですけど、私何を聞き間違えたんでしょうか……」

　……それは聞き間違いではないと思うぞ。

　今日の活動だって、アステラが本気で国王を説得してようやく許可が下りたんだし。

　とはいえ、最初の戦いを思えば確かに初日にしてはジャイアントキリングだったのかもしれないが。

　バフ作戦がうまく機能しだしてからは、俺もアステラも「手頃な敵」としか認識しなくなっていったので、一応強敵の部類と戦ってたなんてすっかり頭から抜けてたな。

「とりあえずじゃあ、一緒にギルド本館に行きましょうか。実績の記録とか、そういった事務処理手続きをしないといけませんので」

「分かりました」

「あとたぶん、この実績があればランクも一個は上がると思いますよ！」

「え……そうなんですか？」

「冒険者ランクより魔物の適正ランクが高い場合、一体の討伐につき二、三体を倒したと見なしてカウントしますからね。今日の討伐数で、条件はクリアするはずです！」

　そういえばそんなこと、パンフレットの隅に小さい文字で書いてあったような。

　期待混じりに、俺はギルド本館に戻った。




　結果、ランクは本当に上昇した。

「おめでとうございます！　史上最速のＤランク昇格です！」

　そんな言葉と共に、俺は受付嬢から真新しい冒険者証をもらった。

　やった。そこに書かれてある「Ｄ」の文字を見て、俺は心の中でガッツポーズした。

「まったく、たったの一日でＥからＤなんて前代未聞ですよ。いやたぶん……空前絶後ですけどね」

　遠い目で、しかしどこか嬉しそうに受付嬢はそう呟く。

「しかも、それを指名依頼と並行してこなしちゃうんですからほんと、理解が追いつかないですよ」

「並行して」というより、効率を求めた結果こうなったってだけの話なんだがな。

　続いて彼女はカウンターの上に金貨の山を置いた。

「これはアンデッド由来の素材の買取金額となります。金属塊と一定量の薬液が封入されたクリスタルでは、解体作業も査定も必要ないので。取り急ぎ、その分の買取金額だけ今お渡しします」

　なるほど、その代金か。

「ありがとうございます」

　俺は金貨の山をマジックバッグに収納した。

「このペース、明日からも続いていくんですよね……」

「続くというか、上げていきたいですね。あるいはもっと強い敵に挑んでいくか。もちろん、安全への十分な配慮が第一ですけど」

「安全に配慮した上でこのレベルを相手にするあたりが規格外なんですよ」

「そうですか……」

　まあ、それもアステラの今までの努力ありきの話だけどな。

　俺の魔力回復を前提にしているとはいえ、そもそもアステラが二発で総魔力を使い切るような大魔法を習得してくれていなければ、今日の戦果はなかったわけだし。

「また来ます」

　今日のギルドでの用事はもう済んだので、そう言って俺は建物を後にした。

　宿に戻って夕食を食べ終えると、明日に備え速攻寝ることにした。




［side:アステラ］




　クロノがギルドで手続きをしている頃。

　王宮に戻ったアステラは、早速今日の戦果を報告しに謁見の間に向かった。

「ただいま帰りました」

「おお……よく戻ってきた」

　アステラの挨拶を聞くや否や、国王は強張っていた表情をほころばせ、胸を撫なで下ろす。

「無事で何よりだ。あの男の凄さは余も認めておるのだが……それでも今日は、心配すぎてロクに国政が手につかんでな」

「それならご安心ください。今日の討伐活動、びっくりするくらい安全でしたから」

　国王が思った以上に心配していたことを知り、アステラは今日の活動がいかに安全だったかをしっかりプレゼンしようと決めた。

「びっくりするくらい安全……聞き慣れない言い回しだな。いったいどんな感じだったらそうなるのだ？」

「まず、そもそもクロノさんが支給してくれた気配遮断装備のおかげで、至近距離でも――いや攻撃した後でも魔物に一切気づかれないんですよね。なので戦いはほぼ一方的でした」

　ミスリル・スケルトンとの初戦、二発もの上級浄化魔法を放っても尚敵が戸惑うばかりだった時のことを思い出しながら、アステラは語り出す。

「夢のようなアイテムだな。流石はドラゴンを人工的に作り出すだけのことはあるというか」

「ドラゴンといえばあの機械竜、比喩でもなく文字通り一秒とかからずどんな魔物も瞬殺するんですよね。ですのでクロノさんが担当してくださった非アンデッドの排除も、驚くほどスムーズでした」

「それは何とも頼もしい……。やはり、圧倒的な力こそ正義か」

「どちらかといえば、私はその器用さの方に驚きましたが。なにせ魔物の脳天を一ミリのズレもなく正確に貫くんですから」

「戦技を極めたドラゴン、か……。向かうところ敵なしだな」

　どんどん安心する国王を見て、アステラもまたホッとする。これだけ安全性を強調すれば、今後の活動継続にも全面的に賛成してくれるだろうと確信していた。

　が、ダメ押しとして、彼女は新たに思い出したことを口にする。

「あ、あと……あれですね。彼が作ったアイテムの中には、空気清浄装置というものがあったのですが、あれのお陰で安全、というか非常に快適に討伐活動を行えました」

「ほう、また聞き慣れない便利な装置が……。確かにアンデッド、種類によっては異臭がひどいらしいからな。さぞ役に立ったことだろう」

「役に立ったどころの話じゃないですね。なんせあのマスタードゴーストが跋扈する空間で、平気で息を吸ってられるんですから」

　しかし……それを聞いて、国王は玉座から飛び上がらんばかりの勢いで驚きょう愕がくした。

「ま……マスタードゴーストだと!?」

「ええ」

「い、いきなりなんという強敵と……！」

　国王は目を白黒させながら、何度も深呼吸を繰り返す。

　それもそのはず。

　マスタードゴーストといえば、誰もが知る超危険な毒ガスをばらまくアンデッドの筆頭なのだ。

　マスタードゴーストは「一体倒すごとに解毒ポーションの風呂に浸かる必要がある」と言われるほど強力な糜び爛らん剤の使い手で、どんな冒険者も実力の多寡に関係なく避けたがる魔物。

　とても聖女見習いが倒しに行くような相手ではない。

　そんな危険な生物代表みたいな敵を、魚でも釣るかのようなノリで倒してきていたという事実に、国王は絶句するより他なかった。

「ちなみに他にはどんなアンデッドを倒してきたのだ？」

　恐る恐る、国王はそう尋ねる。

「あとはミスリル・スケルトンですね。双方十体以上は倒してきたと思います」

「じゅ、十体以上……」

　あまりの衝撃に、もはや国王は思考を放棄した。

「ま、まあ明日からも頑張ってくれ」

　が、当然と言わんばかりの冷静さで報告するアステラを見て、感覚があべこべになったこともあり、国王は「もっと敵のレベルを下げろ」とか言うでもなく、ただただ激励するしかできなかったのであった。




◇




　二日目からも、俺とアステラはひたすらアーティ大森林での狩りを続けた。

　初めは初日と同じく森の外縁部で二種のアンデッドを狩ってばかりだったが、徐々に力をつけるにつれ、少しずつ奥に進めるようになり、より強力な魔物を狩るようになっていった。

　俺の冒険者ランクもいつしかＣランクになった。

　それからしばらくして、討伐数条件に限ってはＢランク昇格基準を満たしたのだが、Ｂランクになるには他にも「護衛依頼を回数こなす」という条件があるので、昇格は保留されている。

　更に日が経つと、俺自身の戦闘力も目に見えて上がってきて、初期とは格の違うバフを発動してアステラを補助できるようになった。

　そんな日々を繰り返すこと一か月。

　遂に昨日、地図が示す森の中心部まで攻め入ることができたので、俺は今日、ちょっと趣向を変えて討伐活動をしてみようと思い立った。

　機械竜での移動中のこと。

　俺はアステラに、今日実行しようと思っている作戦について打ち明けることにした。

「なあ、ちょっと今日、一つやってみたいことがあるんだが……」

「何？」

「そろそろさあ……森のアンデッドを殲せん滅めつしないか？」

「殲滅……？」

　軽く切り出してみるも、アステラはどうもピンと来ていない様子。

　俺は続けて説明を加えた。

「ああ。アンデッドを倒して回るより、アンデッドを一箇所に集めてソイツらを一網打尽にする方が早いんじゃないかと思うんだ」

　そう。俺が考えている作戦とは……簡単に言えば、アンデッド討伐の効率化。

　今まで俺たちは、モニターに映る反応を見てはその場に赴き、一体一体アンデッドを倒して回っていた。

　初めのうちは、それでも良かった。

　そもそも俺たちの力が未熟だったので、複数体のアンデッドを一切の危険なく同時に相手取ることが不可能だったからだ。

　だが最近は、非アンデッドの瞬殺はもちろんのこと、アステラももはや軽いジャブみたいな感覚でアンデッドを倒せるようになってきた。

　一対一なら、ほとんどの場合俺のバフもいらなくなってきたくらいだ。

　それなら、アンデッドを倒してから次のアンデッドのいる場所に行くまでの時間を、もっと有効活用できないものか。

　そんな悩みの解決策として思いついたのが、「アンデッドが集まったところを袋叩きにする」という立ち回りである。

　具体的なプランはこうだ。

「まず賢者の石で……そうだな、たとえば『アンデッドが好む波長の魔力を放つ装置』みたいなものを作るだろ。そしたらそこに、森中のアンデッドが集結してくる。それを十メートルくらい離れたところから見守っておくんだ。そして頃合いを見て、アステラの魔法で全部倒す」

　この方法ならあくまで囮おとりになるのは賢者の石で作る装置なので、俺たち自身が狙われるリスクはない。アステラの安全を脅かすような方法ではないと、胸を張って言える。

　俺のプランに対し、アステラは目を輝かせつつ感想を述べた。

「なるほど……面白い作戦だと思う」

「良かった」

　アステラさえ乗り気なら、作戦決行は決まりだな。

　そう思っていると、機械竜が減速し始めた。

　……もうすぐ到着か。となると、道具を用意するのは着陸してからにしようか。

　着陸すると早速俺は、マジックバッグから賢者の石を二個取り出した。

　うち一個で、まずはアンデッドを集めるための装置を作る。

「アンデッドが好む波長の魔力を放つ発振器」みたいな感じにするか。

　そんな様子を思い浮かべていると賢者の石が変換され、目的の装置が完成した。

　そしてもう一つの魔石を用い、俺はちょっと特殊な対魔法結界魔道具を作ることにした。

　どう特殊かというと、「内から外へ向かう魔力は通し、外から内に向かう魔力は一切通さない」という性質を持つ対魔法結界魔道具だ。

　この魔道具の用途は、アンデッドを集めるための装置の保護。

　装置だけを単体で置いていると、最初に来たアンデッドによって装置が破壊されてしまった場合、アンデッドを思い通り集めきれない恐れがあるからな。

　それを防ぐために結界を用い、仮にアンデッドが装置を攻撃しても大丈夫なようにする算段だ。

　かといって、完全に魔力を通さない結界にしてしまうと、装置が放つ魔力までも遮断されてしまい本末転倒だからな。そちらは拡散されるよう、一方通行型の結界にすることにした。

「じゃ、できたし。行こうか」

「うん」

　装置を手に、俺たちは森の中心部へと向かうことに。

　飛行ポーションを飲み、森の上空を一直線に突っ切っていった。

「邪魔」

「ギャアアァァァ！」

　途中、進路上に一体のマスタードゴーストがいたが、ソイツはアステラが放った適当な中級浄化魔法により一瞬で溶けた。

　最初こそ発動に一分弱かかる魔法に俺のバフを乗せて何とか倒していた敵だが、今ではアステラ単体の力でこんな調子だ。

　そんな光景を見て、俺は今日の作戦の成功をより強く確信する。

　ほどなくして、俺たちは森の中心部に到着した。

　早速、アンデッドを集合させるための装置を起動させる。

　そして近くにいるアンデッドが到着する前に対魔法結界魔道具もセットし、俺はアステラと一緒に木陰に隠れた。

　それから魔物探知結果表示モニターを起動し、画面を見てみると……森中に点在する反応のうち、赤い反応だけが一斉にこちらに向かって動き始めるのが見て取れた。

「お、順調順調」

　その様子に満足していると、早速一体目のアンデッドがやってきて、装置の周りを不思議そうにウロウロし始めた。

　どうやらこのアンデッドは、特に装置に敵意を示さないようだ。

　もしかして結界魔道具は余計だったか？

　まあもともと万が一に備えて作っただけの魔道具なので、無駄だと思うつもりはないが。

　と、最初こそ思ったが、じきにそうでないことは判明した。

　更に十数体のアンデッドが集結してくると、ソイツらが結界の周囲にへばりつきだしたのだ。まるでバーゲンセールの争奪戦のようにアンデッドたちが結界周囲に密集し、次第にそれが熱殺蜂球かのような様相と化してゆく。

　森の大部分のアンデッドが集まる頃には、結界がその重圧のせいでキシキシと音を立て始めた。

　アンデッドに装置を攻撃する意思こそないものの、皆が皆自分の好物を我先に取ろうとするせいで、結界周囲が地獄絵図になるとは。

　想定とは違った形だったが、一応張っておいて正解だった。

　てかこの結界、森のアンデッドが全部集まるまでもってくれるよな……。

　まあもう九割五分ほど揃ってはいるのだが、あと数十秒持ってくれよ。

　そう祈っていると。

「ねえ、クロノくん。そろそろ魔法の準備始めていい？」

　後ろから、アステラがモニターを見つつそう声をかけてきた。

「魔法の……準備？」

　俺はその言葉に、違和感を覚えた。

　確かによく考えたら、もう大半のアンデッドは集合済みなので、攻撃を開始しても問題ないだろう。浄化魔法をグミ撃ちして既に集まっている魔物を倒しているうちに、残りも到着するだろうからな。

　今から始めるのは、時間効率的に考えても最適と言える。

　が……いったい準備って、何をするんだろう？

　俺が見る限り、今装置の周囲に集まっている魔物はどれも、中級浄化魔法――アステラがここに来る途中にマスタードゴーストに放った魔法一、二発で倒せる魔物ばかりなのだが。

　そんな疑問を抱いている俺に、アステラは嬉しそうにこう続けた。

「一個新しい魔法を覚えてきたから、使ってみたいの」

　そう言うと、……アステラは祈るようなポーズを取り始めた。

　するとアステラの目の前に、金色に輝く雲のようなものが出現した。

　……なるほど、魔法の中級魔法の連射で片っ端から倒していくのではなく、上級の範囲攻撃魔法一発で全てやっつけようということか。

　それなら確かに、もう準備を始めていいかと聞くのも納得がいく。

　もしアステラが今使おうとしている魔法が、初期に使っていた上級浄化魔法以上に高度な魔法なのだとしたら、当然発動までに時間もかかると考えられる。

　とすれば、未集合のアンデッドも発動準備時間の間に集まってきて、タイミングよく一網打尽……とすることも可能だろう。

　それが狙いだったというのか。

「バフ、いるよね？」

　今までに見たことのない魔法なので、威力がどれくらいになるのか想像もつかない。

　もしかしたら余計かもしれないが、とりあえず俺にできることはそれくらいなので一応聞いてみた。

「そうね。お願い」

「分かった」

　必要そうなので、俺はこの状況に最適と思われるバフ魔法を選び、アステラにかけることにした。

　俺が選んだ魔法は、「真・ダメージエンハンス」という攻撃力上昇に特化したタイプのバフだ。

　この攻撃は不意打ちな上に、敵は装置に夢中なので、避けられる恐れはほぼないからな。

　であればダメージ量のみを重点的に伸ばした方がいいのではという判断だ。

　バフが発動する頃、最後の一体が到着し、全てのアンデッドが装置周辺に揃った。

「じゃあ、いくわ」

　直後、アステラがそうかけ声をしたかと思うと……アステラの手前にあった雲が、一瞬にして上空に移動した。

　次の瞬間。

　けたたましい轟音と共に、雲から一筋の雷が放たれた。

「「「「ギァ……ギガアアァァァァァァァ!!」」」」

　雷は一体のアンデッドに当たるや否や、無数の誘導雷を生み出し、全てのアンデッドをネットワーク状に焼き尽くしていく。

「眩まぶし……」

　一瞬目を腕で覆って、次に開けた瞬間には、もはやそこには一匹たりともアンデッドが存在していなかった。あるのは、そのドロップ品であるミスリル塊などの山だけだ。
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　モニターを確認しても、真っ赤になっていた反応は全て消えている。

　本当に今の魔法で、一撃で全滅できたんだな。

「今の魔法は……？」

　どんな魔法か気になり、俺はアステラに質問する。

　するとアステラは得意げに答えた。

「コッククロフト・ウォルトン・パージっていう、範囲殲滅系統の最上級聖魔法の一つよ。普通の範囲殲滅魔法と違って、空間全体を攻撃するんじゃなくて魔物から魔物へとダメージが誘導されていくから、消費魔力に対する威力の効率が良いのが特徴なの」

「なるほど……」

「といっても、なまじ最上級聖魔法ってだけあって消費魔力は伊達じゃないんだけどね」

　そう言うと、アステラは大きく伸びをしてふーっとため息をついた。

「……魔力回復ポーション、いる？」

「ありがとう。これだけの数を一気に倒したからか、久しぶりに知覚できるほどの経験値が入ったけど、それでも魔力が全回復するわけじゃないから助かるわ」

　アステラはポーションを受け取ると、美味しそうにグイっと飲み干した。

　と、そんな時、魔物探知結果表示モニターに変化が生じた。

「あ、また赤い反応が一個」

「今リスポーンしたのね、タイミングが悪い」

　ま、そういうこともあるさ。てかむしろ、そういうケース以外漏れがないこと自体、作戦成功の証拠といってもいいくらいだしな。一体だけなら、こっちから倒しに行けばいいか。

　その前に、アンデッドたちの遺品の回収からだが。

　俺は装置の周囲に散らばっているドロップ品の数々を、全てマジックバッグに回収した。

　そして、結界魔道具とアンデッドを集める装置を停止しようとする。

　が、その寸前。不意に俺は背後にとんでもない気配を感じ、その手を止めた。

「え……？」

　振り向いてみると……そこには身体中の至るところに顔がついている、不気味などす黒い人型の魔物が立っていた。

　その顔（便宜的に、首の上に位置するもののみをそう呼ぶ）は……視線が装置に釘づけになっている。

　得体の知れない奴ではあるが、装置に興味を示す以上、コイツはアンデッドと見て間違いないだろう。おそらくは、さっきリスポーンした奴だ。

　と同時に……俺の勘は、はっきりとこう告げていた。

　装置は止めず、この場を離れた方がいい、と。

　直感でしかないが、このアンデッドは今まで倒してきた奴らとは格が違う。

　そしてそんな奴の興味の的が急に消え去ったら、何をしでかすか分からない。

　というか、この敵に気配遮断アイテムが通用するのかすら定かではない。

　とにかく、アステラの元に戻らないと。

　足音を立てたくないので、飛行ポーションをもう一瓶飲み、低空飛行でその場を離脱する。

「なあ、あの魔物……」

「や、ヤバいと思う」

　アステラの見解も俺と一致していて、珍しく動揺している様子だった。

　が、それゆえに、お互いどう動くべきか判断がつけられなくなってしまう。

　――そうだ。こんな時こそ、鑑定してみればいいんだ。

　俺は鑑定魔法を発動した。

　すると、こんな文章が表示された。








　■廃病院の蠱こ毒どく（アンデッド）




　古代文明の病院の無数の死者たちの魂が互いに霊的引力で引かれ合い、極限まで圧縮された末にスーパーノヴァを起こしてできたアンデッド。「アンデッドの中性子星」と呼ばれることも。現在は廃病院跡地にできた森の主と化しており、森から出ることはない。尚、長い眠りから覚めたばかりで、まだ意識ははっきりとしていない









　やはり、アンデッドで間違いなかったようだ。

　そしておそらく、この魔物はたった今リスポーンしたのではなく、眠りから覚めたことで新たな赤い反応として現れたのだろう。

　とにかくヤバい奴なのは間違いないが……俺はこの鑑定文を見て、ひとまず安心した。「森から出ることはない」という表記があったからだ。

　俺たちにとって、アンデッド討伐は目的ではなく、あくまでアステラが力をつけるための手段。つまり別に、倒したくないアンデッドがいるなら、放って逃げてもいいわけだ。

　頑張れば倒せるのかもしれないが、それでも安全を１００％確保できると言い切れないなら、迂う闊かつに手を出すべきではない。

　幸い奴はまだ意識がはっきりしていないらしいし、気配遮断アイテムもおそらく有効なので、そっと二人でこの場を離れれば事なきを得ることができるだろう。

「行こう、アステラ。後で説明するけど、コイツは倒さなくて大丈夫だ。逃げよう」

　そう言って俺は、アステラに飛行ポーションを渡した。

「うん」

　アステラは急いでそのポーションを飲み干す。

　が……いよいよ飛び立とうとした、その瞬間。

　――「廃病院の蠱毒」は、俺たちの方をギロリと睨にらんできた。

　……嘘だろ。俺たちの存在に気づいている、だと？

　意識がはっきりするまでに間に合わなかったか。

　となると無防備に逃げるのはかえって危険、か。

　俺はマジックバッグから、一個だけ売らずに取っておいたダンジョン脱出用の結界魔道具を取り出し、すかさず展開した。

　次の瞬間。

「ギィアァァァァァァ！」

　俺の判断は正しかったようで、「廃病院の蠱毒」は攻撃を俺たちに仕掛けてきた。

　全ての顔の口から一個ずつ放たれた禍々しい黒紫色の球が、結界めがけてぶつかってくる。

　しかし結界が壊れることはなく……むしろ十倍カウンター効果により、着弾の瞬間から身体中の顔が全て赤熱し、直後勢いよくバラバラに飛び散っていった。

　……あれ？　これ今どういう状況？

　とりあえず、俺は状況を整理するために鑑定を再発動してみた。すると……先ほどの説明文に、「状態：過度のダメージにより戦闘不能」という文言が追加されていた。

　まさか、今ので倒せてしまったというのだろうか。

　気配遮断を突破してきた割には、随分とあっけなかったな……。

　拍子抜けしていると、アステラも同じく疑問に思ったようで。

「い、今のは？」

　戸惑ったように、俺にそう尋ねてきた。

「なんか、自滅したっぽいな」

「自滅？」

「ああ。受けた攻撃の威力を十倍にして反撃する結界を使ったら、奴がそれを攻撃して、そのままああなった」

「……へ？」

　ありのままを説明すると、アステラは目を白黒させる。

「そ、そんなことある？」

「いや、俺もちょっと急展開だなって思ってるところなんだが……。とにかく、鑑定によるとあいつ、今戦闘不能状態らしいぞ」

　散らばっている無数の顔を指しつつ、俺はそう続けた。

　それを聞き、なんとアステラは、こんなことを提案しだした。

「じゃあ、今のうちにやっつける？」

　そっちか。「今のうちに逃げる」じゃないのか。

　でも確かに、この状況になってしまった以上は、もう倒す方向性で考えた方が合理的か。

　魔法を撃つだけならタダだし、どうせ相手は何もしてこれないんだから、攻撃が効かないようなら改めてその時に撤退を考えればいいんだしな。

「じゃあ、やるか」

「うん。一応ヤバい奴なのは確かだし、さっきと同じ魔法を使うね」

「範囲殲滅魔法じゃなかったのか？」

「そうなんだけど、同時に一体あたりのダメージが敵の数に反比例する魔法でもあるから。一体だけならダメージを集約することもできるの」

「なるほど。じゃあ俺も一応、バフで支援しよう」

　なかなか臨機応変なタイプの最上級聖魔法なんだな。

　俺たちは各々、魔法の発動準備に入る。

「いくよ」

「ああ」

　アステラが魔法を発動すると再び上空に雲が昇り、その雲から稲妻が放たれた。

　稲妻は「廃病院の蠱毒」の首に直撃すると無数の誘導雷を発し、それらが散らばっている顔を全部焼き尽くした。

　さあ、これで本当に浄化できたのか、モニターを確認しようとしたが、その時。

　不意に俺は、身体から力が湧き上がるような感覚を覚えた。

　……なぜ？と思ったが、考えられるものなんて一つしかない。

　知覚できるレベルの、大量の経験値の流入だ。

　問題は、攻撃したのはアステラなのになぜそれが俺に入ったのかだが。

　少し考えた末、ある仮説に思い至った俺は、アステラに一個質問をしてみる。

「アステラ。また経験値が入る感覚、あった？」

「うーん……ちょっとはあった、かな？　分からないけど、まとめてアンデッドを一掃した時の足元にも及ばないのは確かね」

　それを聞いて、俺は確信した。おそらく原因は、アステラが「廃病院の蠱毒」を浄化したのが戦闘不能状態の時だったことだ。

　やはりこの活動の初日に考えた通り、戦闘不能状態までお膳立てしてしまうと、経験値配分の側面においても、主たる功労者が俺という判定になるのだろう。

　結果、アンデッド討伐であるにも拘らず、俺の方に経験値の大半が流れてしまったというわけだ。

　まあ、今回は非常事態の対応だったのでしょうがないが。

　この戦闘スタイルはアステラの強化には適さない以上、今後はこのレベルの敵を主に倒していくという話にはやはりできなさそうだな。

「実は、俺の方に経験値がガツンと入ってきたんだ」

「なるほど、そういうことね」

　俺の身に起こったことを話すと、アステラはそれだけで察しがついたようだ。

「でもそんなことより、未曾有の事態にあっけなく対処できたことの方が大きいわ」

　そしてアステラはそう続けると、気が抜けたようにその場に腰かけた。

　……うん。確かに、なんか今日はもうこれ以上戦う気がしないな。

「廃病院の蠱毒」からもなんかドロップしたっぽいし、それだけ拾ったらサッサと王都に帰るか。

　ドロップ品をマジックバッグに入れると、俺はアステラのところに戻り、魔力回復ポーションを渡した。

　例の魔法――コッククロフト・ウォルトン・パージといったか――をまた使ったことで、お疲れだろうからな。

「うん、やっぱこれ飲むと元気出るわ」

　飲み干すと、アステラはそう言ってスクッと立ち上がった。

　まださっきの飛行ポーションの効果が残っているので、二人揃って上空へ。機械竜にも上空で元のサイズに戻ってもらい、俺たちはホバリング中のその背中の座席に乗り込んだ。

「いつもの帰り道、お願い」

「御意」

　そして目的地だけ指定すると、快適な自動操縦に身を任せ、俺たちは王都に帰還した。




　王都に着くと、俺たちは二人揃って冒険者ギルドに入った。

　いつもならギルド手前でアステラとは分かれるところだが、今日は違う。

　なぜなら今日は、月に一度の中間報告の日だからだ。

　依頼者は最後まで進捗が分からないと不安だし、受注者は依頼終了まで報酬が一リブルたりとも入らないと経済的に困窮する恐れがあるからな。

　お互いそうならないように、中間報告の日には受注者が進捗を報告し、依頼者が一か月分の分割報酬を支払うというルールになっているのだ。

　俺たちのケースだと正直不必要な制度だが、規定なので省略するというわけにもいかない。

　二人で来た目的を受付嬢に告げると、俺たちは別室に案内してもらうことになった。

　案内された部屋には、無数の金庫が並べてあった。

「おそらく、お二人にとって必要なのって中間報酬の受け渡しだけですよね。金額が金額ですので、別の部屋とかに持ち運ぶのも大変ですし、ここで受け渡しをできればと」

　どうやらここへ連れてこられたのは、手続きの簡略化のためのようだった。

「いいんですか？　この部屋にギルド職員以外が入ったりして……」

「普通はセキュリティ上ＮＧなんですがね。まあ今回は、ご依頼者様がセキュリティどうのとかいう次元にはないお方ですし。特例ですね」

　思わず口にしてしまった疑問に、受付嬢は金庫のダイヤルを回しつつ答えた。

　それから受付嬢は、手早く三つの金庫を開けて回る。

「これらの金庫の収納額が、ちょうど中間報酬の額と一致いたします。受け取っていただければと」

　金庫から出しすらしないんかい。

　まあこの量の金を運ぶのは重労働だろうし、省略したい気持ちも分かるが……。

　いろいろと思うところはあるものの、特に何も言わず俺は三つ全ての金庫の中身をマジックバッグに入れた。

「……本日はこれにてお開きで大丈夫ですか？」

「「はい」」

　他にやることもないので、俺たちはカウンターに戻ることになった。

　そしてここからは、いつもの素材の売却だ。

　せっかくここまで来たので、今日はアステラも売却の様子を見ていくらしい。

「へえ、ここに素材を持っていくのね」

　大型素材受け渡し場に着くと、アステラは興味深そうに周囲を眺める。

　そんな中、職員の一人が俺に気づき、話しかけてきた。

「おっ、クロノさん。今日は早かったですね！」

「ええまあ、ちょっと事情がありまして」

「そちらの方は、もしかして依頼主のお方ですか？」

「はじめまして。聖女見習いのアステラと申します」

　早速俺は、今日の戦果物をマジックバッグから出していく。

「いつになく量が多いですね。今日はアンデッド由来の品のみなんですか？」

「ええ。ちょっと戦い方を変えたこともあって、こうなりました」

「なるほど……」

　職員は、それとなくドロップ品を眺めていく。

　その途中――彼はある物が目に入るや否や、途端に表情を変えた。

「って、こ、これは……!?」

　釘づけになっている彼の視線の先にあったのは、「廃病院の蠱毒」からドロップした品。

「まさか、壊れた霊核？」

　掠かすれるような声で、彼はそう呟いた。

　なんだそれ？

　鑑定してみると、確かにその物体は「壊れた霊核」とやらで間違いない様子。

「そうっぽいです」

「な……！」

　肯定すると、彼は口をあんぐりと開けたまま固まってしまった。

　そんな中、アステラは俺の耳元で聞いてくる。

「あれ、あの顔だらけの奴から出た素材？」

「そうだな」

「へ、へえ……あの魔物、霊核級のアンデッドだったんだ……」

　かと思えば、アステラまで若干引き気味になってしまう始末。

　だからなんなんだと思っていると、職員がこんなことを言い出した。

「まさか現代で、霊核級の魔物の討伐によってこれを手に入れる方を目にするとは……」

「霊核級？」

「霊核を持つアンデッドのことですよ。霊核級アンデッドはアンデッドの中でもずば抜けて強力ですし、壊れた霊核は霊核級アンデッドからしか手に入りません」

「倒すのが珍しいほど強いんですか？」

「珍しいも何も、霊核級アンデッドは現代では倒せない魔物の筆頭ですよ！　倒せる戦闘技術を持った人間がいなくなってはや千年、もはや現代人は古代の出土品としてしか壊れた霊核を入手できない……有名な話じゃないですか！」

　どうやら彼が言うには、俺たちはかなりレアな戦いをしてしまっていたようだ。

　千年も倒せる人がいなかったって……となると、過保護主義による聖女の弱体化とは無関係か。

　と思った矢先、職員は俺が次に思ったことをタイミングよく代弁する。

「まさかここまで来るとは……。アステラ様、もはや現時点でも歴代のどの聖女よりもお強いのでは？」

　それに対し、アステラは首を横に振りながら答えた。

「いえいえ、私はクロノさんが戦闘不能状態にしたところを最後に浄化しただけですし」

　そんな謙遜により、今度は職員の視線が俺の方を向く。

「戦闘不能に……？　霊核級のアンデッドを……？」

「なんか反撃特性のある結界を張ったら自滅していきました」

「そんな、霊核級アンデッドの攻撃に耐える結界を持ってるのを当たり前みたいに言わないでくださいよ……」

　うーん、賢者の石で作ったものって、具体的に一般的なものとどれくらい性能が違うか分かりづらいんだよな……。

　まあ俺にとって一番重要なのは、結果オーライだったってことだが。

　しばらくして、落ち着きを取り戻した職員は、軽く咳払いしてからこう言った。

「とにかく、壊れた霊核は現在、とんでもないインフレを起こしておりまして。現在の価格情報を集めるとかからしないといけないので、査定には通常以上にお時間いただくかと」

　そんなことになってるのか。

　確か鑑定文には、「すり潰して粉にしたものを杖の原料に混ぜれば、聖魔法以外の魔法にも浄化能力が乗るようになる。聖女以外がアンデッドを討伐するには、この粉を原料にした杖を使うより他ない」とかあったし、単に珍しいだけじゃなくて実用的な価値もあるっぽいし。

　量が少ないと価格変動が激しい、ってのも納得ではあるな。

「分かりました」

　俺はただ一言そう答えた。

　素材を渡し終えると、俺たちは現時点で金額を出せるものの買取金を受け取りにギルド本館に戻ることに。

　その手続きを済ませ、俺たちはギルドを後にしようとした。

「今日は素材売却までついていって良かったわ。まさか私、霊核級アンデッドを倒してたとまでは思ってなかったもの。……なんで霊核のこと言ってくれなかったの？」

「あれが壊れた霊核とは知らなかったし、あの時は『廃病院の蠱毒』がなんか落としてったなーくらいにしか思わなかったから」

「そうなの。まあ確かに実物を目にしたことはないだろうし、言われてみればそうなるものか……」

　そんな会話を交わした後、俺は王宮に向かって歩き出すアステラを見送ろうとする。

　――が、その時のことだった。

　不意に、数羽の鳥が俺たちの目の前を横切ったかと思うと、鳥たちはギルドの建物内へと入っていった。

　それを見て、アステラが怪け訝げんそうに口を開く。

「あれは……サテライトバード？」

「何その鳥？」

「テイマーのジョブを持つギルド職員が、王都周辺を広域監視するために使役している鳥よ。それがギルド館内に入っていくなんて、何かあったに違いないわ」

　マジか。なんか事件か？

「分かった。一旦戻る」

「私も行くわ」

　俺たちはギルドの建物に戻った。

　その直後。

「緊急事態発生！　ぜ、全方位からスタンピードです！」

　そう叫ぶギルド職員の声が、館内に響き渡った。










第四章　二つの防衛戦




　一瞬の静けさの後、館内はたちまち騒ぎに包まれる。

「なあ、今『全方位』って聞こえたんだが、俺の聞き間違いか？」

「いや、俺もそう聞こえたぞ」

「てことは……東西南北、全部の方角から魔物の大群が押し寄せてる？」

「そんなスタンピードがあってたまるか！」

　あちこちから、冒険者たちの不安そうな声が聞こえてきた。

　どうやら未曾有の事態っぽいな。

　状況を確認していると、次の館内アナウンスがかかった。

「今ここにいる冒険者の皆さんにお願いです！　全員、王都の防衛にご協力ください！　期限が迫った依頼をお持ちの方も、遅延については不問としますので、スタンピードの対応を優先していただければと！」

　職員はそう言って、総動員を呼びかけた。

　参加しないって選択肢はなさそうだな。もっともそれは俺のことであって、非アンデッドに対する戦闘手段を持たないアステラは別だが。

「魔物の方は俺がみんなと一緒に何とかするから。アステラは王宮に戻って、安全に過ごしといてくれ」

「わ……分かった」

　俺の頼みに、アステラは切実な表情でこくりと頷いた。

　が……なぜか、すぐには動こうとしない。

「クロノくんのことだから、頭では心配ないって分かってるつもりだけど……絶対に無事でね」

　かと思うと、アステラは俺の手を握り、そう言った。

「あ、ああ。もちろん」

「健闘を祈るわ」

　そして数秒の後、アステラはギルドから出ていこうとする。

　が、建物のドア付近まで走ったところでなぜか彼女は足を止めた。

　いったい何をしているんだ？

　不思議に思っていると、なぜかアステラは俺のところに戻ってきた。

　それも、さっきまでとは比較にならないくらい動揺して、視線を行き来させながら。

「どうした？」

「それが……神託が降りたの」

　神託……ああ、確か聖女の役割の一つに、神からのメッセージを受け取るってのがあったな。

　アンデッドを倒したりして聖女の力を強めれば強めるほど、通信がしやすくなるんだったか。

　このタイミングってことは、何かスタンピードに関係する内容だろうか。

「どんな内容だ？」

「結論から言うと、クロノくんには私と一緒に王宮に来てほしい」

　聞いてみると、アステラは思ってもみなかったことを言い出した。

「王宮!?　今からか？」

　まさか、こんなタイミングでスタンピードとは別件の緊急事態とか言わないよな？

「うん。というのも……このスタンピード、魔族が起こしたものらしいの」

「それがなぜ王宮へという話に？」

「魔族がスタンピードを起こした目的が、クーデター――騒乱に便乗した国王の暗殺だからよ」

　そう言って、アステラは今回のスタンピードの全貌を明かした。

　それを聞いて――俺はある記憶を思い出した。

　魔族がスタンピードって。

　それ、冒険者登録試験の待ち時間の時に居合わせた冒険者たちが言ってたやつじゃないか。

　あの時は隣国の辺境の街がやられたって話だったが、今回も同じ手口ときたか。

　図らずも、噂に聞いてた敵と対峙することになろうとは。

　しかも今回は、裏の目的まであると。

　確かにそれなら、誰かが国王を守りに行く必要があるな。

　俺含め全員が魔物の対処に出てしまったら、国王の防備が手薄になる。

　まさにそれは、今回の黒幕――魔族の思うツボだ。

　じゃあ誰が国王を守るんだっていうと、冒険者の中では、立場上王宮に出入りしやすい俺ということになる、と。

「分かった。なら俺も行く」

　ひとまず俺は、そう返事をした。

　とはいえ……魔物対策にまったく手を貸せないというのも、正直歯痒いものがある。

　さっきの冒険者たちの反応を聞く限り、今回のスタンピード、前例のない規模っぽい感じだったからな。王都にいる人員では、戦力不足かもしれない。

　せめてちょっとでも、協力できることがあればいいのだが。

　少し悩んだ末、俺はアステラに尋ねた。

「ただ……一つお願いがあって。機械竜だけ、魔物の対応の方に回させてもらえないか？」

　俺が考えたのは、俺と機械竜で二手に分かれて行動するという作戦だ。

　機械竜は自律的に行動できるので、たとえば「王都に向かってくる魔物を片っ端から倒してくれ」みたいな指示を出しておけば、俺がそばにいなくても自分で考えて最適な行動を取ってくれる。

　賢者の石を一個追加して範囲殲滅攻撃の拡張機能でも付ければ、それなりの活躍をしてくれることだろう。

　アステラとしては、暗殺阻止の方に全力を割いてほしいかもしれないが……別に機械竜なら、賢者の石でもう一体作ればいいだけの話だしな。

　そういう戦法を取るかどうかは別として、この案を否定する理由はどこにもないだろう。

「構わないわ。王都を守るのも大事な役目だものね。私は国王の無事さえ守ってくれるなら、戦い方はクロノくんに任せる」

「ありがとう」

　無事許可をもらえたので、早速機械竜に必要な強化を施すことに。

　賢者の石を一個あてがいつつ、「魔物だけを選択的に焼く広範囲のブレス」という攻撃機能を追加してみた。

　王都の外周全部となると、森とかから来る魔物の大群もいるはずだからな。

　魔物だけが熱さを感じて死に、木々や人間には影響を及ぼさない。

　そんな性質の魔法の炎を放てるようにしたわけだ。

「俺はちょっと別の用事があるから。一人で王都の周辺を回って、向かってくる魔物を片っ端から焼いてきてくれないか？」

「今追加された機能で、だな」

「ああ。王都の外に出たら、元のサイズに戻っていいぞ」

「御意」

　機械竜に指示を出すと、機械竜は一礼してから飛んでいった。

　これでとりあえず、魔物対策の方はＯＫっと。

　じゃあ俺たちは、急いで王宮に向かわないとな。

「これ飲んで急ごう」

「ええ、そうね」

　飛行ポーションを飲み干すと、俺たちは謁見の間の方角へと一直線に飛び立った。

　飛んでいる途中、ふいにアステラは呟いた。

「それにしても……ほんと恐ろしいわね、知略タイプの魔族」

　知略……タイプ？

　聞き慣れないフレーズだな、と思っていると、アステラは続けた。

「こんな大規模な企てを水面下でやってたなんて全然気づかなかったし。何より神託がなければ、暗殺計画に未然に気づくことすら不可能だったわ」

「知略タイプって……なんだ？」

　疑問に思った俺は、アステラに聞いてみる。

　すると彼女はこう答えた。

「魔族って大きく分けて二種類いるのよ。今回のような知略タイプと、そして殲滅タイプが」

「知略タイプと殲滅タイプ……」

「そもそも魔族の目的は、『魔神の信者を可能な限り多くすること』ただ一つ。でも魔族によって、目的のための手段は百八十度違ったりするのよ。知略タイプは基本的に、政権を奪って国教を魔神教にしようとする。逆に殲滅タイプは、とにかく人間を滅ぼして回ることで相対的に魔神の信者を増やそうとするの」

「なるほど……」

「殲滅タイプは知略タイプのような狡こう猾かつさはないけれど、戦闘能力は知略タイプとは比較にならないわ。ただ、とにかく自身の戦闘力だけで全て解決しようとするから、別名『脳筋タイプ』とも呼ばれてるの」

「ええ……」

　脳筋タイプって。ネーミングよ。まあそれにしても、神託を得た今となっては、むしろ敵が知略タイプで良かったって感じがするな。

　策さえ割れてれば、単純に弱い方の魔族を相手にするってだけの話になるんだし。

　そんな感想を抱いている間にも、俺たちは王宮の建造物に辿り着いた。

　謁見の間のドアの前には通常通り衛兵が立っているので、ひとまず魔族より先に着くことはできたようだ。

「陛下、中にいる？」

「え、ええ」

「通して」

「……しょ、承知しました」

　アステラの顔パスであらゆる手続きをスキップし、部屋の中へ。

「おお、今日は帰ってくるのがはや――」

「陛下、緊急事態です」

　国王の発言を遮り、アステラは切り出す。

「王都周辺でスタンピードが発生しているのですが……それに際し、神託を承りました」

「神託？　見習いのお主にか？」

「原理上は私でも受け取れますし……神曰く、神託をいち早くクロノさんに伝えられる方と通信したかったらしいので。それはともかく内容なのですが、騒乱に乗じ、もう少しで魔族が陛下を暗殺しに来ます」

「な、なんと!?」

　これには流石に、国王も顎が外れんばかりに驚いた。

「い、いったい余はどうすれば……」

「護衛としてクロノさんを連れて参りました。陛下には安全のため、クロノさんから離れないようにしていただければと」

　狼狽うろたえる国王に対し、アステラはテキパキと要請する。

　それに対し……俺はふと、一つ違和感を覚えた。

　来ると分かってて、国王をこの部屋にいさせ続けるのか？

「それなんだけどさ。陛下をどこかに匿った方がいいんじゃないか？　ここにいると、戦いの余波に巻き込まれるかもしれないし……」

　しかしそれには、アステラが難色を示した。

「言いたいことは分かるんだけど、正直相手が相手だからそれも難しいのよね。魔族のトラッキング能力次第では、別室に匿った陛下の方を狙いにいく恐れもあるし。そのリスクと天秤にかけると、やっぱりクロノくんが陛下のそばにいるのが一番安全だと思うの」

　うーむ、そうなってしまうのか……。

「というか、知略タイプの魔族相手に策で裏をかこうとするのは、基本的に得策じゃないわ。戦いの余波は魔道具とかで最小化を図る方針にして、正面からぶつかるのがどうしても最善策になっちゃうわね……」

　てなると、しょうがないな。やっぱ今のはナシだ。

「可能な限り安全を確保できる環境を整えますので、ご安心ください」

　俺はそう言って、戦闘前の準備に入ることにした。

　とりあえず、何個使うか分からないので、マジックバッグから賢者の石を山のように取り出す。

「何という数の賢者の石！」

「大量に持ってるってことは散々聞いてましたけど、実際山積みにされるとなんともいえない迫力がありますね……」

　賢者の石の山を見て、国王とアステラは各々感想を口にした。

　そんな中、俺は何を作れば有効か、頭を巡らせてゆく。

　最初に思いついたのは、気配遮断機能付きの透明マントだ。

　実物の国王がここにいる必要があるとはいえ、部屋の中でダミーを用意するくらいのことはできるからな。

　実物の国王とアステラには透明マントを着てもらって、その上で玉座に国王のレプリカを置いとけば、ちょっとした偽装にはなる。

　魔族の探知能力がむちゃくちゃ高ければ無意味にはなるが、やらないよりはマシだろう。

　ということで、俺は透明マント二着及び国王のレプリカを作った。

「うおっ!?　余が目の前に……！」

「気休め程度ですが、囮と透明マントです。これを着て部屋の隅にでもいていただければと」

「透明……マント……？」

「陛下！　着た途端、お姿が見えなくなりました！」

　国王がマントを羽織った直後、アステラは目を丸くしてそう言った。

　俺からも見えないのは都合が悪いので、賢者の石を更にもう一個使い、透明マント無効化コンタクトレンズを作成。

　再び二人の姿が見えるようになった。

　で、ここからが本命の防衛設備作りだ。

　賢者の石一個を、まずは魔族の干渉を遮断する結界魔道具へと変換する。

　次に、その結界魔道具に、賢者の石を二個使って対物理結界及び対魔法結界としての機能を付与した。

　一個の賢者の石で全部乗せしても良かったんだが……何となく、一個の石で多機能にするより石ごとに機能を分担させた方が、それぞれの効果が強くなる気がしたんだよな。

　別にその考えに根拠はないのだが、そうかもしれない可能性が一ミリでもあるなら賢者の石を出し惜しむ理由はないので、このような作り方をしたってわけだ。

　ちなみにこの結界にはカウンター効果は乗せないことにした。

　俺の攻撃の流れ弾が結界に当たって悲惨なことになったら嫌だからな。

「実際部屋に魔族が来たらこれを起動してください」

　そう言って俺は、結界魔道具をアステラたちの目の前に置く。

　あとは……そうだ。いいこと思いついたぞ。

「特定の条件下で溶解するカプセル剤」みたいなのを作れば、めちゃめちゃ便利じゃないか？

　たとえば、「命に関わる傷を負った時に溶解するカプセル剤」みたいなのを作って、その中にエリクサーでも入れとけば、怪我を負ってしまっても自動で治癒が始まってくれる……みたいに。

　今まで「ポーションを口に含んだまま戦う」みたいな器用なことやってたけど、これを使えばその必要もなくなるよな。今後は積極的に使っていくとしよう。

　まずはそんなカプセル剤を二個作り、エリクサーを封入。

「これを飲んでください」

「これは？」

「カプセル剤のエリクサーです。致命傷を負うとそれに伴ってカプセルが壊れ、エリクサーが効きだします」

「……とんでもない技術だな。サラッとエリクサーが出てくるところもさることながら」

　二人にも好評なようだ。

　とりあえず、二人の防衛のためにできることはこのあたりかな。

　俺もいろんなポーションをカプセル化して飲んでおくとしよう。

　二人に渡したのと同じエリクサーのカプセル剤を一個、「前の薬の効果時間が切れると同時に壊れる」という条件のカプセルに封入した自動戦闘ポーションを五個、「魔力が二割を切ったら壊れる」という条件のカプセルに封入した魔力回復ポーションを五個。

　作り終えると、俺は全てのカプセル剤を水魔法で胃の中に流し込んだ。

　ちなみに自動戦闘ポーションと魔力回復ポーションのカプセルは、それぞれ壊れる順番も決めておいた。

　これで、戦闘の途中にいちいちポーションを飲み直す手間が省けるな。

　その分、戦いも有利に進められるだろう。

　あとは……メインの武器と防具だな。

　武器は、「究極の魔族特攻を持つ頑丈な剣」みたいな性能にしておくか。

　防具は……普段は気配遮断用の装備を着てるけど、これ、「廃病院の蠱毒」みたいに通用しないケースもあるからなあ。

　ちょっと趣向を変えた性能のものを作っておきたい気がする。

　ひたすら頑丈、みたいな性能でいってもいいのだが……でもよく考えたら、自動戦闘ポーションを飲んでる以上、敵の攻撃は避ける前提みたいな戦いになりそうだしな。

　となると、敵を少しでも惑わせるような機能にした方が有効かもしれない。

　そう考えて、俺は「気配の座標をズラすマント」を作り、羽織っておくことにした。

　どういうものかというと、本来の自分とは一、二メートルズレた場所に俺がいるかのように錯覚させる効果を持つようにした感じだ。

　人間含め、戦闘に長けた生物は、気配を隠すことに長けた者こそ多いが……気配をズラす者となると、そうそういないはずだからな。

　仮に見破れたとしても、戦いにくいことこの上ないだろう。

　山のように出した賢者の石も気づけば残り三つになっているが、どうせ七桁分持っているので後悔はない。

　戦闘中にも何か使いどころを見出さないとも限らないので、これは胸ポケットにでもしまっておこう。……というか、胸ポケットを一時的にマジックバッグ化して、中身をメインのマジックバッグと共有できるようにしておけばいいのか。

　そう思い、俺は賢者の石をもう一個使って、服の胸ポケットにマジックバッグとしての拡張機能を追加した。これで、バッグを抱えながら戦闘しなくて済む。

「これ、預かっててくれ」

　マジックバッグ本体の方は、アステラに預けておく。

　あとできることは……一応、魔法便覧でも読み返しておくか。

　賢者として、全種類の魔法を使える俺ではあるが、全部の魔法を覚えているかというと、普段遣いしないものは結構記憶の隅にやられてるのが現実だったりするからな。

　せめて何か、魔族に対して効きそうな魔法を一個でも見つけられないか。

　そう思い、ページをパラパラとめくっていると……良さげなのが一個目に入った。

「魔壊光線」という魔法だ。

　魔族に対する貫通力が凄すさまじく、かつ魔族にのみ激痛を与えられるビームの魔法らしい。

　本番は身体強化とコレを併用する感じか。

　そんな感じでプランを練っていると、突如、外が騒がしくなり始めた。

　……来たか。たぶん、衛兵と魔族が揉めてる音だよな。

「結界魔道具を」

「ええ」

　このタイミングで、アステラには結界魔道具を起動してもらう。

　それから俺は、魔法便欄を胸ポケット越しにマジックバッグに収納した。

　続いて自動戦闘ポーションを一本取り出し、飲み干す。

　カプセル剤のはあくまで予備だからな。

　そうこうしていると、謁見の間の扉が蹴破られるとともに、二人の衛兵が吹き飛ばされて転がってきた。

　扉のあった場所には、毒々しい紫色の逆立った髪が特徴的な、羽の生えた人間のような生物の姿が。身長は二メートル近くもあり、目はとても生物とは思えないほど不気味に赤く光っている。

　見るだけで悪寒がしそうなその姿に、俺は確信した。

　あれが、魔族か。

「ふん、粗末な仕掛けだ……。吾輩を愚弄しておるのか？」

　玉座に座る国王のレプリカに、汚いものでも見るかのような視線を向けつつ……魔族はポツリとそう呟いた。

　ダミーは無意味だったようだ。

「……貴様は誰だ」

　魔族は俺を見るなり、そう尋ねてくる。

「人に名前を聞く時はまず自分から名乗る。違うか？」

　魔法の中には、「名前を呼ぶことで相手を一時的に行動不能にする」みたいな効果の魔法もあるからな。

　教えない方がいいと思い、俺はそう言ってはぐらかした。

「何を言うかと思えば、無礼者が……」

　もちろん魔族も名乗るわけはなく、毒づいて舌打ちをするのみ。

　だが、その視線が俺の剣に向いたかと思うと……突如、魔族は眉をひそめた。

「貴様、その聖剣はどうやって手に入れた？」

　聖……剣……？

「この国に現存する物は、年月かけて全部秘密裏に破壊したはずだ！」

　どういうわけか、俺の剣は魔族によって聖剣だと判別されたようだ。

　俺はただ、魔族特攻に特化した剣を作っただけのつもりだったが。

　そういえば……最初に王宮を訪れた時にも「昔は国の宝物庫に聖剣があったけど、なぜか気づいたら全部無効化されていた」みたいな話題が出てたな。

　その原因もコイツだったか。

　ともかく、ここにある理由は至って簡単だ。

　この剣を俺が作ったのは、魔族が聖剣を破壊して回った後の話なんだからな。

　魔族は俺の剣に向けて、一つ魔法を放ってきた。

　魔法は手に持っている剣に直撃したが、特に剣に影響はなさそうな様子。

「よりにもよってクラスＳ……破壊不能か。小こ癪しゃくな！」

　魔族はそう言って、俺を睨みつけてきた。

　魔族による聖剣のクラス分けなど何がどうなってるのか知る由もないが、少なくともあいつが思ってたより耐久力はあるようだ。

　壊されても賢者の石で新規作成するまでではあるが、ひとまず朗報か。

「しかし……聖剣使いともあろう者が『壊剣の一撃』を無防備に受けるとは、使い手は大したことないようだ。であれば、国王もろとも死に追いやるまで！」

　剣について考察していると、魔族は咳払いした後、そんな台詞を部屋中に響かせた。

　どちらかと言えば、剣にダメージが入らないからあえて受けた可能性が高いと思うが。

　自動戦闘ポーションを飲んでいる以上、剣が壊れるのだとしたら避ける動作くらいするだろうし。

　身体がまったく反応しなかったということは、むしろ逆に、「敵を油断させるためにも敢えて剣で攻撃を受けた方が良い」とポーションが判断した気がする。

「いざ、尋常に勝負」

　魔族は爪に魔力を流し、両手の全ての爪を五十センチくらいの長さにした。

　こちらも身体強化魔法を発動して応戦する。

　そこからは、自分でも何が起こっているか分からない状況が続くこととなった。

　爪が体を切り裂く前によけ、かと思うと聖剣と鋭い爪の切っ先がガキンッとかち合う。

　重心をずらして爪を受け流し、鳩尾みぞおちめがけて聖剣を突き出すと、魔族は正中線をずらし、剣が服を掠った。

　更に一歩踏み込むフリをして、バックステップを取ると、魔族の高速回転斬りが俺のいた場所を通過する。

　なんというか……激しい剣けん戟げきが勝手に拮抗している、とでもいうような感じだ。

　自分でもなぜそう動いているのか分からないが、俺は魔族の攻撃を的確にいなし続けられた。

　しかしなんというか、決定打に欠ける感じがもどかしい。

　そう思っていると、

「チッ……」

　それは魔族も同じだったようで、舌打ちするや否や距離を取ってきた。

　そして一度深呼吸をしたかと思うと、こう呟く。

「少しはやるようだな。この手はできれば使いたくなかったが……」

　直後……全身にビリビリとした感覚が走り、魔族の力が急激に膨れ上がったのが伝わってきた。

「な……何だ!?」

　咄とっ嗟さに鑑定してみると、魔族は「リミッター解除」なる状態に入っていることが分かった。

「反動がデカいから使わずに勝ちたかったが仕方ない。吾輩にこの技を使わせたこと、褒めてやる！」

　どうやらリミッター解除は、禁断の技の部類のようだ。

「マズいな……」

　さっきでも拮抗状態だったのに、今の力量差だと完全に不利だ。

　どう対応すればいい？

　――しかし、そう思った矢先。

　どういうわけか……俺の方にも、力が流れ込んでくるような感触があった。

　一瞬不思議に感じたが、原因はすぐに分かった。

「……機械竜か」

　魔物を一気に倒したことで、経験値が俺に入った、と。

　思わぬ形ではあるが、スタンピードの方の戦況を把握できてちょっと安心だ。

　けど問題は、この程度の強化で今の奴と互角まで強くなれたのか、なんだよな。

　もう一超え何か欲しいような……。

　使えるものといえば、賢者の石くらいだ。

「今作ったら効果的なのは……」

　敵もいつ動き出すか分からないので、考えながら賢者の石を取り出す。

「今更エリクサーでも作るつもりか？」

　それを見て、魔族はほくそ笑んだ。

「無駄だ。お前はもう、死んだことに気づくことすら許されん！」

　ぴしっと俺を指差しながら、魔族はそう続ける。

　まあ、普通そう誤解するか。

　だがもちろん、賢者の石の使途はそんなものではない。

　俺がやろうとしているのは、剣の鋭利さの強化だ。

　賢者の石で作ったものって、基本的に賢者の石を追加することで性能を上げることができるからな。

　今まではそれを「別の機能を追加する」という形でしかやってこなかったが、単純に今ある機能を強化する方にも使えないかと思ったのだ。

　たとえば、あの爪を全部斬り落とせるくらい鋭利にできれば、戦況はかなりマシになるはず。

　早速、俺は剣に賢者の石を追加投入した。

「……は？」

　その瞬間、魔族が訝いぶかしげな表情を浮かべる。

「聖剣が……賢者の石を吸収した……？」

　こんな使い方を目撃すれば、流石の魔族も動揺するようだ。

　ここで流れを掴むぞ。

「いくぞ！」

　今度は自分から斬りかかっていった。

「クッ……」

　当然、魔族は俺の剣を爪でガードしようとする。

　が、肝心の爪は、次見た瞬間には全て斬り飛ばされていた。

「な……馬鹿な……！」

　そんな自分の手の様子を見て……魔族は大きく目を見開いたまま、一瞬固まった。

　隙あり。

　そのまま俺は一歩踏み込み、魔族を袈け裟さ斬ぎりにしようとした。

　が……。

「……ぬ！」

　あと少しというところで、魔族は半歩下がって剣を躱してきた。

　うっすらと皮膚を切り裂くくらいはいったようだが、致命傷とはほど遠い。

「ぐっ……！」

　それでも魔族は、かなり表情を歪ゆがめた。

　どうやら魔族特攻のおかげで、かすり傷でもそれなりに効いたようだ。

　が――次の瞬間。

「モウ……許サン……」

　魔族の赤い目が、より一層光量を増したかと思うと……衝撃波のような悪寒が全身を走り抜けた。

　喋り方も二重人格かと思うほど豹ひょう変へんし、より一層不気味さをかき立てている。

「吾輩ノ寿命ナドドウデモイイ……貴様ノ殺害ニ全テヲ賭ケル」

　ただの悪寒ではなく、魔族の魔力量自体もかなり増大していることが気配からビシビシ伝わってくる。

　寿命などどうでもいい……反動がデカい……まさか。

　代償を大きくすれば、その分力を増幅させられるとでも言うのか。

　魔族は再び爪に魔力を集中させたかと思うと、爪を再生させた。

　攻撃手段まで元通りかよ。

「困ったな……」

　この局面、どうすれば覆せる？

　あの力にはタイムリミットがあるっぽいし……そこまで何とかして耐えるか。

　いや、そんなことも言ってられない。

　俺だけ生きながらえても、国王やアステラがやられたらおしまいなんだぞ。

　生まれて初めて、世界そのものがスローモーションになったような感覚を覚える。

　確か人間って、死を直感した時こういう状態に入ることがあるって聞いたような。

　――と、そんな時のこと。

　俺の足元に、丸められた紙切れが転がってきた。

　何だ？　二人のどちらかが投げ入れたのか？

「鑑定」

　目の前の敵は、拾う隙を見せていいような相手ではない。

　しかしこんな局面で紙を投げ入れるなんて、重要な伝言に違いないので、確認しないと。

　そんな考えから、もしかして魔法で内容を読み取れないかと思い、鑑定魔法を発動してみた。

『再度神託。三秒間、魔族デバフ効果、半径二十メートル、凝縮』

　書いてあったのは、最低限意味が伝わる簡素な内容。

　聖女が持つ国全体の魔族デバフ効果を、目の前の魔族にだけ集中させる魔法。

　そのやり方を、今しがたアステラが神託で教わったってことか。

　この伝言を見て……俺は確信した。

　目の前の魔族に勝つには、その三秒間に賭けるしかない。

　とりあえず、今大事なのは、アステラが魔法を発動させるまで作戦を悟られないことだ。

　俺は胸ポケットから数えられないくらい賢者の石を取り出し、全部を一気に聖剣に変換しようとした。

「奇ヲ衒てらッテモ無駄ダ」

　一瞬だけ魔族の目が青色になったかと思うと、変換途中の石が全部霧と化してしまう。

　が……石の破壊に動き出したということは、作戦に気づかれないためのミスリードは成功ということだ。

「ちくしょう……」

　引き続き真の目的を隠すため、演技でそんな言葉を口にしつつ、再度手を胸ポケットへ。

　――その時。

「グッ！」

　唐突に、魔族は力が抜けたかのように地面に膝をついた。

「そこだ！」

　一瞬の隙を逃さず、大上段から斬りかかる。

「グアアアァァァァァァ！」

　魔族は真っ二つに裂けると共に、断末魔の叫び声をあげた。

　念のため、まだ手は緩めない。

　俺は魔族を何度も細かく斬り刻んだ。

　三秒間のデバフ集中時間が過ぎても、魔族は微動だにしない。

　それでも念には念を入れて、きっちり死亡確認を取っておこう。

　俺は魔壊光線を発動した。

　この魔法は魔族にじっとしていられない激痛を与える魔法のはずだが、依然反応は皆無。

　……討伐確認、完了。

　実時間にすれば一瞬だったのだろうが、無限にも思える長い戦いだった。

　少なくとも、思考停止でプラセボを作っている十万年間より体感時間は長かった。

「ふぅ……」
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　全身の力が抜け、思わず俺は膝をついた。

　とりあえず、十秒ほどかけて特大の深呼吸をする。

　それから俺は、戦いの後処理に入ることにした。

　まずは……倒れっぱなしの衛兵たちからだな。

　まだ息はあるようなので、回復させるとしよう。

　おそらく蹴り飛ばされただけなので、物理的な外傷しかないだろうし……ハイパーリジェネでいけるか。

　気絶していたので、口の中に瓶を突っ込んで首の角度を調節し、無理やり飲み込ませた。

「ゲホッ、ゲホッ……」

　しばらくすると、薬が効いて二人とも起き上がる。

「あれ、怪我が……」

「消えた……？」

　どうやらハイパーリジェネで事足りたみたいだ。

　火急の案件は、これで一件落着。

　次はアステラたちに戦闘終了を伝えよう。

「アステラ、陛下。無事終わりましたよー」

　二人の方に向かって、俺はそう声をかける。

　アステラが結界魔道具を停止すると、二人は透明マントを脱いでこちらに歩いてきた。

「「無から人が！　というかへ、陛下が二人……！」」

「玉座に座ってるのはレプリカです。残念ながら、魔族の目は騙せませんでしたが」

　衛兵たちが変な勘違いを始めたので、二人には早口で事情を説明した。

　まずは何より、お礼しないとな。

「デバフの集約のおかげで助かったよ。ありがとう」

「ううん。そんなことより、無事に勝てて良かった……！」

　感謝を伝えると、アステラは感涙にむせびながらも笑顔でそう言った。

「怪我はない？」

「ああ、大丈夫だ。事前に飲んだエリクサーのカプセルも、一個も消費してないよ」

「私の方こそありがとうね。あんな恐ろしい存在と戦ってもらっちゃって……」

　しんみりした様子で、アステラはそう口にする。

「どんどん真の力を出してくる魔族をただ見てるのが辛くて……。神託でクロノくんの力になれる魔法を授かった時は、救われたような気分だったわ」

　続けて彼女は、そんな風に心情を吐露した。

　確かに、強いとは頭では分かっていたけど、まさか二段階もパワーアップしてくるなんて思ってもみなかったもんな。

　特に寿命を削る方の力の増幅をされた時は、見てる側としても、暗あん澹たんたる思いだっただろう。

「というか、ごめんね。熾し烈れつな戦いの最中に紙なんか投げちゃって」

「気にしないで。あれがなかったら俺、魔族の行動を罠わなかと思って斬るの躊躇してたかもしれないし」

「ならいいのだけど……」

　などといった感じで、しばらく俺たちは戦闘を振り返り、余韻に浸った。

　しばらくの静寂の後、口を開いたのは衛兵たちだった。

「まさか死なずに済むとはな……」

「まったくだ。あんなわけの分からない戦闘を繰り広げる奴に蹴られて、よく無事で済んだぜ」

　その発言を聞いて、俺は少し違和感を覚えた。

　あれ。この二人、気絶してたと思ったんだが、さっきの戦い、見てたのか？

「俺が魔族と戦ってるとこ、見てたんですか？」

　気になって、俺はそう質問した。

「ああ。その時は辛うじて意識があった――というか、気合で保ってた」

「君が勝った瞬間、プツッと意識の糸が切れちまったけどな」

　二人からは、そんな答えが。

　流石は衛兵というか……気合で意識って維持できるんだな。

　国王の無事が確定してから、安堵と共に気が抜けたって感じだろうか。

　考察していると、二人は更に続ける。

「しかしまあ、魔族に不意打ちされたって分かった時には、心底絶望したものだが」

「ああ。一体倒すのにいちいち軍隊を動員しなきゃならないような相手に、……タイマンで勝てる人間なんて初めて見たぜ」

　……え。

　魔族って、普通倒すのに軍隊を動員するのか？

　それはともかく、そもそもタイマンじゃなかったけどな。

「最後、一瞬魔族が膝をついたじゃないですか。あれ、アステラが魔族へのデバフをあの瞬間だけ集中させてくれてたんです。それがあって、勝てました」

　簡潔に、俺は戦闘の状況を解説した。

　すると二人は口々に、こう口にした。

「聞いたこともないぞ、そんな魔法……」

「君の噂なら毎日嫌というほど聞いてたけど、アステラ様も聖女の常識を超えるほど強くなっておられたのだな……」

　聖女の常識を超える、か。

　確かに、あの技を扱える実力がある者にじゃないと、神もわざわざ神託で伝授しには来ないか。

　そういう意味では、神に頑張りを認めてもらえたって感じがするな。

　殲滅タイプの魔族のこととかも考えればまだまだ慢心はできないが、嬉しいことに変わりはない。

「というか、二人で制圧ってのも十分異常な戦果だよな」

「まったくだ。敵の強さにもよるが、普通は中隊から旅団くらいの戦力が必要だというのに」

　感慨に耽っていると、二人はそう続けた。

「ありがとうございます」

　しかしまあ、結果的に勝てたとはいえ、なんで俺だけを護衛にしたのだろうか。

「君みたいな人間離れした存在には初めて会ったよ。というか、今後他に会うこともないだろうな」

「しかもそれで俺らより若いってのが驚きだ。俺なんて、たとえ寿命が無限だったとして何千年かければ君の境地に立てるのか……」

　二人とも遠い目でそう呟いたっきり、何も言わなくなった。

　何千年……まあある意味それで言えば、俺は一億年かけてるわけだが。

　だから才能かと言われれば、それはたぶん違う気がする。

　それはそうとだ。さっきの疑問について聞いてみよう。

　俺はアステラにこう尋ねた。

「この二人から聞いたんだけどさ。魔族って普通、軍隊で対応するんだ？」

「ええ、そうよ」

「じゃあなぜ今回は俺一人を護衛に……？」

　決して怒ってるとかじゃないんだけど、純粋に不可解なんだよな、その判断が。

　すると……なぜかアステラは、不思議そうな表情で逆に質問を返してきた。

「逆になんで足手まといになりかねない人員を用意するの……？」

　どういうことだってばよ。

　と思っていると、国王までもがこんなことを言い出す。

「軍隊での魔族の制圧は、毎回必ず犠牲が付き物なのだ。それも三割ほどの人員の、な。お主ほどの人材がおるのに、そんな非効率な人材配置をするわけなかろう」

「ぎ、犠牲……」

「お主の活躍っぷりは、いつもアステラから聞かせてもらっておる。そこに軍隊など追加しても逆効果というのは、余も同感だわい」

　国王は更にそう続けた。

　衛兵たちと話してる時はそこまで考えが及ばなかったけど、確かに多人数で一体の強敵を制圧するってことは、死人も相当数出るってことになるな。

　依然として心に引っかかるものはあるが、少なくとも結果論、最適な判断だったことは間違いない、か……。

　このことについてこれ以上深く考えるのはやめにするか。

　一旦この話には区切りをつけることにして、俺はもう一つ、念のためこんな質問をしてみた。

「ちなみになんだけど……敵の魔族、さっきの一体で終わりだよね？」

　ここから実はあともう一体来ます、なんてのだけは勘弁してほしい。

　さっきのと同格の奴だとしても。

「そこまでは聞いてないけど……魔族が共闘って基本聞かないから、それは大丈夫じゃないかな？」

　俺の質問に、アステラはそんな推測を立てる。

　が、それで終わりかと思いきや……数秒後、彼女は続けて口にした。

「あ、大丈夫っぽい。追加で神託が来たんだけど、危機は去ったって」

　なんと、連絡がマメな神様のおかげで、一件落着が確定事項となった。

「……神託って、そんなにポンポン来るものだったか？」

「通信が簡単なので神託が捗る、と神は仰せです」

　追加の神託、と聞いて国王は一瞬変な顔をしたが、その問いに、アステラはそう補足した。

　通信が簡単、か。日々の鍛錬の賜物だな。

　そういえば、「危機は去った」ってことは、スタンピードの方も同時に収束したってことだろうか。

「すみません。俺、スタンピードの方の確認に行ってきていいですか？」

　一応様子を見たいと思い、俺は二人にそう聞いてみた。

「ええ。引き留める理由はないもの」

「むしろ冒険者なのに、今までこちらを優先してもらってかたじけない」

　すると、二人ともそう言って快諾してくれた。

「ありがとうございます」

　じゃ、機械竜を迎えに行くとするか。

　俺は飛行ポーションを飲み、王宮を飛び立った。




　王都の外に出てみると、そこには異様な光景が広がっていた。

　こんがりと焼け焦げた無数の魔物の死体が、地面を完全に覆い尽くしている。

　どうやらここは、機械竜が攻撃を加えた後の場所のようだ。

　俺は機械竜を捜すべく、外周沿いに王都周辺をぐるっと一周してみることにした。

　半周くらいしたところで、上空でホバリングする一体のドラゴンの姿が。

「あの魔物の死骸は……」

「ああ。我が焼き尽くした」

　一応聞いてみると、案の定焼け焦げた魔物の死体は機械竜のブレスによるものらしかった。

「どんな戦いだったんだ？」

「どうも何も……ただ火炎放射して回るだけだったが。数以外は特に見どころのない敵だった、としか言いようがないな」

　ブレスが十分役に立ったっぽい回答が得られて、ひとまず俺は安心した。

「じゃ、一旦戻ろうか。十分の一サイズになって」

「御意」

　機械竜が変身し終わると、俺は機械竜を肩に乗せて冒険者ギルドまで飛んでいった。

　ギルドの中は意外にも、和やかな雰囲気だった。

「ったく、マジで死を覚悟したのはいったい何だったのかって感じだったぜ」

「ほんとそれな。蓋を開けてみれば、ただのドラゴンのバーベキュー会場だったもんなあ……」

「やっぱ生物の頂点は格が違ったわ」

「たぶん利害が一致したってだけだろうけど。あのドラゴンには足を向けて寝られないぜ」

　防衛に携わり、魔物がブレスで焼かれていくのを間近で見たであろう冒険者たちの言葉が、四方八方で飛び交っている。

　利害の一致とか言ってる人がいるあたり、天然のドラゴンの仕業だと勘違いしている人もそこそこいそうだな。

　そんな中、うち一人の冒険者の視線が、俺の肩に乗っている機械竜を捉えた。

「お……おい、あれ！」

　目を見開きつつ、彼がそう叫ぶと、他の冒険者たちの視線までも機械竜に集まってしまった。

「あのフォルム、まさか……」

「スタンピードをたった一匹で終わらせたドラゴンが、ここに……？」

「いやでも、あんなサイズだったか？」

「確かに、もっとでっかかった気はするが……。でもドラゴンの中には、自在にサイズを変えられる種もいるって聞いたことが……」

　しばらくそんな憶測が飛び交ってから、束の間の静寂が訪れる。

　かと思うと、うち一人がこんな疑問を口にした。

「でもなんで、大人しく人の肩に乗ってるんだ……？」

　その一言を皮切りに、冒険者たち全員の視線が今度は俺の方を向く。

「まさか、彼の従魔……」

　……この雰囲気、めんどくさいことにならないか？

　と思った矢先、カウンターの方を見ると受付嬢と目が合った。

「あ、クロノさん！」

　彼女は俺に気づくなり、声をかけてくる。

「ギルド長がお呼びなので、別室へ！」

　どうやら冒険者たちから質問攻めにされるのは免れられるようだ。




「いやはや、このたびは本当にお世話になった」

　応接室に入るや否や、ギルド長はまずそう言って深々と頭を下げた。

「君の従魔の活躍は既に耳に入っておる。何でも、今回襲撃してきた魔物の九割九分は君の従魔が一掃してくれたそうじゃな」

「はは……」

「それ以外にも、耳を疑うような噂をたくさん聞いておるぞ。たとえば、『森ごと魔物の群れを焼いたのに、魔物は全滅している一方木には焦げ跡一つない』とかな」

「へえ、そこまで……」

　まあそのへんは、ブレスの性質をきちんと指定して実装したおかげだな。

　うまくいっていたようで何よりだ。

「おかげで、未曾有の規模のスタンピードがあったとは思えんくらい被害は小さく済んだ。これも全ては君のおかげだ。報酬は可能な限り、盛大に用意させてもらう」

　ギルド長はそう言うと、鞄かばんから一枚のカードを取り出した。

　何だろう？

「といっても、金銭的なものはもう少し後になるがな。これから冒険者たちが、素材換金目的で死骸を拾い集めてきたりするだろうが、元は君の従魔が倒したものなのだから、報酬の何割かは君に分配したいと思ってる。諸々加算した最終金額が出るには時間がかかるだろう。が、現時点で渡せるものが一つある」

　不思議に思っていると、ギルド長はそう言ってカードを俺の方に差し出した。

　それは新しい冒険者証だった。

　――それもＡランクの。

「おめでとう。Ａランク昇格だ」

「い……いいんですか？」

　俺は目を疑った。

　Ｂランク以上になるのって、護衛依頼を回数こなさないといけないはずでは？

　と思っていると、ギルド長は俺の疑問に感づいてか、こんな説明を口にした。

「スタンピードの阻止も、ある意味街を対象にした護衛業務と言えるからな。……とは普通問屋が卸さないのだが、今回は流石に特例だ。ギルドの皆で意見は一致しているよ。君ほどの人材を、条件なんかを理由にＣランクにはしておけない、って」

　……そんなことがあり得るのか。

「言うまでもないが、君が史上最速のＡランク昇格者だ。霊核級アンデッドを討伐したって話も聞いているし、Ｓランクも、そう遠くないだろう」

「ありがとうございます」

　史上最速、か。

　それは嬉しいが、殲滅タイプの魔族のこともあるし。

　もっと加速していかないとな。




　それから、数日後。

　再び俺は、謁見の間に赴くことになった。

　国王から、話があるからと招集をかけられたのだ。

　謁見の間の扉は、ようやくその周囲の補完が終わった段階で、扉の取りつけはまだ終わっていないようだった。

「おお、よく来たな」

「あの、良かったら、扉修理しましょうか？」

　流石に数日このままというのもどうかと思ったので、開口一番俺はそんな提案をしてみる。

「いや、流石にそこまでお世話になるのもな……」

「俺でしたら、『破壊した者にカウンターダメージを入れる扉』みたいなのも作れますよ」

「な、なるほど……そう言われると、修理云々というより普通の防備強化の改築として頼みたくなるな……」

　結局、報酬は別で払ってくれるという条件で扉を作ることに。

　賢者の石を変換するだけなので、一瞬で完成した。

「あんな事件があったばかりだからな。そういうギミックがあると非常に安心できる。かたじけない」

「いえいえ」

　国王が安心してくれるならそれで何よりだ。




　とまあ、軽い改修工事（？）も終わった頃のこと。

「あ、もう揃ってたんですね」

　扉が開いたかと思うと、そんな声とともにアステラが入ってきた。

「見たことのない立派な扉が目に入った瞬間から、何となく分かってましたけど」

「直すばかりでなく、防犯機能までも付けてもらったのだ」

「なるほど。扉を攻撃するとダメージが反転する……、みたいな感じでしょうか」

　結界魔道具から連想したのか、アステラは一発で性能予想を的中させた。

　察しがいいな。

　ところで、招集ってなんのためにかけられたんだろう。

　と思っていると、国王の方から、その話に入ってくれた。

「そして、今回お主を呼んだ理由だが……他でもない、陞爵と勲章の授与をしようと思ってのことだ」

　って……え？　陞爵？

「といっても、お主の場合いきなり土地を与えられても困りそうであるしな。今回は、いつでも正式な伯爵になれる権限のついた臨時伯爵の爵位を与えようと思う」

　俺の理解が追いついていない間にも……国王はそう続けた。

　は、伯爵……マジか。段階を飛ばしすぎでは……。

「お主にとって貴族の位がどれほど重要なものかは分からないが。長く活動を続けておれば、肩書きが役に立つ場面も少なからず出てくるだろう。役に立ててくれ」

「あ、……はい……ありがとうございます……」

　あまりにも現実感がなくて、俺はお礼しか言うことができなかった。

「それともう一つ」

　国王はそう続けると、玉座の隣に置いてある見覚えのない箱から、何やらバッジのようなものを取り出した。

「此度の功績を以て、お主には大勲位賢者章を叙勲する」

　そして、そのバッジを俺に手渡した。

「ありがとうございます……」

　綺麗な装飾だな、などと思いつつ、しばらく俺は、そのバッジを眺め回した。

　すると、そんな最中、国王は驚愕の事実を口にした。

「これはこの国における新たな最高勲章だ。すなわち……お主のために、既存のあらゆる勲章を上回る序列のものを、新設させてもらった」

「……ええ!?」

　そんなことってあるのか？

　というかそれ、よく既存の最高勲章持ちが納得したな……。

　斜め上の報酬内容に唖然としているうちにも、話題は次に切り替わっていく。

「そして……こうして二人合わせて集まってもらったのにも理由があってだな。お主らに一つ、朗報がある」

　国王はそこまで言って、一息ついてからこう続けた。

「今回の事件を受けて、聖女に関する国の方針を刷新することとなった。今までは、クロノ君の圧倒的な戦闘能力を考慮し、あくまで例外的かつ試験的にアンデッド討伐を解禁していたが……今日からは、危険だからという理由で聖女及び見習いに課せられていた行動制限の一切が解禁されることとなる」

「ほ、本当ですか？」

　国王の宣言に、すかさずアステラが飛びついた。

　確かに、これは画期的な変化だぞ。

　続けてアステラはこんな質問を口にした。

「ということは……ティエンワン村にも行脚に行けることになるのでしょうか？」

　ティエンワン村？

「そういうことになるな」

「良かったです。ありがとうございます」

　聞いたことのない村の名前に戸惑っているうちにも、話はどんどん進んでいく。

「ティエンワン村って？」

　気になって、俺は質問した。

　するとアステラが村の概要を説明してくれた。

「初めてクロノくんと会った時、私全国の教会を行脚したって言ったと思うけど……実は一つだけ、行脚できてなかった地域があるの。そこがティエンワン村よ」

「そうなのか。でもどうして？」

「街の治安が悪すぎて、聖女見習いが行くに適さないとされてたからよ。治安が悪いとは言っても、犯罪者が多いとかじゃなくて、ゴーレムが異常なまでに大量発生してるって感じだけど。街中で発生することさえある有様だから、私が行くには危険すぎるって話になってたの」

　なるほど。聖女の大切な仕事の一つである教会の行脚を完遂させられてなくて、気がかりだったという話か。

「連れていってもらってもいい？」

「もちろん」

　せっかく機械竜がいるのだから、有効活用しないとな。

　ゴーレムの脅威度がどれくらいなのかは気になるところだが、占領されて村自体が消滅したりしていないあたり、先日の魔族ほどヤバいというのは考えにくいだろう。

　――当然、油断は禁物だが。

「ゴーレムが増えまくってる原因とかも、できたら解明したいな」

「そうね。裏に黒幕がいてもおかしくないもの」

「ああ」

　アステラの言う通り、今はまだ鳴りを潜めているとしても、バックに知略タイプの魔族とかがいてもおかしくはない。

　街の中で魔物が発生するというのは、その強さに拘らず、怪しさを感じるほどの異常事態なのだから。

　聖剣の件然り、魔族が国中を巣食ってる気配は多分にあるからな。

　いるなら暴き出してやる、くらいの心構えで訪問するべきだろう。

　待ってろよ、黒幕。これ以上、お前らの好きにはさせないぞ。
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　はじめまして。著者の可換環です。

　この度は本作品をご購入くださり、誠にありがとうございます。




　本作品、実は私にとってある意味で特別な立ち位置にあるものでして。

　今回始めて、小説投稿サイトからの拾い上げではなく、完全書き下ろしで新作を世に出すことができました。

　ＷＥＢからの拾い上げももちろんそれはそれで嬉しいことではあるのですが、今回は特に「初めてプロとしての実績で仕事を勝ち取ることができた」という感じがしていて、ついに自分もここまできたかー、としみじみ感じております笑




　それでは、今回はあとがきが二ページということで、本編に入って参りたいと思います。

　本作品は、パーティーメンバーに裏切られて異次元空間に幽閉されてしまった主人公が、圧倒的な力を身に着けて現実世界に帰還し無双する作品です。

　そんな主人公によって、世界の常識も厄災も粉々に吹き飛んでいきます！

　……あとがきから読むタイプの読者さんも多くはないもののいらっしゃるらしいので、ネタバレはこの辺までとします。

　詳しい内容は、本編でお楽しみください！




　最後に、皆さまに謝辞を述べさせていただきたいと思います。

　本作品が形になるまでの全工程を支えてくださった担当の今林様。

　素晴らしいカバーイラスト・挿絵を描いてくださった片桐様。

　それ以外の立場からこの本に関わってくださった全ての方々、そして読者の皆様。

　皆さまのおかげで、無事この本を出すことができました。

　本当にありがとうございます！




可よし換がえ環たまき
















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。

※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。
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